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　あの京きよう太た郎ろうが起こしたバカげた事件を解決してから十日ほど経たった、七月上旬のことだ。

「失礼しましたっ！」

　小こ林ばやし修しゆう司じは、その部屋から転がるように飛び出ると、肩を怒いからせて部ぶ室しつ棟とうに足を向ける。なぜかって？　そりゃ、オレを怒らせた元げん凶きようがそこにいるからだよ、それ以外にねーよ。

　なんでだろーな。オレは何一つ悪いことなんかしちゃいないのに、なぜか……な、ぜ、か、放課後に生徒指導室まで呼び出され、先生たちに説教をいただくことになった。

　……まぁ、理由はわかっている。ただの愚ぐ痴ちだ。

　和気あいあいとダベりながら歩くゲーム同好会の脇わきをすり抜け、文ぶん芸げい部室の前に立つ。

　諸しよ悪あくの根こん源げんが部長を務つとめ、――オレが所属する部活。文芸部。

　その扉を一気に開け放つと、中でくつろぐ人物に向かって怒ど声せいをぶちまける。

「おい、テメェ！　いい加減にしろよ！　オレが三階のトイレ個室のドアをメチャクチャにぶち壊したことになってんぞ！」

　その咆ほう哮こうに応こたえる声があった。




「騒そう々ぞうしいな、　小林くん

　騒々しくてよ、修司くん」




　しかも、微妙にハモっていた。

　まったく悪びれていないいつもの調子の声こわ色いろにイラッとして、発信源を睨にらみつける。

　特等席の教きよう卓たくの上に陣取るのは、女顔のバカ野郎こと――明あけ智ち京太郎。

　梅つ雨ゆも明け、この暑いのにもかかわらず衣ころも替がえをせずに、いまだブレザー＆ベストを貫き通している。それがコイツのポリシーでアイデンティティーらしい。

　そして、ちょうど京太郎の座る教卓の前の机の上に腰掛ける金きん髪ぱつの女生徒が一人――。

　つーか、お前らは机の上に座ることがデフォなのか？　はなはだ疑問であるが、そんな些さ細さいな問題よりも重要なことがある。もちろん、例の案件。ドア破壊事件のことだ。

「どういうことか、説明してもらおうかっ！」

　ピシャンッと扉を閉めると、オレを見つめる男女に詰め寄る。

　すると、京太郎はふぁさっと前まえ髪がみを掻かき上げて、

「何を言っているんだい、小林くん。三階の女子トイレの六つ目の個室に出るという亡ぼう霊れい、『六番目の花子』はキミじゃないかっ！」

　いつも通りの意味のわからないセリフを吐き出した。

「お前、全然反省してないよなぁ！　だから、オレを犯人にしようとするな！　それから、二つ名もつけるんじゃねぇ！」

　オレは頭をガリガリと掻きむしると、バカ野郎の言葉を否定すべく反論ツツコミを開始。

「オレは男だ！　女子トイレに入れるかっ！　それから、なんなんだその六つ目の個室って！　トイレはそんなに広くねぇからなっ！　それに、『花子』事件はこの前、解決しただろーが！　最後に、その二つ名は『小さ夜よ子こ』のパクリじゃねーかよっ！」

　一気に捲まくし立てた言葉に、京太郎と金髪の女生徒は顔を見合わせる。

「小林くん……。ぼくはまだ、キミが犯人である説明をしていないじゃないか。そんなに早く反論してもらっては困るんだよ。いいかい、小林くん。そもそも、キミは……」

　やばいな、この流れは。

　このままどうでもいい話を小一時間ほど聞かされそうだ。さすがにそれは面めん倒どうくさいので、先手を打つに限る。

「よーし、わかった。オレが犯人である理由を言ってみろ」

　オレは、得意げに語っているコイツの話に割り込んで、続きを催さい促そくする。

「さすが、小林くん。この前、二ふた重えを犯人にしてみたら問もん答どう無む用ようで関節技を極きめられたんだ。その時、ぼくは思ったね。やはり犯人役は小林くんにやってもらうしかないと！」

　それは二重ちゃんが正しい。オレもお前をぶん殴りたいしな。

「――というわけで、今回起こった事件を追っていこうじゃないか」

　嬉うれしそうな顔を浮かべたチビ助がぴょいんと教卓から飛び降りて、ツカツカと狭い部室内を壁に沿って歩き出した。

「三階女子トイレのドアがいつの間にか壊れていた。これが事件なのさ。ぼくの仕入れた情報によると、朝は問題なかった。しかし、昼休みには壊れていたらしい」

「ほほう。するとお前は、そのドアを壊した犯人を捜さがしているのか？」

「そうなのさ、小林くん。三年の鳳おおとり先輩からの依頼なんだ」

　そう言って、突きだした手に握にぎられていたのは携帯電話ケータイ。画面に表示されているメールの文面を読んでみる。

『そうそう、昼休みに三階のトイレのドアが壊れていたんだけど、明智くん知らない？』

　依頼というか、普通の世間話にしか見えないんだが？

　ちなみに鳳先輩は、吹すい奏そう楽がく部ぶに籍せきを置くベートーさん好きなおっとりした可か愛わいらしい感じの先輩である。つーか、いつのまにメアド交換したんだよ、お前。友達がいっぱいいてうらやましいとか思ってねーからな、本当だぞ！

「ついに中なか村むら先生以外から依頼が来たのでとりあえず小林くんをスケープゴートにしておいて、その間に真犯人を捜そうと思っていたのさ！」

　キランと歯を輝かせる京太郎に、拳こぶしと共にツッコんでおく。

「別に、オレをスケープゴートにしなくても犯人捜しできるだろーがっ！」

「だって、小林くんを一回犯人にしないと調子がでないんだよぉっ！」

　叫びながら、くるくると回って床に沈む京太郎。

　そうか、オレを犯人にしたのはそのためかよ。

　ピクピクとしているバカをしばらく観かん察さつしていると、唐とう突とつにむくりと起きあがり、

「じゃあ、なぜ小林くんが『六番目の花子』なのか紐ひも解といていこう！」

　何事もなかったかのように振る舞って特等席によじ登った。すごく頑がん丈じようだ。

　――オレ、結局疑われてんのか？

「さて、小林くん。キミは二時限目がなんの授業だったか憶おぼえているかい？」

　二時限目……。二時限目は、あれだ。体育だったな。

「外でマラソンをさせられたのでよく憶えているな。学校の外周を走る長ちよう距きよ離り走そう。絶対、郷ごう田だ先生の嫌がらせだぜ。どうせ、また中村先生にモーションかけて玉ぎよく砕さいしたんだろうよ。懲こりないヤツだ、まったく」

　京太郎は、オレの言葉にうんうんと頷うなずいて、

「ぼくもそう思うよ。体育の前の休み時間のことさ。郷田先生が中村先生に話しかける度に、その会話に割り込んでいたらマラソンになってしまったんだ。酷ひどい話だと思わないかい？」

「お前のせいかよ！」

「まぁ、いい」

「よくねぇ！」

「本当に、――すまないと思う！」

　大だい統とう領りようでも助けに行ってこいよ、二十四時間以内になっ！

「小林くんのせいで、話が進まないじゃないかっ！」

　逆ギレで返された。確かに、横道に逸それたのはオレのせいかもしれないが、乗ってきたお前も悪い。つーことで、手打ちにして話を進めることにする。

「それで、小林くんは運動が得意じゃないか」

「それなりにはな」

　だが、それだけでオレを犯人扱いするのはいかがなものか。

「まぁ、聞きたまえ。つまり、運動の得意な小林くんは、一人で黙もく々もくと走ってみんなをぶっちぎった。すると、一番にマラソンを終えることができるだろ。そのあとは、自由に動けるようになる。

　それを利用した小林くんはこっそり校こう舎しやに入り、三階女子トイレに忍び込んでドアを壊したのさ。授業中で人ひと気けがなかったため、簡単だったことだろう！」

　一仕事終えたような、満足した表情を貼りつけた京太郎に向かって、言い放つ。

「おい、なんでオレが？

　さすがは京ちゃんね！」

　なんかハモった。オレの声に、よく知った女の声がかぶる。

「ど、どこから涌わいた？」

　疑ぎ問もん符ふを乱らん舞ぶさせながら、いつの間にか京太郎のうしろに現れた二人目の幼なじみを指ゆびさす。まるで幽霊のようなヤツだ。テレビから出てきそうなアレみたいだぜ。

　その長い黒髪をなびかせた少女は、笑えみを浮かべて口を開く。

「ふふん、最初からここにいたわよ、シュウ！　文ふ美みちゃんはこの教卓の中に隠れていたのよ！」

　えっへんと偉えらそうに胸を張る文美。なんのためにと訊たずねたら、面白そうだからと返ってくるに違いない。

　この知的な雰囲気をまとっているのにどこかしら残念な少女は、玉たま村むら文美。京太郎にいつもくっついている女だ。頭が良さそうに見えるのだが、その実態は京太郎にひけをとらぬバカ二号。京太郎がバカ一号で文美が二号。このバカコンビは、相そう乗じよう効こう果かでオレに不幸をもたらすのだ。

「でも、京ちゃん。なんでシュウは三階の女子トイレなんかに忍び込んだのかしら？　まさか、隠しカメラでもあるんじゃないでしょうね！　この、女の敵っ！」

　スゴイ剣けん幕まくの文美を宥なだめるかのように、否定するのは京太郎。

「いや、ぼくもその可能性を考えたんだが、それはさすがに露ろ骨こつすぎる。だからぼくはこう考えた。何かしらの取引の待ち合わせ場所に使ったんじゃないかってね。その時、誤ってドアを壊してしまったんだ」

「さ、さすが京ちゃんね！　見事な理由づけだわ。さぁ、シュウ！　女子トイレで何を取引しようとしていたの？　さっさと吐いた方が身のためよ！」

「まぢで人の話を聞かねぇよな、お前らはよぉっ！」

　オレは拳を握り締めると、バカ二人に向かって歩を進めた。

　その時だ。

　グンッと襟えり首くびを引っ張られ、「ぐえっ！」と、首が絞しまる。

　今まで黙ってオレたちのやりとりを見ていた金髪少女が、口の端を吊り上げて笑う。

　この日本人離れした容姿を持つ女生徒は、――金かね田だ乃の恵え瑠る。左右から生えた二本のツイン巻き毛ドリルと左目元のほくろが特徴的な少女だ。

「異い議ぎあり！　ですわ！」

　左手でオレの襟首を摑つかみながら、右手で京太郎をピヨピヨと指さす少女。ここは法ほう廷ていではないんだが、なっ！

「ちょっと待つのですわ。わたくしが京くんの推すい理りを崩してみせますわ」

　キラキラと輝く稲いな穂ほのような黄金の髪を左右でくくってクルクルとカールさせている彼女は、オレから手を放して解放すると胸を張る。

　モデルのような長い手足。整った鼻筋。垂れ気味の瞳ひとみを懸けん命めいに鋭く吊り上げて、薄うす紅べに色の唇くちびるに笑みを乗せていた。

　そんな彼女が腰に手をやって、言葉を発する。

「違いますわよ、京くん！　こんなこともあろうかと、ティーチャー郷田から証言をいただいておりますわ。修司くんは外周三周を一番で終えたあと、グラウンドの水飲み場の近くにいたと。

　修司くんを犯人になさるのなら、もう少し状況を絞しぼりませんと。そうですわね。……たとえば、修司くんがウォータークローゼットのドアをブロークンさせたのは、四時限目のイングリッシュの前の休み時間ですわ！」

「オレが犯人なのは変わらないのかよ！」

「オウ、イエス！」

　おう、いえすじゃねーよ。お前の英語、棒ぼう読よみなんだよ。発音がまったくできていないから聞き取りづらいんだよ。……だからといって、ぺらぺらと喋しやべられても困るけどな。日本人とイギリス人のハーフだとは聞いているが、お前英語まるっきしできなかったよな？　昨日返却された英語の小テスト、酷い点だっただろーが。

　そう指し摘てきしてやると、乃恵瑠のヤツは口をむぅっと尖とがらせて、

「だ、だって、せっかくハーフに生まれたのですから、英語を織おりまぜて喋った方がいいキャラづけができると思って。それを否定されますと、ただのお嬢じよう様さまになってしまうのですわ」

「誰だれがテメェのキャラ設定を気にするんだよ！　ハーフのお嬢様で十分だろーがっ！」

「でしたら、それでいいですわ」

「いいのかよっ！」

　初めて会った時から変なヤツだとは思っていたが、まるで京太郎が細さい胞ぼう分ぶん裂れつしたかのよーな女だな。ようやくハッキリとわかった。お前も京太郎の同類だ。

「四時限目の教科は、イング……、英語でしたわ。英語の担当教師は、中村先生ですわね。しかし、先生は授業開始時刻から五分ほど遅ち刻こくしてこられましたわ。しかし、その授業に遅れてきた方がもう一人いましたわよね。先生がこられる少し前に教室に入ってきた人物が……。ねぇ、修司くん？　あなたは女子トイレで中村先生と密会し、何食わぬ顔で教室に戻ってきたのですわ。そう、それが二人とも遅刻してきた理由なのですわ」

「待て待て待て！　オレは三時限目の化学で使った器材を片づけさせられてただけだっつーの！　化学の先生に訊きいてみろよ。先生が証人だ！」

　事実を突きつけると、ドリルヘアーは呆あきれ顔でオレの額をぺしぺしと叩たたきながら言葉を紡つむいだ。いやいや、なんでそんな表情してんだよ。

「そんなことはわかっていますわよ、修司くん。わたくしは京くんの推理があまりにも不出来だったのでお手本を見せただけですわ」

　ちらりと京太郎に視線を向けたドリルは、言葉を続ける。

「このように、犯人以外の第三者を交ぜることによって、少しだけ真実味が増すのですわ。そう思いませんか、京くん？」

「くぅ！　悔くやしいが見事だよ、金田くん……。確かにぼくの推理より、自然に思えるよ」

　がっくりと肩を落とす京太郎。

「いやいやいや、そんな勝負なの、これ？」

　こんな風に、――前からいたようにすっかり馴な染じんでいる金田乃恵瑠という女生徒だが、実は四日ほど前にこの私し立りつ福ふく泉いずみ高等学校に転入してきた転入生だ。

　しかし、相性ってあるんだな。京太郎や文美とすっかり打ち解けて、推理合戦を繰り広げられるまでの仲になっている。

「おほほほほほほ。まだまだですわね、京くん！」

「いや、まだだ！　ぼくたちは、とりあえず小林くんを犯人に仕立て上げただけだ！　真犯人を特定するまでが本当の勝負なのさ！」

　バンバンと机を叩きながら騒ぐだだっ子みたいな京太郎を、生なま暖あたたかい目で見ながら思いをはせる。

　それは、この金田乃恵瑠が転入してきた日のことだった。




　　　　◇




　梅雨も明けた六月下旬。

　太陽ががんばりだし、急激に気温が上がった朝だった。

　二年一組の生徒全員は、蒸し暑い教室内を少しでも快適にするべく窓を全開にし、机に突っ伏して朝のホームルームが始まるのを待っていると、

「はぁい、みなさん。おはようございますぅ」

　担たん任にんの中村喜き久く子こ先生が、間延びした口調で教室に入ってきた。そこまではいつも通りだったのだが……。

　ざわりと、クラスメイトたちに緊張が走ったのだ。

　オレは気になって顔を上げると、中村先生の隣となりに見慣れない一人の少女が立っていた。

　――金髪だと？　誰かを彷ほう彿ふつとさせる髪の色だ。あれ染めてんのか？　そんな適当なことを考えていると、中村先生が口を開く。

「今日からこの二年一組のお友達になる女の子を紹介しまぁす」

　お友達って……。小学生じゃないんだから、その紹介の仕方はどうかと思う。多分クラスメイト全員が心の中でツッコんだんじゃないだろうか。

「じゃあ、金田さん。自己紹介お願いねぇ」

　二歩ほど、その女生徒から離れた先生は、言葉を発して彼女に紹介を促うながす。すると、女生徒は首を縦たてに振って頷き、白いチョークで名前を黒板に刻きざみつける。




　金田乃恵瑠




　達たつ筆ぴつだった。ものすごくバランスがとれている綺き麗れいな字だ。

　ただ、名前の読み方がわからない。まさか、今流行はやりのキラキラネームなのか？

　オレは目を細めながら読み方を思し案あんしていると、チョークを置き、振り返った彼女から読み方を聞かされる。




「わたくしが、のえるですわ」
















　独創的な自己紹介に唖あ然ぜんとする教室。

　彼女はただ一言、名を名乗った。それだけだったからだ。

「はい、ありがとう～、金田さん」

　こんなんでいいのか、先生？

「じゃあ、金田さんの席はぁ～」

　いいらしい。恒こう例れいイベントの質問コーナーとかもないらしい。相変わらず適当すぎる教師である。

「先生！」

　その時、手を上げる一人の生徒。イヤな予感がオレの全身を駆けめぐった。その生徒が、オレの幼なじみだったからだ。そう、京太郎という名前のバカ野郎だ。

「はい、明智くん。なんですか？」

　京太郎は颯さつ爽そうと立ち上がると、大げさに腕を振って口を開く。今度は何を企たくらんでいるんだ、お前？

「ちょうど小林くんの隣にスペースがあります。金田くんの席は、そこがいいと思いますが、どうでしょうか？」

　なん、だと？

　オレの席は、校庭窓際の一番うしろにある。

　確かに右隣にはスペースがあるが、オレの隣じゃなくてもいいんじゃないか？　いや、考えを改めろ小林修司。幼なじみ以外の友達を作る絶好のチャンスじゃないだろうか。なんたって、彼女は転入生だ。――オレにまつわる噂うわさをまったく知らないだろうしな。

「それはいい考えですねぇ。そうしましょうか」

　先生が決定をくだす。

　よっしゃー。京太郎のフォローのお陰かげだというのが気にくわないが、結果よければすべてよしともいうしな。とりあえず礼を言っておくぜ、京太郎。ただし、心の中でだけどな。

　誰にも気づかれないように机の下でガッツポーズをとる。しかし、そんなオレの高こう揚よう感かんを、京太郎の一言がぶち壊すのだった。




「じゃあ、小林くん。四階の空き教室から金田くんの席を一組、見み繕つくろってきたまえ」

「………………は？」

　京太郎の発したセリフを頭の中で反はん芻すうする。それは、どういうことだ？

「それはいい考えですねぇ。金田さん、女の子ですし～。力持ちの小林くんにお願いしましょうか」

　ちょっ、まっ。ええっ？

　ここは二階。――で、空き教室は四階。そこから机と椅い子すを運んでこいということか。

「くっくっくっく！　いつもぼくの頭をぼかすか叩くからバチがあたったのさ！　いつかあるかもしれないこういう日のために、席替えのくじに細工して小林くんを窓際一番うしろの席になるように画かく策さくしていたのだっ！」

　京太郎が嗤わらいながら、ワケのわからないことを暴ばく露ろする。いや、意外とこの席快適でラッキーと思っていたんだが。

「道理で二回連続この席になったと思ったら、そんなことをしてやがったのか」

　つーか、転入生とかこなかったら意味ないよな。どーでもいいことに力を注そそぐなよ、と呆れながら、さて――、

「さぁ、小林くんは、さっさと机を運んでくるがいいさ！」

　オレは、胸を張って得意げなアホに歩み寄り、腕を摑んで力一杯引っ張ってやる。途と端たんに、表情を崩して狼狽うろたえだす京太郎。

「な、何をする気だい、小林くん？」

「京太郎くんは、椅子を持ってくれるのか、悪いなぁ」

「頼まれたのは小林くんじゃないかっ！」

「机は持ってくるっつってんだから、テメェは椅子を運べや」

「はい」

　京太郎の耳元でドスの利きいた声を聞かせてやると、素直に返事をした。こういう風に扱えばいいのである。オレの評判は、その都度下がっていくけどな……。

「それじゃあ、先生。机とってきます」

　オレは先生に声をかけると、バカを伴ともなって教室をあとにする。

「なんでぼくがこんなことを……。頭脳労働専門だよ、ぼくは……」

　京太郎はぶちぶちと文句を垂れ流していたが、ちゃんとうしろからついてきていた。なんだかんだで、昔からつきあいのいいヤツではあるのだ。が、――ん？

　京太郎の背後には、影がもう一つあった。

「お前、……金田？」

　金色の髪を揺らしながら、転入生がついてきていた。

「わ、わたくしの机を運んでいただくのに、本人が行かないのはおかしいでしょう？」

　見た目とは裏腹に、意外といいヤツだった。金髪の上に偉えらそうなので、グレ気味の方だと勘かん違ちがいしてました。すまん、見た目に騙だまされた。

　そんなことを伝えると、

「わたくしはグレてなどいませんわっ！　これは母譲ゆずりの地毛です。わたくしは、父が日本人で母がイギリス人なのですわ！」

　すごい剣幕で怒られた。

「へぇ、ということはハーフか。なるほど、確かにきれいな色合いをしているな。日本人が黒髪を染めているのとは大違いだ」

　素直に感想を述べると、金田は俯うつむいて「あ、ありがとう……」と小さく言葉を発した。なんで、赤くなる？

「キミはなんというか……。アレだね」

　何かを察した京太郎が、ジト目でオレを睨んでいた。アレってなんだ？

「――ところで、ワッチューアネーム？　お名前を伺うかがってもよろしいかしら？」

　階段にさしかかった時に、金田が口を開く。

　すると、京太郎のヤツは待っていましたといわんばかりに顎あごに手をやり、キメ顔を浮かべる。

「……明智京太郎。探偵さ！」

　頭脳は大人な眼鏡めがねのボウズが、犯人に自己紹介する時みたいな言い方だった。いつものことだからサラッとスルーを決め込んで、自分の名前を名乗る。

「オレは、小林修司。これからクラスメイトだ。よろしく」




「京くんに修司くんですわね。よろしくお願いしますわ」




　いきなり名前フアーストネームで呼ばれる。京太郎に至いたっては、あだ名ニツクネームと言っても過か言ごんではない呼び方だ。馴なれ馴なれしい気もしたが、そういう文化なのだろう。友達がほしいオレとしては大歓迎だ。

　空き教室につくと、あまり汚れていない机を見繕って京太郎に言う。

「京太郎。お前、机のうしろを持てよ。オレが前を持つから。金田は、椅子を頼む」

「えー、ぼくは椅子担当だったはず。まぁ、いいけどさ」

　ブチブチと文句を垂れ流しながらも、机を持ってくれるチビ助。せっかく三人なんだから、少しでも楽にいきたいじゃないか。

「あなたたちは、本当に仲が良いのですね……」

　オレたちのやりとりを見ていた金田が何かを呟つぶやいたので、訊き返すと「なんでもないですわ。おほほほ」とお上品に笑う。少し気になったが、まぁいいか。

　そんなこんなで、ホームルームが終わる前になんとか三人で机を教室に運び込み、整えることができた。

「じゃあ、今日から隣同士ですわね」

　にこやかに言う金田。よし、コイツとはなんとかうまくやっていけそうだ。そう確信して、隣に座る転入生にもう一度「よろしく」と挨あい拶さつを返したのだった。




　　　　◇




　そんな感じで現在に至るのだが、

「――わたくしは四時限目の英語の時間。ついうっかり、修司くんから目を離してしまいましたわ。窓際最後尾の席の修司くんなら、誰にも気づかれずにうまく足場のようなベランダに出られますものね！」

「いや、それならば、昼休みになった瞬間にダッシュで教室を飛び出した小林くんの行動が怪あやしい！」

「ほ、本当なの、乃恵瑠ちゃん、京ちゃん？　これで犯人はシュウに固まったわね！」

　思い出にふけっていた間に、とんでもないことになっていた。犯人を捜すワケじゃないのか、お前らは？

「おい、オレの隣の席の乃恵瑠。うっかりオレから目を離したというより、机に突っ伏して寝てたよなぁ。どんなお嬢様だよ、お前は！

　それから、京太郎！　昼休みにすぐ教室を飛び出したのは、購こう買ばいに人気のパンを買いに行くためだ！　そして、文美。コイツらの言っていることを持ち上げて、オレを犯人に仕立て上げようとするなっ！」

　一息で捲し立てる。

　そうなのだ。悩みの種が増えた。

　金田乃恵瑠というこの女。




　――京太郎と同じ推理マニアバカだったのだ。




　最初のころは物静かに振る舞っていたのだが、三日目ぐらいでメッキが剝はがれ、京太郎の推理に口出しするようになった。まぁ、転入生ということで最初は遠えん慮りよしていたんだろう。京太郎一人でも振り回されているのに、それが二倍になったワケである。これからのことを思案しながら、盛大に溜ため息を吐ついた時だ。

「こんちゃーす」

　赤い花を模もしたヘアアクセサリーを身に着けた黒髪ボブカットの少女が、挨拶をしながら部室に入ってきた。

　胸元の赤いリボンに赤いラインの入った上うわ履ばきからわかる通り、一年生だ。

　オレの三人目の幼なじみの女の子にして、教卓に座るバカ野郎の妹さん。名前は、明智二重。吊り目がちな大きな瞳が印象的な可愛らしい後輩である。

「あれ、何やっているんです？」

　京太郎と乃恵瑠の推理合戦を見ながらも状況が飲み込めない二重ちゃんは、オレの袖そでをクイクイと引っ張って訊ねてきた。

「三階の女子トイレのドアが壊れたんだと。それをいつものごとく、コイツらが一生懸命オレのせいにしようとしてるんだ」

　わかりやすいように説明する。

「はぁ……。三階の女子トイレのドアですか。ドアは知りませんけど、鍵かぎを壊したのは私ですケド」

「そうそう、なんだ。二重ちゃんが犯人か……。は？　鍵？」

　あまりに自然に口にしたので、思わず流してしまうところだった。

「私のクラス、三時限目は四階の視し聴ちよう覚かく室しつで授業だったんです。なんか道どう徳とくの映画を見せられたんですけど、時間内に終わらなくて休み時間まで食い込んでしまったんですよ。教室戻ってからじゃ時間がないので三階のトイレに立ち寄ったんですが、出ようとしたら個室の鍵が壊れてて開かなかったんですよ。仕方がないから、鍵に向かってかかと落としをちぇいさーっと」

　つまり、鍵を壊して外に出たらしい。相変わらず攻撃的な少女だな。しかし、心配事が一つ。

「それでほったらかしにしたのか？」

　そう訊ねると、

「ちゃんと中村先生に鍵を壊したことを伝えましたよ、失礼なっ！　休み時間ギリギリでしたけど！」

　頰ほおを膨ふくらませて答える、二重ちゃん。

「そ、それは本当なのかい、二重？」

「兄さんもなんですかっ？　私は鍵を壊したあと、すぐに職員室にいた中村先生に報告しましたっ！　ぷいっ！」

　頰を膨らませて大げさに顔を逸らす二重ちゃん。あの日からケンカ中なのだと京太郎が嘆なげいていたが、どうやらまだ続行中のようだ。まだ長引くようなら、二重ちゃんに話を聞いてみた方がいいかもな。

「中村先生に報告したのですか？　確か先生は、四時限目の授業に遅れてきましたわよね。すると……」

　二重ちゃんの発した言葉を反芻したあと、ニンマリと笑みを浮かべる人物が一人。

「なるほど！　見えましたわよ、事件の真相がっ！」

　なんと声を上げたのは京太郎ではなく、金田乃恵瑠だった。

「どういうことなの、乃恵瑠ちゃん？」

　乃恵瑠の発言を聞いてプルプルと悔しそうに震ふるえている京太郎。その背中から剝がれた文美が、訊ねる。

「簡単なことでしてよ、文美ちゃん。もうすぐ、すべての鍵を握る人物がやってきますわよ」

　そう言ってゆっくりと扉の方を指さすと、ガラガラと扉が開いて、

「みんなぁ、お待たせ～」

　間延びした口調の中村先生がやってきた。




「真犯人は、あなたですわ！」




　乃恵瑠は、そのまま先生に指先を向けて言い放つ。

「ええぇ？」

　来た瞬間、犯人扱いされた眼鏡の教師は、瞳をぱちくりさせる。

「ど、どうしたの、金田さん。先生は、何もしてないですよぉ」

　目め尻じりに涙を溜めだした中村先生。この教師、泣き虫すぎる。

「せ、先生が犯人って本当なのかい、金田くん？」

　乃恵瑠の自信満々な態度を見て、京太郎が狼狽える。オレも、先生が犯人という理由がさっぱりわからないんだが。

「それはですね、京くん。

　四時限目に遅刻してきた中村先生。そして、四時限目の始まる前の休み時間にトイレの鍵を破壊した二重さん。この二つの出来事を結び合わせれば、答えは見えてきますわ。

　まず、三階女子トイレの鍵を壊した二重さんが、中村先生に報告します。すると先生は確認するために現場に向かいますわよね。きっと使用禁止の貼り紙をしたんでしょう。

　そこで無情にも授業の始まりを告げるチャイムが鳴ったのですわ。四時限目に授業がある先生は慌あわてて職員室に戻り、授業の用意をして二年一組に向かった。それが、四時限目に遅刻してきた理由ですわね、先生？」

　乃恵瑠は推理しながら部室内を練り歩き、特等席きようたくの前までくると京太郎を押し退のけて座る。

　席から落とされた京太郎は、そのまま部屋の隅すみに移動して壁に向かって三角座り。

「あ、ああ。そうだったわ！　先生、すっかり忘れてたわ！」

　金髪少女の言葉に、オロオロと頭を抱かかえる中村先生。どういうことだ？

「――でも、乃恵瑠ちゃん。なぜ、中村先生が犯人なの？　先生はちゃんと自分の仕事をしただけじゃないの？」

　文美の言う通りだ。先生はちゃんと適切な事後処理を行っている。それなのになぜ、真犯人扱いをするのか？

「簡単なことですわ。先生は、授業開始のチャイムが鳴って焦っていたのですから」

　そりゃ、そうだろうな。

「そうなのね、乃恵瑠ちゃん！」

　ここで、文美のヤツも真相に気がついたらしい。

「授業に使う教科書を忘れて、職員室に取りに帰った中村先生だもの。十分にありえる話だわ！」

「あー、もう！　二人で納得するな。どういうことなのか、オレにもわかるように説明してくれ！」

「あら、まだわかりませんの、修司くん？」

　ふふんと勝ち誇ほこった表情を貼りつけた乃恵瑠は、オレの右肩をビスビスと指でつつき出す。爪が刺さって、意外と痛い。

「なるほど。わかっていない人に向かって真相を告げるのは、ワクワクしますわね」

　嬉しそうにくるりと教卓の上で身体を捻ひねると、指先を中村先生に向けて言い放つ。




「そう……。慌てた先生は、トイレの鍵が壊れたことを他の先生に連絡せずに授業に行き、そのまま忘れてしまったのですわ」




　なるほど。だから、三階女子トイレの個室の一つが使用禁止になっていた理由を、誰も知らなかったのか。確かに、中村先生なら忘れてしまったとしても不思議じゃない。

「ほら、先生。職員室に一回帰った方がよろしくないですか？」

「そ、そうですね。早く報告して業者を手配しないと、また教頭先生に怒られるぅ」

　乃恵瑠の提案に頷くと、汗と涙をダラダラ垂らしながら足早に去っていく中村先生。どうか教頭先生に負けずにがんばって欲しい。そして、また変な事件を押しつけられないことを願う。

「お前、スゲーな！　名推理じゃねえか！」

　オレは素直に感心して、ツインドリルを褒ほめる。これは、探偵役交替のフラグか！

「そ、それほどでも……、ですわ」

　頰に手を当てて照れる乃恵瑠。そんな彼女に、不ふ機き嫌げんそうなジト目を送る二重ちゃん。

　オレは、隅でいじけている元迷探偵に歩み寄って、肩を叩く。まぁ、ちょっとかわいそうになったのだ。コイツが落ち込んでいるのを見るのは、なんとなくイヤだからな。

「元気出せよ、京太郎。次、がんばればいいじゃねぇか、な」

　するとこのイジケ虫は急に立ち上がって、

「そうだよね、小林くん！　一回や二回の失敗でなんだい。次こそは、あの金髪娘にぎゃふんと言わせればいいわけだよね！」

　元気ハツラツの復活を遂とげた。コイツのこういうところは、尊敬に値あたいするよ。

　その光景を見ていた乃恵瑠が唇を尖らせて、

「ふぅん、あなた方お二人は、本当に仲がよいのですわね。……なぜ、そんなにも長くつきあっているのでしょうか？　修司くんも京くんも、全然性格タイプが違いますのにねぇ」

　そう問いかけてくるが、……幼なじみくされえんだからとしか答えようがないよなぁ。別の高校に行ったケンちゃんやみさちーも、この場にいたらこんな感じだし。小学校の時に転校していったクロだって、転校せずにいたら同じような仲になっていたと思う。

　オレがどう答えようか思案していると、

「まぁ、いいじゃないか。そんなことより！」

　京太郎が乃恵瑠の疑問を切り捨て、彼女の眼前まで迫って宣せん言げんする。

「金田くん！　キミをぼくのライバルと認めようじゃないかっ！」

「おほほほほ、それは光栄ですわね。いつでもかかってくるといいですわ！」

　睨み、ニヤリと笑いあう。コレはコレで楽しそうな二人だった。

　事件のあらましはこうだ。

　二重ちゃんがトイレの鍵を壊す→中村先生に報告→先生が確認して貼り紙をする→授業が始まったので焦あせって誰にも言わずに授業に行く→そのまま忘れられる→誰も使用禁止になった理由を知らないので、放課後に鳳先輩からメールがくる。




「ん？　ちょっと待て。何かおかしな点がある。あるよなっ！」

　コソコソと逃走を図はかろうとする探偵役二人を摑まえる。

「お、おかしなところなんてないさ。ぼくは小林くんが犯人だと思って、ドアを壊したと話を面白くして生徒指導の先生に告げ口をしただけじゃないか！」

「わ、わたくしはそれを横で見ていただけですわ」

　ほほう……。なるほど、それが真しん相そうか。なんで話を盛る必要があるんだろうか。

「テメェがオレのせいにしなければ、オレは怒られなかったじゃねぇか！　だいたい、オレを一回犯人にしないと調子が出ないって話じゃすまなくなってんだよっ！」

　一息で吐き出した言葉と共に、バカの頭に突き刺さるパンチツツコミ。

「ぐぉおおおお！　ぼくの人類の遺い産さん的脳細胞がっ！」

「きょ、京ちゃぁぁぁあああん！」

　教卓から転げ落ちる京太郎に駆け寄る文美。

　その茶ちや番ばん劇げきを無視して、乃恵瑠を指さす。

「テメェもだ、乃恵瑠！　なんでこのアホを止めないんだよ？　見てたんなら止めろよなっ。止めてくれよ、まぢでっ！」

　オレはコイツにもゲンコを落とすべく……、

「わくわく」

　乃恵瑠の整った顔を見た瞬間、我に返り、振り上げた拳をゆっくりと下ろす。危ねぇ、コイツは女だった。女は殴れない。――文美以外の女は。

「あれ？」

　不満そうに首を傾かしげる金髪ドリル。

「京くんみたいに、殴らないのですの？」

「オレには、女を殴る趣味はない」

「そ、そうですの……」

　すごく残念そうだった。イミガワカラナイ。ちょっと怖いのでツッコまないことにしよう――おおおおっ？

　どごん！　という衝撃いたみと共に視界が回る。

　気がつくと床に転がっていたオレ。隣には、まだ復活しない京太郎の姿があった。




「に、兄さんに何をするんですかっ！　あと、そこの金髪センパイとのやりとりが、なんかムカつきます！」




　ワケのわからない言い分を放つ加害者ふたえちやん。背中にドロップキックはやめてください。おふくろが、汚れがとれないと嘆なげいています。

　背中から伝わる痛みに耐えながら立ち上がったオレは、部室内を見回す。




　ピクピクと床に横たわる迷探偵、諸悪の根こん源げん、バカ一号こと――明智京太郎。

　京太郎を介かい抱ほうしていると見せかけて財布を物ぶつ色しよくしているバカ二号――玉村文美。

　見た目は可愛らしいが中身はライオン――明智二重。




　そして、謎なぞの転入生。ゴールデンツインドリルにしてバカ三号かと思いきや意外や意外の名探偵。自称、京太郎のライバル――金田乃恵瑠。




　厄やつ介かいな幼なじみ集団に、これまた厄介な人物が増えた。

「あー、もうすぐ夏休みかぁ」

　オレは靴くつ跡あとのついた背中を手の甲でさすりながら、深々と溜め息を吐く。

　今年は、どーなるんだろうな？

「だけど、小林くんは楽しみにしている！　ぼくは、そう推理するよ！」

　女刑事と事件を解決する超能力少年みたいに、人の心を読むんじゃない！

　オレの腕を摑んだ京太郎の手を、思いっきり捻ってやった。





　　　　◆




「うっ……」

　自分の呻うめき声が耳に届き、意識がゆっくりと浮上する。

　懐なつかしい夢を見ていたが、一気に霧む散さんして消える。

　――暑い。不ふ愉ゆ快かいな暑さを全身で感じ、噴き出た汗が衣服を湿しめらせている。

　なんなんだ、いったい？　頭が重たくて、思考がうまく回らない。脳をぐちゃぐちゃにかき混ぜたような……、酷ひどく混こん濁だくしている。

　三日ぐらい不眠で動き、ようやく眠ることができたらこんな感じになるのかもしれない。微睡まどろみが深いのか、眠りが深すぎたのか……。頭が重たい。

　オレは身じろぎして、まぶたを開ける。

　ボーッとする意識に活を入れようと、両手を――。

　ピーンと何かが突っ張って、手が動かない。

　瞬間、意識が覚かく醒せいする。

　感じたのは、――恐怖だ。

　手が動かない。いや、足も身体からだも動かすことができない。これが、金かな縛しばりというモノか？　いや待て、それは違うような気がする。

「な、なんなんだ？」

　飛び出しそうなほど脈みやく打つ心しん臓ぞうをなんとか落ち着かせ、状況を確認する。

　どうやら太陽は出ている時間のようで、周りを見渡すことはできた。何かの建物の一室に、左半身を下にした状態で転がされているらしい。

　グッと両手両足に力を入れてみる。指が動くのを確認できたので、なくなったワケではない。

　なら、なぜ動かない？

　混乱しながらさっきよりも強めに力を込めると、ギチッと不気味な音が腕から伝わり、鈍にぶい痛みが走る。

　この感かん触しよくはもしかして、――縛られているのか？

　現実を目の当たりにしたオレの心臓は、恐怖で大きく跳ねる。

　焦しよう燥そうを感じながら芋いも虫むしみたくもぞもぞと動いて、考える。

　なんで、オレは縛られているんだ？　それに、ここはどこなんだよ？　

　狭い部屋だ。部屋の右端には本棚、左端には窓がある。そして、出入り口となる扉は、向こうに見えるあれだろう。ん、待てよ……。この部屋、どこかで……。

　思い当たる場所が一つだけ、脳のう裏りに浮かんだ。窓から外を覗のぞいて確かめようと思い身体を動かすと、またもやロープが突っ張る。

「くっ、どういうことだ？」

　首を無理に捻ひねって、うしろ……背中の方を確認する。

　視界の端に、キラッと黄こ金がね色いろに輝く稲穂が見えた気がした。

　まぢかよ……。

　頭を床につけ、ギリッと奥歯を嚙かみ締めて手首を動かすと、ふにっとした感触。オレのではない別の誰かの肌に触れた。

　今度は、膝ひざをゆっくりと曲げてみる。途中でロープが伸びきって、これ以上動かせなくなる。額ひたいに手をやって考えをまとめたいのに、それもできない状況だ。

　――つまり。オレとその金髪の誰かさんは、背中合わせに手首と足首をギュッと縛られているワケだ。

　しかもこの女、まだ目覚めてないらしく手足に力がまったく入っていない。

　オイオイオイ、大丈夫なのか。そもそもこれ、どういう状況なんだ？　いや、それよりもコイツの反応がないのだが、怪け我がとかしてないだろうか。そんな心配が、さらに焦りを生む。どうすればいい？　どうすれば、無事を確かめられる？

　と、とりあえず耳を澄ませてみよう。無事なら呼吸音が聞こえるかもしれない。

「すー、すー、すー」

　いや、呼吸というより寝てた。いや、まぁ、オレも寝てたんだけどな。

　……さて、どうするよ？

　いや、考えるまでもなく運命共同体の金髪ドリルを起こした方が得とく策さくだな。三人寄らば文もん殊じゆの知恵。一人足りないが、相談できる相手がいるにこしたことはない。

「おい、ドリル。金髪、起きろ……」

　手の指先を使って、ぺしぺしと彼女の手に刺激を送る。声は小さく絞りながら。

「起きてくれよ。なぁ、乃恵瑠」

　――無反応なので、仕方がない。

　オレは親指と人差し指を使って彼女の手首の皮を摘つまみ、ギュッと爪を立ててみる。

「――――――――――っ！」

　バタバタバタと、金田乃恵瑠が暴れ出した。

　ロープが思いっきり引っ張られて、すごく痛かった。




　　　　◆































　気温が急激に上昇し、太陽が燦さん々さんと照りつける夏本番の七月下旬。今年は冷れい夏かなんじゃないかと心配していたが、それも杞き憂ゆうだったようで、外を歩きたくないくらい暑くなった夏休み序じよ盤ばんのことだ。

　オレの部屋の机の上には、向かいの家の京きよう太た郎ろうくんが降こう臨りんしていた。

「それで、どうしたんだよ？」

　神しん妙みような顔をして俯うつむく京太郎に訊たずねる。相談したいことがあると言って押しかけてきたのだ。珍めずらしいこともあるもんだ。

　コイツは自己中なので誰だれかに相談することなんてほとんどないのだが、たまにどうしようもない時にこうしてオレの家にやってくる。

「二ふた重えが……」

　顔を伏せたまま、言葉を発する京太郎。

「二重ちゃんがどうかしたのかっ？」

　ベッドの上に座っていたオレは、思わず前のめりになる。やはり二重ちゃんのことだったのか。京太郎が取り乱すのは、基本的に二重ちゃんのことだけだからな。

　かくいうオレも、彼女のことは心配だ。

「それで、二重ちゃんがどうしたんだよ？」

　重ねて訊ねると、京太郎は机を飛び降りて声を荒らげる。

「二重がずっと怒ってて、なかなか許してくれないんだ！」

「まだ、仲直りしてなかったのかよっ！」

　長いケンカだな！　もうすぐ一ヶ月になるぞ。

「なぁ、小こ林ばやしくん。どうすればいいと思う？」

「と、言われてもなぁ……。二重ちゃんは、なんで怒っているんだ？」

「いや……、ぼくが小林くんをとりあえず犯人扱いするのが気に入らないらしい」

「オレが一番気に入らねぇよっ！」

　京太郎にツッコむが、ヤツは肩をすくめて言葉を洩もらす。

「でも、小林くんはそんなに怒っていないのになぁ」

　声を大にして言いたい。テメェが代だい弁べんするなと……。まぁ、残念なことに事実なので、否定はできないんだが。

「しかしなぁ、二重ちゃんもオレが犯人扱いされているのを楽しんで見てたのに、どうして怒ってるんだ？」

「それがね、小林くん。ずっとただのじゃれあいだと思ってたみたいなんだよ。ぼくが、二重じぶんのために裏で色々やっていたのが納得がいかなかったらしいんだよ」




　昔っから、――コイツというか文ふ美みや二重ちゃんも含めて、バカなことばかりやっていたからな。そのため、オレもカッとなってもすぐ冷めるようになったのだ。

　悪気がないのはわかっているのだが、そのせいで友達ができづらくなってしまっているのはどうにかしたい。と思いつつ、コイツらを放っておくこともできないオレがいる。難なん儀ぎだな、まったく。

　オレの心を知ってか知らずか、チビ助が困り顔で訊ねてきた。

「小林くん……。どうすれば二重の機き嫌げんが直ると思う？　何回謝っても、効果がないんだよ」

　ピンチになったらすぐ泣いて謝ったり、土ど下げ座ざしたりと、お前の謝しや罪ざいは軽いからじゃないのかと、オレは思う。

　しかし、この二人の仲がうまくいっていないのは、なんか良くないよな。協力はしてやらないと。

　あっ、だったらプレゼントとかはどうだろう？　いやいや、二重ちゃんだしな。京太郎が何か贈おくり物したぐらいじゃ、ダメだろうな。

「「うーん……」」

　二人して腕組みをしながら思し案あんする。

　その時だ。

　ぶるる……ぶるるる……と、オレのポケットの中でケータイが主張を始めたので画面を確認すると、最近お馴な染じみになった名前が表示されていた。

　おお、コイツの意見も拝借しよう。三人寄らば文もん殊じゆの知恵っつーこった。

『ハロハロー、修しゆう司じくん。今暇ひまですよね』

　乃の恵え瑠るのヤツである。夏休みに入る前にメアドとＴＥＬ番を交換しておいたんだが、休みに入ってからは結構な頻ひん度どで連絡がくる。

「暇だけど、それはおいといて。今、京太郎がきているんだが」

『まぁた、お二人でつるんでいるんですか。仲が良すぎますわよ、あなた方』

　なぜか、金髪さんの声が低くなった。

「仲が良いっつーか、腐くされ縁えんだしなぁ。言ってなかったっけ？　オレらは幼よう稚ち園えんのころからずっとつるんでんだよ。まぁ、そのせいでオレも苦労が……。いやいや、じゃなくて。ちょうどいいから、お前の意見もくれよ」

　そのまま世間話になりそうだったので、途中で打ち切って事情を説明してみる。一応、女性だしな。妙案が浮かぶかも知れない。

　すると、乃恵瑠は親しん身みになって色々と考えてくれた。コイツ、本当にいいやつだ。

『――だったら、みんなで遊びに行くのはどうでしょうか？　楽しく遊べば、少しは態度が軟なん化かするかと』

　彼女が出した意見で、一番効果がありそうなのはコレだった。↑

「な、なるほど……。それはいいかもしれないね！　小林くん、少しケータイを貸してくれ」

　京太郎が興こう奮ふんして立ち上がって、オレからケータイをぶんどって乃恵瑠と会話を始める。

「そうなんだ。ぼくには行きたいところがあって、夏休みの間に一人でも出かけようと思っていたんだけど。え、それは本当かい？　わかったよ。計画を立ててみるよ。それじゃ、決まったらぼくから連絡するよ。よろしく」

　通話を切った京太郎が、オレにケータイを投げ返してくる。

　乃恵瑠の声が聞こえなかったので会話の内容はよくわからなかったが、コイツの顔が輝かがやいていたので、またろくでもないことを思いついたらしい。

　悪お寒かんが背筋を駆け上り、タラリと一筋の汗となって鼻筋を伝って落ちる。

　どうか、オレに危害が及およばない思いつきであってほしい！　無理かっ！

　祈るように動向を窺うかがっていると、ヤツは大きく腕を回して高らかに宣言した。




「小林くん！　旅行に行こう！」




　え？　まぢで？

　コイツにしてはまともな提案だったので、そっちの方にビックリした。




　　　　◇




　あの京太郎の『旅行に行こう』宣言から三日後のことだ。

　照りつける太陽。

　青い海。

　その海を一いち望ぼうできるこの丘には、三つの建物があった。

　まずは、乃恵瑠の別荘である金かね田だ邸てい。

　それから、ボロボロの外がい観かんをした謎なぞの廃はい墟きよ。

　最後に、――一番大きくて白い洋館。




　そして、オレの眼がん前ぜんには立派な屋や敷しき、金田邸が建っている。

　福ふく泉いずみ市から特急列車で二時間ほどかかる港みなと町。そして、そこからバスで十分ほどの丘にやってきていた。理由はもちろん、『旅行』である。

　本当に実現するとは思ってなかったが……。だがしかし、確かにオレは……、オレたちは、福泉市とは遠く離れたこの土地に立っていた。

「ふふん、どうですか。わたくしの別荘ですのよ」

　清せい涼りよう感かんを漂わせる白いロングのワンピースの上にレースの上着をまとい、麦わら帽ぼう子しを被かぶった金髪ドリルが胸を張り、誇ほこらしげに拳こぶしを天にかざす。

　いやいや、お前の別荘ではなく、金田家の別荘だろ？　というツッコミを飲み込んで曖あい昧まいに笑っておく。「修司くん、帰れ！」なんて言われたら最悪だ。朝早くから特急列車で二時間もかかったのだ。昼にもなっていないのにとんぼ返りしろなんて、そんなご無体は遠えん慮りよしたい。

　――だけど、友達になって浅い乃恵瑠も一緒の旅行なのだが、あんまり緊張しないな。不思議と楽なのだ。なぜだかわからないが、馴なれてきた証しよう拠こかもな。

　しかし、高校生だけで旅行なんて普通ならできることではないのだが、それはこの意味不明な衣装を着ている明あけ智ち京太郎という名前の謎の生物のお陰かげである。

　灰色の帽子とコートを身に着けたバカ野郎の姿。ゆえに謎の生物と表現した。

「いやはや、見事な洋館じゃないか。ぼくは一度でいいから、こんな不気味な館に入ってみたかったんだよ。はっはっはっはっは」

　暑さで顔を真っ赤に染めているのにもかかわらず、涼すずしげな声で笑い声を上げる京太郎。あのベイカーストリートを拠きよ点てんにしている有名探偵をリスペクトしているのはわかるのだが、それは単なるコスプレだ。ポリシーとかアイデンティティーとか捨てないと、いい加減熱ねつ中ちゆう症しようで死ぬぞ。なんて、苦く言げんを呈ていしてやったのだが馬の耳に念仏というわけだ。

　……いかん、話が逸それた。

　オレたちだけの旅行が許された理由だが、それは京太郎の評判がやたら高いお陰である。中身はこんなに変人なのに、近所で評判のさわやか少年なのだ。それもそのはず、人に出会うとまずは明るく挨あい拶さつ。ちゃんとできていればそれなりの評価は貰もらえる。それから世間話も難なくこなすので評価はさらにプラス。そして、妹と二人暮らしという背景が、コイツを美化させている。

　そう！　まさに見た目は少年、中身は大人という偶ぐう像ぞうのできあがり。だからウチのおふくろも、京太郎が一緒に旅行に行くならと簡単にＯＫサインを出したのだ。

　オレをまったく信用していない両親だが、京太郎は信頼していることが腹立たしい。隣となりの芝生しばふは青いってことか？　ちょっと違うか？

「まぁ、いいじゃないですか。私、旅行楽しみにしてたんですよ」

　どうやら愚ぐ痴ちが洩れていたようで、二重ちゃんから慰なぐさめのお言葉をいただいてしまう。

　やはり旅行に来たのは正解だった。兄貴に対して怒っていたことをすっかり忘れて、上じよう機き嫌げんになっている。二重ちゃんのことなので、ただ単に許すタイミングがなかっただけだと思う。怒ってくれたのは、すごく嬉うれしかったけどな。

「そうよ、シュウ。せっかくきたのだから、思いっきり遊ばないと損そんでしょ」

　おや、珍しい。文美のヤツからも、慰めの言葉が飛んでくる。

　そんな二人の幼なじみの女性陣の服装はというと。

　二重ちゃんは、えーとなんだ。いつもの赤い花を模もしたヘアアクセサリーを変え、黄色いリボン型のヘアアクセサリーに。それから、花はな柄がらのキャミソール……に、膝ひざ下したで締めてあるカーキ色のハーフパンツ？　（正式名称は知らん）。活発に動き回る二重ちゃんにはピッタリだ。

　文美の方は、長い黒髪をうしろでまとめたポニーテール。黒っぽいブラウスにゆったりとした白いロングスカート。熱を吸収する黒色に長いスカートが、少し暑そうだなと感じるが文美らしくもある。――ただ、女の子の服のことは全然わからないが、二人ともよく似合っているというのが素直な感想だ。

　ちなみにオレの服装は、グレイのＴシャツにジーパン。いいじゃないか、動きやすくて。

「よし、さっそく中に入ろうじゃないか。密室、隠し通路、秘密の地下室！　洋館はミステリーの基本だよ！　起これ、大事件！」

　京太郎が失礼なことを叫びながら鉄てつ門もんに手をかけるが……、「おや？」と一言洩らしながらオレに向かって手招きをする。どうやら、門が重くて開かないらしい。

「しかたねーな」と手に持っていたスポーツバッグを放り出し、男二人で鉄門とバトルを開始する。

　ぐぎぃぎぎぎいいいい。

　顔を真っ赤にしながら力を入れるが、門はびくともしない。

「こ、小林くん……。あとは任せた……よ……。ぐふっ」

「きょ、京ちゃあああああああん！」

　ものの三分で戦せん線せん離り脱だつしたバカは、文美と遊びだした。テメェら……。

　まぁ、あの暑苦しい衣装を着ているので、この結果は予想の範はん疇ちゆうだが、な。

「つーかさ、この門、鍵かぎかかってんじゃねぇのか？」

　オレの方もギブアップ。膝に手を乗せて、ゼーハーゼーハーと荒い息を吐く。

「なぁ、パツキン。どーなってんの？」

　その様子を見ていた二重ちゃんが、乃恵瑠に向かってとんでもない言葉を吐きかけた。この二人、出会ってから馬が合わないらしく、顔を合わせては口こう論ろんばっかりしている。二重ちゃんいわく、金髪が気に入らないらしい。でもさ、キミも前までは髪の毛マッキンキンだったんだぜ。

「せめてセンパイをつけなさいな、おチビ。ちょっと待ってくださいませ。父に電話してみますわ」

　そう言って乃恵瑠は白い携帯電話ケータイを取り出し、操作する。

　父親はすぐに出たようで、オレたちから数歩離れながら会話を始めた。

　そして、




「ええっ！　使えないってどういうことですの？」




　大きな声を上げる金髪。

　なんとも雲行きの怪あやしいセリフが聞こえてきたので、オレたち四人は顔を見合わせる。

「こ、ここまできて中に入れないとは。蛇へびの生殺しとはこのことだよ」

「だったら、京ちゃん。この鉄門を乗り越えて入っちゃいましょーよ。あとで謝ればなんとかなるわよ、きっと」

「でも、相手はお金持ちですよ。色々面倒なことになる気がしますけど」

「そうしたら、シュウに脅されたってことにすればいいんじゃないの？」

「それはいい案だね、玉たま村むらくん！」

　――テメェら、本人の目の前で悪わる巧だくみとはいい度ど胸きようじゃないかという意味を込めて、ギンと睨にらみつけてやると、

「じょ、冗談に決まってるじゃないか、小林くん。わかっているくせに……。ははは」

　青い顔をして、乾いた笑い声を上げる京太郎。確かにわかってはいるが、お前のはまったく冗談に聞こえねーから釘くぎを刺したまでだ。




「管理人のおばさまが来られないから？　だったら、わたくしたちだけで大丈夫ですわよ。ええ、あ、はぁ……。なら、どうしろと？　えっ、隣って白しろ田だ様のお屋敷ですわよね。あー、はいはい。わかりましたわよ」




　通話を終えたお嬢じよう様さまが肩をすくめ、ヤレヤレといったポーズを取りながら戻ってくる。

「そ、それでどうなんだい、金田くん？」

　焦あせり顔の京太郎の質問に乃恵瑠は鉄門に蹴けりを入れながら、酷こくなことを口にした。

「結論から言うと、この別荘は使用禁止ですわ」

「「「「……ダメじゃん！」」」」

　間かん髪はつ入れずに、オレたち四人の声がハーモニーを奏かなでた。

「ちょ、ちょっと、話はまだ終わっていませんわよ！」

　ガックリと地面に膝をつくオレたちに、いや……オレの背中をベシベシと叩たたく金髪お嬢様。

「これ以上、何があるんだ？　この意い気き消しよう沈ちんしたオレたちにトドメを刺そうというのか、お前は」

　乃恵瑠の別荘に泊まれないということは、とんぼ返り確定だ。一泊二日の予定できたのに、すべてがパーなのだ。海で遊んだり、部屋で騒いだりといったイベントがおじゃんだ。世の中うまい話がないという証拠なのかもな。

「まぁ、そんなに落ち込まないでくださいな。隣にもお屋敷があるでしょう」

　そう言って乃恵瑠は隣を指さす。金田屋敷のまだ先にある、――断だん崖がいの上に建っている白い洋館を。

「『白田』様という方のお屋敷ですわ。金田家と懇こん意いにさせていただいており、わたくしも大変お世話になっている方なのですわ。

　この別荘が使えない代わりに、わたくしのお父様が白田様に一晩の宿泊を頼んでくださったらしく、あちらのお屋敷にご厄やつ介かいになる手て筈はずになってますわ」

　その言葉を聞いた瞬間、元気に立ち上がるヤツがいる。

「そうなのかい！　それは安心したよ。いやぁ、ここまできて洋館に足も踏み入れずに帰るなんてありえないからねっ！　ありがとう、探偵の神様！」

　いわずもがな、明智家の長男でおわすところのバカ野郎だ。

　よっぽど嬉しかったのだろう。天に向かって祈りを捧ささげている。探偵の神様って誰だよっ？　ええい、文美も真ま似ねするな。収拾つかなくなるからな！

　――かといって、乃恵瑠と違ってなんの面めん識しきもないオレたちが、いきなり押しかけても大丈夫なのだろうか？

「その白田さんには迷惑にならないのか、金髪センパイ？」

　二重ちゃんが、オレの思っていたことを代だい弁べんしてくれる。それよりもキミは、良くできた妹なのだからもう少し口調を柔らかくしてほしい。相手が誰であれ、ね。

「それは大丈夫ですわ。白田様は、とても気さくな方でしてよ。それに、あのお屋敷には泊まり込みのお手伝いさんも働いておりますし、五人ほど増えても問題はありませんわ」

　なぜか断言するドリル。金田の家じゃないんだから、お前が断言したらダメだろ。

「なんと、館の主人だけじゃなくお手伝いさんも複数いるなんて、素晴らしいことじゃないか！　これは大いに期待できるよ……。事件が起こることがねっ！　さぁ、くるんだ台風とか！　クローズドサークルのような環境の館に閉じこめられてみたい！」

「失礼！　白田さんに失礼っ！　事件なんて都合よく起こるものじゃねぇし、館に閉じこめられることなんてないんだよ！」

　不ふ謹きん慎しんな男にツッコミを入れると、残念そうに顔を伏せる。

「大丈夫よ、京ちゃん！　ここにちゃんと犯人役がいるから。ね☆　シュウ？」

「いねぇよっ！」

　文美に向かってチョップを繰り出したが、ヒラリとかわされてしまった。かわすのだけはやたらうまいよな、と思いながら顔を伏せたままの京太郎に視線を戻す。

　すると、落ち込んでいたのはどこへやら。いきなり楽しそうな表情を貼りつけ、空を見上げる。

「そうか！　この地ほ球しを一つのクローズドサークルと見れば、問題ないじゃないかっ！」

　それは広すぎだろ、お前……。




　ボロボロの廃墟の横を通り抜け、白い洋館にたどり着く。

「い、意外と距離があったわね……」

　ふぅふぅと息を切らしながら呟つぶやく文美。その隣で、さらに体力が不足している探偵（自称）が肩で息をしていた。お前ら、運動しなさ過ぎ。

　持ってやっていたヤツらの荷物をそれぞれに返しながら、かの屋敷を見上げてみると、高い塀へいに囲まれた立派な洋館が、鉄てつ格ごう子しを思わせる鉄門の向こうに建っていた。

　汚れのない白い外がい壁へき。青い屋や根ね。そして、両側に貼りついた、どっかの誰かを思わせるツインドリル……いや、塔とう。窓が縦に三つあるので、それから察するに三階建てか。

「すげぇ、さっきの金田の別荘とは大違いなデカさだな」

　かなりアレな感想が、喉のどから飛び出した。バッと口を両手で覆おおうが時すでに遅し。

「ちょっと修司くん。それはどーいう意味ですの？」

　垂れがちな瞳ひとみを精一杯吊り上げながら、口元をひくひくさせている乃恵瑠様。こういう場合は即謝るに限る。

「わ、悪かった、すまん。正直すぎました、自分！」

「その言い方もムカつきますわね」

　どうやらオレの謝罪が気にくわないご様子。こうなったら話題を変更して、誤ご魔ま化かすに限る。えーとえーと、どーでもいい話。

「オレの子供のころの話を一つ」

「そ、それは、ぜひ聞きたいですわね！」

　スッゲー食いついてきた！　いやいやいや、面白くもなんともねーから。『そんなこと別に聞きたくありませんわ』と返してくれなくては困る。

「こ、ここで話すと長くなるから今度ということで」

「えー、それはないですわよ。聞きたいですのに」

　なんだ？　コイツやけにオレの昔のことを聞きたがるな。オレの昔話って、そんなにおもしろいものじゃないんだけどな。

「まぁ、また機会があれば話してやるから。な？」

　オレの答えに、口を尖とがらせるお嬢様。

「何ソレ！　もう！　またあとで聞かせてもらいますからね！」

　えー、聞き……たいのか。まぢで？

　困惑しているオレに、乃恵瑠が荷物を突きだした。

「まぁいいですわ、少し持っててくださる？」

　これでさっきのことを不問にしてくださるなら、いくらでも持ちますよっと。

　オレに荷物を預けて身軽になった乃恵瑠は、門に備えつけられているブザーに手を伸ばし、――グッと押し込む。

　しばらくして、スピーカーが喋しやべった。もちろん、屋敷の中の人だが。

『はいー、どちら様ですか？』

　女性の声だった。しかも、若い。

　てっきり屋敷の主人おつさんから応答があるものだと思っていたが、いやいや、確かに乃恵瑠はお手伝いさんとかが働いていると言っていた。

　スピーカーが発した問いかけに応こたえたのは、




「はっはっはっはっは、名探偵明智京太郎がお邪じや魔ましにきたのさっ！」

「そうよ、京ちゃんがやってきたのよ！」




「テメェら、なんでそんなに偉えらそうなんだよぉおおお！」

　フリーダムすぎる幼なじみタッグに、持っていたカバンで殴りかかる。

「きゃぁぁああああ！　わたくしのカバンですわよっ、ソレッ！」

「ふぐあぁぁあ！」

　乃恵瑠にエルボーをもらい、一番痛い目にあったのはオレだった。

　世の中は、きっと理り不ふ尽じんでできている。




　　　　◇




　鉄門が開くと、広い庭と舗ほ装そうされた道が目に飛び込んでくる。その道を、白田家関係者と思われる四人の人物がオレたちの方へと歩いてきていた。

「乃恵瑠おねえちゃん、いらっしゃいませですの！」

　先頭にいた白いワンピースに身を包んだ茶髪の少女が、開いた鉄門から飛び出して金髪ドリルの胸に飛び込む。

「まぁ、紫し織おり。久しぶりですわ」

　彼女はその少女を抱き留めると、くるくると回し、ふわりと地面に下ろす。

　えーと、どちらさんですか？

　どう反応すればいいのかわからず、乃恵瑠と紫織と呼ばれた少女を交互に見ていると、

「えーと、こちらは白田さんの娘さんですわ。わたくしの一つ年下で、おチビ……じゃなかった二重さんと同学年になりますわ」

　気を利きかせてくれた乃恵瑠が、少女を紹介してくれた。少しトゲを含んでいたので、二重ちゃんの瞳がキゥーッと吊り上がったのは秘密だ。

「これはみなさま。ようこそお越しくださいましたですの。わたしは、白田紫織ですの」

　――優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをして名を名乗る白田紫織さん。

「そして、こちらが……」

「この白田家で働く人たちを取り仕切っております。景かげ山やま広ひろ重しげと申します」

　――黒いスーツ姿に丸まる眼鏡めがねをかけた老ろう紳しん士し、景山広重さん。

「西にし山やま武たけるです。紫織お嬢様の付き人みたいなことをやっています」

　――ニコニコと笑みを浮かべる優しそうなおにいさん、西山武さん。

「あたしが、さっきスピーカーでやりとりをした石いし崎ざき亜あ希き子こ。十九歳の女子大生で、夏休みからここでアルバイトしています。よろしく」

　――白いＴシャツにジーンズを身に着けた大きな三つ編みの女性、石崎亜希子さん。

　白田家の人々が名前を名乗るたびに、ノートにメモをとっている京太郎。

（お前、何してるんだ？）

　その行動があまりに怪しかったので、肩を叩いて小声で訊きいてみる。

（それはもちろん人物観察さ。念のためだよ。ま、気にしないでくれたまえ）

　意味深にニヤリと嗤わらうトラブルメーカー。一ひと波は乱らんありそうでものすごく不安になった。どうか、何事もありませんように！

「ところで、石崎さんに景山さん。あなた方の名前は本名ですか？」

　うわぁ、祈った早々一波乱が起こった。京太郎が帽子の位置を直しながら、サラッとすごく失礼な質問をしたのだった。

　もちろん、半笑いのような微妙な表情を貼りつけるお二方。

「すみません、すみません。ほら謝れ、京太郎」

　オレはバカ野郎の頭を上から押さえつけて、無理矢理謝罪させる。気まずい空気を紛まぎらわせようと、オレたちの方も簡かん潔けつに自己紹介を終わらせた。

「――では、みなさま。屋敷にご案内いたします」

　ここで景山さんが歩き始めたので、みんなして動き出す。ちなみに、荷物をお持ちしましょうかという申し出は丁てい重ちようにお断りした。さすがに、悪いしな。

「だったらシュウが持ってよ。プンプン」

　お陰で、怒った文美の荷物はオレが持つことになってしまったがね。どうしてお前は、いつもこうなんだ？　京太郎よりも手がかかるのは、実はコイツなのかもな。

　門の中に足を踏み入れると大きな庭が広がり、それを貫かん通つうするように石いし畳だたみの道が洋館まで伸びていた。

「あの方は、どなたですか？」

　大きな木の陰でハシゴに登りながら作業する中年の男性を目ざとく見つけた京太郎が、近くにいた西山さんに訊ねる。

「ああ、あの方は庭師をしている木き梨なし昭しよう造ぞうさんですよ」

　そう言って、男性に手を振る西山さん。

　おっと、手を振り返してくれたので、オレたちも一緒に手を振る。――ってオイ、京太郎。また、メモってんのかよ！

　――庭師をしている中年の男性、木梨昭造さん。

「お手伝いさんがいっぱいいるんですね。何人ぐらいですか？」

　追加で二重ちゃんの質問。

「ほっほっほっほ。通ってこられる人たちを含めると十五人ほどになりますかな。本日泊まり込みで働かれる方は、四人でしょうか。私に、石崎さん、西山さん、そして、先ほどの木梨さんの四人です。今日は、これでフルメンバーですな」

　それに答えてくれたのは、先頭を歩く景山さんだった。

　すごいな。かなりの人数が働いているのか、このお屋敷。一歩一歩と近づいてくる建物を見み据すえながら感心していると、

「えーと、修司さん」

　いつの間にか隣を歩いていた紫織さんが、オレのシャツを引っ張ってきた。

「ん、……な、なんだい？」

　いきなり話しかけられたので、少しだけ声が裏返る。やべ、ハズい。平へい静せいを装よそおうために首をぺしりと叩く。

「修司さんって、背が高くて格かつ好こういいですの。優しそうですの！」

　にっこりと微笑ほほえむ紫織さん。面と向かってそんなことを言われたのは、初めてだ。

「ちょ、まっ。シュウさんはいつも怒ってるし、優しくなんかないですよっ！」

　二重ちゃんが、彼女に向かって大きく吼ほえかかる。ええっ？

「そうですわよ、紫織！　修司くんは、女の人にはまったく興味ないんですのよ！　京くん一筋なんですからっ！」

　はいぃぃ？　ナニヲイッテイルンダ、キミハ。

　紫織さんを初め、景山さん、石崎さん、西山さんの視線がオレに突き刺さる。ぐぉぉぉおお、どうする？　この展開はマズイ。すごくマズイぞ。

　助けを求めるつもりで、京太郎と文美に視線を送ると、

「あらあら、京ちゃんモテモテね」

「はっはっはっはっは、照れるじゃないか」

　さも当然といわんばかりに、否定も肯こう定ていもしやがらなかった！

「このドリル！　なんてこと言いやがるんだ！　白田家の人たちがみんな誤解してるだろーが！」

　ビッと人差し指を突きつけてやると、

「……………………」

　二重ちゃんがジト目でオレを見据えていた。なぜ、オレが睨まれている？　そう目で会話を試こころみるのだが、二重ちゃんは無言でオレに指先を向けるだけ。

「ん？」

　いや、オレを指さしているのではない。

　その先にあるのは、――ドリルの姿。

「ドリ……、ドリル？　わた、わたくしが……？　わたくしを、ドリルと……」

　パクパクとうわごとのように『ドリル』と繰り返すお嬢様。

　あ、しまった。とっさのことで、乃恵瑠のあだ名を叫んでしまった。

「シュウさん！　女性に対してなんてこと言うんですかっ！　確かに私は、金髪センパイとは馬が合いませんが、それとコレとは別です。あの見事な縦ロールを工事機具と一緒くたにするなんて！」

「そうよ、シュウ！　さすがに今の呼び方は酷ひどいと思うわ。そんな言い方をされたら女の子は傷ついちゃうわよ。早く乃恵瑠ちゃんに謝りなさいっ！」

　文美も一緒になって、マシンガンをぶっ放すような早口でオレを責め立てる。うぐ、そうだよな。今のはオレが全面的に悪い。自じ慢まんの巻き毛をドリルなんて表現をしたら、怒るのも無理ないよな。

「す、すまなか――」

「いいですわね、ドリル！　わたくし、そう呼ばれるのに憧あこがれてこの髪型にしましたのよ！　ドリルは男だけじゃなく女にとってもロマンですわ！」

　くねくねと身をよじらせながら恍こう惚こつの笑みを浮かべる金髪ツインテール。

　うわぁ……と顔を引きつらせながら距離を取るオレたち。もちろん、白田家の人々も一緒にな。

「そうか、それは良かったな。――ドリル」

「私の擁よう護ごの言葉を返却してください、ドリルセンパイ」

「乃恵瑠ちゃんではなくて、ドリルちゃん。『る』しか合っていないけど」

　乃恵瑠のあだ名が本人公認の末、ドリルに決まった瞬間である。




　屋敷内に入ると、高そうな絨じゆう毯たんの敷しかれた玄げん関かんホールが出迎えてくれた。中央には白い階段があり、その踊り場には花の絵が飾かざられ、また、天てん井じようを見上げるとシャンデリアが存在を主張していて、なんとも荘そう厳ごんな空間が広がっていた。

　左右には廊下が伸び、いくつかの部屋の扉が見える。多分、突き当たりには外から見えていた塔にぶつかるのだろう。推すい測そくだけどな。

「もうすぐ旦那様が参りますので、少々お待ちください」

　景山さんがこちらに向き直って一礼をする。

　旦那様っていうと、つまり――。

「えーと、わたしの父ですの」

　クイクイッとシャツの裾すそを引っ張る紫織さんがオレの心内を察してくれたようで、かの人物を簡単に紹介してくれた。

「えっへっへー」と、ニコニコ笑う少女だが、なんでずっとオレのシャツを握にぎっているんだろうか。そんな疑問を口にしてみる。

「わたし、修司さんを一目で気に入ったのですの！　自室にこもっている出で来き損そこないの兄よりこんなお兄さんが欲しかったのですの！」

　返答を聞いた瞬間、思い出されたのは京太郎が起こしたバカバカしい事件のことだった。しかし、紫織さんの言葉から察するに、彼女には兄がいるようだ。チラリとおかっぱの幼なじみを盗み見る。

「シュウさんは、ここでお兄ちゃんやってればいいんじゃないでしょうか」

　冷笑を浮かべる二重ちゃんが、ものすごく怖い。













「あ、父がきましたの！」

　紫織さんが、中央階段を指さす。

　ぱりっとしたスーツを着こなした口ひげがダンディな四、五十代くらいの男性が、妙みよう齢れいの女性を引き連れて階段を降りてきた。

　そのおじさんは「やあやあ」と気さくに手を上げながら、オレたちの前までやってくる。

「久しぶりだねぇ、乃恵瑠くん。ゆっくりしていきたまえ」

「はい、おじさま。この度たびはわたくしどもの急なお願いを快こころよく引き受けてくださり、大変ありがたく思います。わたくしを含め、五名。一泊の滞たい在ざいとなりますが、よろしくお願いいたします」

　スカートの端はしを摘つまんで優雅に頭を下げるお嬢様。

「それで、キミたちが乃恵瑠くんの友人方かな？　私は白田兼かね継つぐ。そして、妻のEmiliaエミリアだ。もう一人、息子がいるんだが、変わり者で部屋から出てこない。すまないね」

　白田氏はニコリと微笑みながら家族を紹介し、右手を差し出してくる。

「はい。金田くんの友人となります。明智京太郎です。よろしくお願いします」

「同じく、玉村文美です」

「京太郎の妹です、二重と申します」

　一人一人握あく手しゆを交わしていき、最後はオレの番となった。

「小林修司です。すみません、大勢で押しかけてしまって……」

　白田氏と握手。

　ん、なんだ？　おじさんの笑みが一瞬崩れ、鋭い視線が見えたような……。

「キミは、どうやら娘に好かれているようだね！　いつも仲良くしてくれているようで。いやいや、別に構わないんだよ。まぁ、ゆっくりしていきたまえっ！」

　ギチギチギチとオレの右手から伝わってくる痛み。明らかに力一杯握ってますよね、おじさん！　娘を心配する親の気持ちもわからなくはないが、紫織さんがオレの背中に張りついているのは、ただ単に遊ばれてるだけだと思います！

「それじゃあ、一泊ほどお世話になります、よっ！」

　――反撃開始。オレもこのおじさんの手を全力で握り返す。

「んっふっふっふ！　そうだぞ。遠慮はしなくていいんだぞっ！」

　笑みを絶やさず、手を握りあうオレたち。いつまで続ければいいんだろうか？　しかし、自分から放すのは負けたみたいでイヤなので、引くに引けない状況だ。

「旦那様。そろそろお時間でございます」

　景山さんが白田氏に声をかけ、黒いカバンを手渡す。

「む、そうか。では、小林くん。この続きはいずれ」

　やらねーよっ！　なんで、おっさんと握手合戦をせにゃならんのだ。

　オレの手を放した白田氏は、老紳士から差し出されたカバンを摑つかむ。

　その時、けたたましい音が辺りに広がった。Ｐｉ、Ｐｉ、Ｐｉ……、と鳴り響く電子音。すると、おっさんが顔をこわばらせてポケットからケータイを取り出す。




「……金は用意した。カズヒトは無事なんだろうな。わかった、すぐ持って行く」




　それだけ発すると通話を切って、せかせかと玄関扉に向かって歩き出す。

「ちょ、おじさまっ！」

　ドリルが白田氏を呼び止めるが、

「すまないね。私はわけあって二、三日家を空けなければならないんだ。キミたちのおもてなしは、私の家内やそこの景山さん、石崎くんに任せてある。では、いい夏休みをすごしてくれたまえ若者たち。はっはっはっはっは」

　早口で捲まくし立てるように言葉を発して、去っていった。

　――今夜の宿を用意してくれた白田家の主あるじ、白田兼継さん。

　なんかすっごい大変なことを電話で話していなかったか？　金は用意したとか、誰々が無事だとか。いいのか、オレたちこんな時にお邪魔してしまって。

　不ふ審しんに思ったのか、ドリルが老紳士に訊ねる。

「あの、景山さん？　さっきおじさまが電話でカズヒトさんがどうとか……」

「室内でお飼いになってらっしゃるペットの犬でございます」

「でも、お金を用意したとか……」

「動物病院でございます。お金があれば手術が受けられるのですよ」

　ニコリと笑う景山さん。なんだ、ペットのことかぁ……。心配は杞憂に終わったぜ。良かった良かった。ってなるかぁ！　スゲー気になるじゃねぇか！　といっても、訊きづらいことも確かだ。

　しかし、ここで動くのが我らが京太郎である。野や次じ馬うま根性丸出しの男は、ノート片手にツカツカと老紳士に歩み寄り、口を開く。

「時に景山さん。犬種を教えていただけますか？」

「ミニチュアダックスフンドでございます」

　――ハサミ作家に飼われていそうなミニチュアダックスフンドのカズヒト。

　全然、関係ない問いかけだった。

「ドウモ、みなサン。ようコソ、イラッシャイマシタ。My name is Emiliaエミリア Siroda」

　そこで、主人にあとを任された青い瞳の女性が、たどたどしく言葉を発する。

　黒い髪に彫ほりの深い顔立ちをしていて外国の方だということが一目でわかる。名前から異国の人だしな。

「わたしの母ですの。再婚なので、わたしと血が繋つながっていないんですの」

　紫織さんが、口を尖らせながらエミリアさんを紹介してくれる。いやいやいや、いきなりそんな大きな問題をカミングアウトされても、こっちとしてはどんな顔をしたらいいかわからないからな！

　とりあえず愛あい想そう笑いを浮かべていると、

「突然お邪魔してしまって大変申し訳なく思っています」

　金髪ドリルがお礼を述べて頭を下げたので、オレたちも見習ってそれぞれ頭を下げた。

「イエ、問題ないデス。ソレヨリみなサマは、昼食はドウナさいマスカ？　スグ用意できマスガ」

　エミリアさんのありがたい申し出なのだが、実はここに来る前に、駅前でハンバーガーを食べたのだった。むぅ、しまったな。

「エ、エミリアさん。わたくしたち、駅前ですませてしまいましたので」

「そうデスカ。それデハ、夕食はコチラで用意いたしマス。景山サンも石崎サンも、料理がとても上手デス。西山サンは、ダメですケド」

「お、奥様。酷いなぁ。確かに僕は料理ができませんがね」

　長細い目を緩ゆるやかに曲げながら、恥ずかしそうに後頭部を掻かく西山さん。

「……さっさと二階に行きたいですの。義は母はがいると息が詰まりそうですの」

　ボソリとオレの背中から重たい言葉が聞こえた。

「紫織！　お客様の前でそんなコトを言ってはイケマセン！」

　くっとオレの服を摑む力が強くなる。この家族は、あまり仲がよろしくないみたいだ。

「で、では、みなさま。二階にお部屋が用意してありますので案内します。じゃあ石崎さん、あとは頼みましたよ」

　石崎さんにバトンを渡した景山さんは、落ち込むエミリアさんを連れて左の通路を歩いていく。

「はいはーい。ではではみなさん、ついてきてくださいな」

「うぃっす」

　オレたちと紫織さん、西山さんは、ガイドのおねえさんみたいなノリで案内してくれる石崎さんのあとを追った。




　　　　◇




　階段を上っていると、石崎さんが賑にぎやかしく口を開いた。

「みなさんは、高校の同級生ですか？　仲良しグループで旅行なんですってね。イナー、イナー」

「そうなんですのよ、石崎さん。この方たちは、この年になってもずっとずぅぅっと一緒にいるんですのよ。……何な故ぜだと思います？」

「はっはっはっは。ぼくたちは、探偵団という絆きずなで結ばれているからなのさ」

「デタラメをサラッと言うんじゃねーよ、お前は。オレたちは探偵団じゃなくて、文ぶん芸げい部だ。まったく文芸部らしい活動はしていないけどなっ！」

　京太郎の頭を軽く小こ突づいて、黙らせる。

　しかし、乃恵瑠のヤツはオレたちの昔話を聞いて何が楽しいのかねぇ。

　話しながらも中央の階段を上ると二階に到着。そこにも長い廊下が左右に伸びていた。

「このまま、階段を上れば三階ですね。三階は書しよ斎さいの他に、旦那様や奥様の部屋などがありますから、あまり立ち入られないよう気をつけてくださいな」

　石崎さんが説明しながら先頭を歩き、二階右側の廊下に足を踏み入れる。

　それから、最初に目に入った部屋の前で止まり、口を開く。

「それでは、この部屋を金田様」

　次に右側を指して、「こちらを小林様」

　そして左側。「こちらを玉村様。その右の部屋を明智のお兄様。最後の右の部屋を明智の妹様でお使いくださいな」と、交互に次々と示していく。

「鍵はそれぞれ一つしかありませんので、なくさないようにしてくださいな」

　石崎さんが差し出してくる部屋の鍵を受け取りながら思う。部屋の配置がホテルのようだった。廊下を挟はさんで、左右左右とジグザグに部屋が配置してあるのだ。

「石崎さんの言い方は、わかりにくくないですか？　僕だったら、こう説明するなぁ」

　西山さんが口を開いて、部屋の配置の説明を訂正する。

「金田様の隣の部屋に玉村様。その隣が、明智二重様。それで、廊下を挟んだところが小林様。その隣の部屋が、明智京太郎様です。こうやって、列で考えればわかりやすいですよ」

「ええい、うるさいよ西山。全部同じ内ない装そうなんだから、誰がどこでも問題ないの！」

　女子大生のお手伝いさんは、ムッとしながら西山さんを睨むと説明に戻る。

「お手洗いは、あっち。逆側の廊下ですね。『ＷＣ』のマークが貼ってあるので、すぐわかると思います。お風呂や食堂は一階の左側廊下。右側の廊下はあたしたち、泊まりこみのスタッフの自室となってます。わからなくなったらまた訊いてくださいな」

「じゃあ、さっそく質問だ。いいかい？」

　顎あごに手をやりながら石崎さんに訊ねる、京太郎。

「はいはーい」

「あの奥の部屋はなんだい？」

　示したのは、二重ちゃんの部屋の斜め前、京太郎にあてがわれた部屋の隣だ。どうやらネームプレートらしきものが扉の前にぶら下がっている。

「おっとっと、いいところに気がつかれましたね、明智兄あに！」

　オレの背中に張りついていた紫織さんが、ぴょんと一歩進み出てこちらを向く。明智兄って……。また不思議な呼び方だな、オイ。

「わたしのお部屋ですの。えっへん。三階うえには義母ははや義兄あにの部屋があってイヤなので、わたしの部屋だけ、二階にありますの！」

　どう答えていいのかわからないので、やはり苦笑いで濁にごしておく。

「さてと、わたしは少し用事があるのでお部屋に戻りますの。西山、ちょっと手伝って欲しいことがありますの」

「了解です、お嬢様」

　そして、西山さんを従えたままパタパタと廊下を走り、「ではでは～」と自室に消えていった。

「うーん、元気な娘こだよなぁ」

　見送りながら感想を洩らすと、

「ずいぶんと懐なつかれたようで良かったですね、シュウさん」

「本当ですわ、デレデレとしてみっともないったらありゃしませんこと」

　なぜか、二重ちゃんとドリルから非難されたのだった。意味がわからんぞ。

「それじゃあ、みなさん。一応、ぼっちゃんにも挨拶に行きたいと思いますので、荷物を置いたらすぐここに集合してくださいな」

　ぺこりとお辞儀をする石崎さん。待たせるわけにはいかないので、部屋の中にカバンだけを放り込んですぐに出る。

　オレが部屋から出ると、自分の部屋の中に麦わら帽子をフリスビーみたいに投げ込んでいるお嬢様がいた。

「えい、グラサンカッターっ！　って、どうしましたの、修司くん？」

　それはドリル的な有名ロボットの……いや、何も言うまい。

　乃恵瑠が首を傾かしげている間に、ぞろぞろとみんなが戻ってきた。

「なかなかいい部屋ですね、文美さん」

「そうね、二重ちゃん」

　女子二人は部屋の中を軽く見回してきたのだろう。内装の話に花を咲かせていた。

　そして、最後に戻ってきたのは京太郎。

「すまない、待たせた。秘密の抜け穴とかないか調べていたら、遅くなってしまったよ」

　うん、お前にも何も言うまい。

　――さて、これから向かう部屋。そう息子さんだ。つまり、紫織さんの兄。

　その彼を知っていそうな人物に訊ねてみる。

「なあ乃恵瑠。お前はその白田さんの息子さんも知ってるのか？」

「まぁ、それなりには……。エミリアさんの連れ子なので、白田のおじさま、紫織さんとは血は繋がっていないのですわ。あとは、そうですわね。なんと言ったらいいのか。いわゆる引きこもり――」

　濁したわりには、結構ざっくり言い放った。

「引きこもり、ねぇ。さっき、紫織さんも洩らしてたなぁ」

「推理モノのマンガやロボットアニメが好きな方ですが、最近何かイヤなことがあったらしく、部屋に閉じこもってしまったらしいですわ。昔はもっと社交的な方で、わたくしも色々と遊んでいただいたのですけど」

　会話をしながら、中央階段を三階に向かって上る。

「もうすぐつきますよ。位置的には、紫織お嬢様の部屋の真上になりますね」

　石崎さんが、一回だけうしろを向いて説明してくれた。なるほどなるほど、あの部屋か。つまり、三階右側通路の一番奥の部屋というわけである。脳内でマッピングをしている間に、正面に到着。

　ドアをこんこんとノックして声をかけるお手伝いさん。

「ぼっちゃん。お客様ですよ。金田さんもおられますよ」

　すると、中からドスドスと大きな足音がして、ドア越しに声が飛んでくる。

『うるせぇっ！　ほっといてくれっ！』

　どうやら虫の居所が悪いようで、それっきり音がしなくなった。

「はぁ、ずっとこんな感じですよ。滅めつ多たに部屋の外に出てきません」

　やれやれと首を振る彼女。白田の息子さんとは、相当偏へん屈くつな人物らしい。

「では、石崎さん。彼のお名前は？」

　京太郎が、お手伝いさんに白田の息子さんの名前を問う。しかし、石崎さんは首を横に振って答える。

「すみません。あたし、三日ほど前にここにきたばかりなんですよね。その時、ゴタゴタしていて名前を訊き忘れていました。みんな、ぼっちゃんって呼んでるから、まぁいっか……ってね。特に困らないので。あはははは」

　一応、雇い主の家族は知っておくべきじゃないのかとは思うけどなぁ。

「そうですか。でしたら、金田くん。彼の名前を教えてくれないか？」

　すると乃恵瑠は、首を捻ひねりながら「うーん」と唸うなる。

「あれ？　なんといいましたっけ？　わたくしも幼いころから『おにいちゃん』と呼んでいましたのでど忘れしてしまいましたわ。

　えーと、確か……かず？　ここまででかかっているのですけど……」

　喉を指さして眉み間けんにしわを寄せる金髪少女。

「まぁ、そんなこともあるよね。いいよ、エミリアさんでも見かけた時に訊いてみることにするよ」

　そう言ってノートを閉じる京太郎。

　――白田の息子さん。気むずかしい人物。エミリア夫人の実の息子。ということは、乃恵瑠と同じハーフだと思われる。

「いやはや、すごい人数になってしまっているね。くっくっくっく、これはこれは楽しくなってきそうじゃないか」

　いままでノート片手についてきていた男が、にんまりと口に弧こを描いて笑みを浮かべる。また、よからぬことを考えついたようだ。

「石崎さんに訊きたい。今日、この白田家にいる人物は、さきほどの方で全員ですか？」

「ええっと……」

　いきなりの質問に、指折り数える石崎さん。

「はい、そうですね。全員になりますね」

　どうやら、満足のいく答えを得たのだろう。嬉しそうに小こ躍おどりをして、

「コレを見たまえ！」

　大事そうに抱かかえていたノートを提示した。

　そこに描かれていたのは、――似顔絵。人の顔の群れ。四角いマス……、えーと、しちに、十四のマス一つ一つに人物像バストアツプが描かれていた。しかも、やけにうまいし。

　左上から、京太郎、文美、二重、オレ、乃恵瑠、紫織さん、景山さん、西山さん、石崎さん、木梨さん、白田兼継氏、犬のカズヒト、エミリアさん。そして、真っ黒なタイツをまとい、目だけ爛らん々らんと輝いている不気味な人物……。

　これって、アレですか？　あの孫的なマンガで表現されている容疑者リストですかね。道理であんまり喋しやべらないと思っていたら、こんなもんを一生懸命描いていたのか、お前。

「ふふん、何か事件が起こったら、犯人はこの中にいるんだよ！」

「きゃー、さすが京ちゃんね！　いつでも準備万ばん端たんなのね！」

　得意げに鼻で笑う京太郎を褒ほめ称たたえる文美。

　オレはそのノートをぶんどって、もう一度目を通す。

「白田の息子さんの扱い、ひどくね？」

　この全身黒タイツの表現は、もういわずもがなアレだ。

「仕方ないじゃないか、顔を出してくれなかったんだからさ。ブルーの人影にしようかとも思ったけど、有名な方を選んでみたのさ！」

　ブルーの人影っていうと、イタチの妖怪の夜的な？　いや、どっちもどっちだろ。

　事件なんか起こりようもない、起こってさえもいないのに、すでにコイツの中で犯人に仕立て上げられてしまった白田家の息子さんに同情の念を送りつつ、……待て。そんなことより一番重要なことがあるじゃねーか！　それは、オレの絵が描かれているマスがグレイに塗ぬられていることだった。つまり、なんだ……。

「オレ、『死んで』んじゃねーかよっ、バカ野郎っ！」

　思いっきりノートを床に叩きつけてやった。

「あー、何をするんだ、小林くん！」

　大事そうにノートを抱きかかえたチビ助は、抗こう議ぎの声を上げる。

「いいかい、小林くん。死んだと見せかけて、実は生きていて犯人だったなんてトリックはちまたに溢あふれているじゃないか！　だから、小林くんのマスはグレイになっていてもいいんだよ！」

　まったく意味不明な訴えである。それは息子さんを犯人に見立てつつ、真犯人はオレだと言ってるのと同義だよな。

　やれやれと思いながらも反論じみたツッコミを開始しようと、口を開きかけた時だった。

「兄さん……。またシュウさんを犯人にしようとしてっ！　今度は私が怒りますよ！」

　なんと二重ちゃんが目を吊り上げてオレを擁護してくれた。その効果は絶大で、シュンと肩を落とす京太郎。

　そうだぞ。これに懲こりて、その妙な癖くせを直した方がいいぞ。つーか、その場のノリでオレを犯人にするのはやめてください。まぢで！




「わかったよ……、二重。小林くんを犯人にするのは、もう少し時間が経たってからにするよ」




　全然、懲りていなかった！　ちょ、おま、テメェ！

　――あ、逃げた。京太郎が走り出す。

「オイ、テメェ！　ちょっと待ちやがれ！」

　事件も何も起こらなくても、結局オレたちらしい鬼ごっこが始まったりするのだ。

　今回は、平和でいいことですよっと。

　そう、平和が一番だよな。





　　　　◆




　渾こん身しんのつねりは、効果があったらしく、

「ここはいったい……？　う、痛い……」

　後頭部付近から女性の声が洩れる。乃の恵え瑠るが目を覚ましたようだ。

「オイ、乃恵瑠。気がついたか？」

　オレが声をかけると、彼女はビクンと身体からだを硬こう直ちよくさせて狼狽うろたえる。

「だ、誰だれですのっ？」

　だぁあああ、声がでかい。近くに犯人がいたらどうするんだよ！

「オレだ、小林だ。――静かにしてくれ」

　囁ささやくような小声で名を名乗る。なんとか今の状況を乃恵瑠に伝えなければならないからな。それから、どうにかしてここから逃げ出す相談をしなければ。

「え……、修司くんですの？」

「ああ、そうだ」

　ビッと両手に痛みが走った。どうやら、彼女が腕うでを動かしたらしい。

「し、縛られていますの」

「そうだ。いいか、心を落ち着けるんだ」

　冷静に冷静に……。キャーとか悲鳴を上げられたら堪たまらないからな。

「お前は、監かん禁きんされている」

「きゃぁあああああああああっ！　修司くん、わたくしを誘ゆう拐かい監禁してどうするおつもりなんですのぉおおおおっ！」

「なんでじゃぁあああああああああああああっ！」

　思わずオレも大声で返してしまった。

　やべぇ、やべぇ！　近くに犯人がいたら、まぢでヤバイ！

　あたふたしながら、ドリルを止める方法を考える。ええい、ままよ！

　オレは頭をまず前に出してから、うしろに引き戻した。

　ぐぉつん！　火花が散りました。

「「――――――――っ………………」」

　後頭部同士がごっつんこしたのだ。可愛く表現したが、メチャクチャ痛かった。

　二人とも声にならない悲鳴を上げて、のたうち回る。涙がボロボロ溢あふれてきて、視界が歪ゆがむ。

　数十秒ほど縛られた両手両足をシンクロさせながらバタバタともがいていると、

「――な、に、するんですの、あなたはっ！　すごい痛かったですわ！　京くんじゃないですけれど、わたくしの脳のう細さい胞ぼうに大ダメージですわよっ！　せ、責任とってくれるんでしょう……ねぇ……」

　咆ほう哮こうしたかと思うと、最後の方は聴きとれないほど小声になっていた。

「なんだって？」

「なんでもないですわよっ！」

　グイッと両手を引っ張られる。

「……どうやら、修司くんも縛られているようですわね」

　状況が飲み込めたようで、両手両足をグイグイと動かしロープの具合を確かめていた。

「そうだよ。目を覚ましたら、こうなってたんだ」

「何者かに捕まった……。そう考えるのが妥だ当とうでしょうか」

　腕から力が抜け、パタリと床につく。ほどけないことを悟さとったのか、無む駄だな抵抗をやめた。

　一息吐いたところで、訊きづらいことを口にする。

「わ、悪い。答えたくなかったらスルーしてくれ」

「どうしましたの、改まって？」

「ど、どこか身体におかしなところはないか？」

　一応、女の子だ。異常がないかを確認する。

「そ、それはさすがに答えづらい話題ですわね……」

　乃恵瑠の言葉を聞いた瞬間、カッと頭に血が上った。

「許さねぇ！　犯人見つけたらぶっ殺してやる！」

「ちょ、ちょっと、大丈夫ですわよ！　勘かん違ちがいしないでください！　衣服も乱れていないようですので、抑えてください！　恥はずかしい話題でしたので、躊ちゆう躇ちよしただけですわ」

　グイグイと腕と足を引っ張って主張するお嬢様。

　ふぅ……。溜ため息いきが一つ洩れ、心が落ち着いていく。やべぇ、マジギレしとったわ。

「すごい怒りようでしたわね」

　若じやつ干かん引き気味の乃恵瑠が、呟きを洩らす。

「……ま、お前も仲間だからな。仲間を傷つけるヤツは許さねえっつーことで……」

　ちょっと照れた。照れましたとも！

　この状態なら、顔を合わせることができないのが幸いだな。今のオレ、耳まで真っ赤だろうからな。

「……サ、サンクス。マイフレンド」

「お、おうよ」

　妙な空気がオレたちの間に流れているのを感じたので、それをなんとか誤ご魔ま化かそうと新たな話題を探すと、一つ思い当たったので強引かもしれないが話を挟んだ。

「む、昔もこんなことがあったんだ。ほら、子供のころに廃はい屋おくを秘ひ密みつ基き地ちにしてたって話。ひょんなことから、部屋に閉じこめられて出られなくなってさ」

「京くんが、助けてくれたんでしたわよね。確か……」

　ああそうだ。京太郎が閉じこめられていたオレとクロとケンちゃんを助け出してくれたんだ。だから……、

「だから今回も京太郎が助けてくれるさ、絶対な」

　オレは力強く言い放ち、首を傾かたむけた。

　すると、部屋の隅にある本棚の陰に、何かが見えた。じたばた足あ掻がいたので少しばかり身体が回り、視界の角度が変わったらしい。

　それを発見したオレは、犯人のことなど頭から吹っ飛び、――思わず声を荒らげた。

「おい、乃恵瑠！」

「はいっ！　なんでしょうっ？」

「本棚の陰に人の足が見えるぞ！」

　どうやら監禁されているのは、オレたちだけではないようだった。




　　　　◆































　結局息子むすこさんに会えなかったオレたちは、三十分ほどしたらオレの部屋に集まるコトを約束して、あてがわれた部屋に一旦戻る。なんでオレの部屋なのかと問いかけたら、女の子の部屋に入るのは禁止らしい。

　なら京きよう太た郎ろうの部屋は……。いや、無理だな。京太郎はあのまま逃げ続けているからだ。それなので、アイツにはオレの部屋に集まることを伝えていないが、飽あきたらどうせオレの部屋にやってくるだろうし。

　というか、放っておいたヤツが白しろ田だ家の人々に迷惑をかけていないかの方が心配ではあるが、ぶっ飛んだ行動の割りにはキッチリしたところもあるので問題はないだろう。と、思いたい。

　さて、部屋の中を見回すと、中の方もホテルみたいだと思った。部屋に入ってすぐ靴くつを脱ぐようになっていて、下げ駄た箱ばこも設置されている。

　その横には簡かん易い的てきなクローゼットがあり、部屋の中央に進むと円形の机と椅い子すがセットで置かれていた。壁には引き出しつきの棚たな。棚の上には大きなデジタルテレビ。

　ベッドは机の横の壁にぴったりとつけて配置してある。ベッドに横になりながらテレビも見られるように配はい慮りよしてあるのだろう。

　それから、窓は大きく開き、バルコニーに出られるようになっている。

「これで、ユニットバスがあれば、まじでホテルとして機き能のうするよな」

　自分の家を思い浮かべながら、この屋や敷しきと比べてみる。うん、やるんじゃなかった。哀かなしくなったから。

　それはそうと、やっと一息つける。なんだかんだでずっとバタバタしていたからな。朝早くから特急に乗って、バスに乗り換えて、色々な人にあってと、目まぐるしい午前中だった。

「さてと……、荷物整理でもするか」

　オレはひとりごちると、カバンの中身を引っ張り出してベッドの上に並べる。替えの下着に、寝間着代わりのＴシャツとジャージ。それから、明日の分の衣服。

　そして、――水着。

　乃恵瑠のヤツに事前に泳げる場所があると聞いていたので、用意しておいたのだ。

　しかし、オレたちだけで旅行なんて初めてだ。つまり、うるさいおふくろも親父もいない。そう考えると、ワクワクしてきた。そうか、これが開かい放ほう感かんってヤツか。

　なんだか楽しくなったオレは、赤茶色のトランクス型水着を握にぎり締しめながらバルコニーに飛び出してみる。屋敷のすぐ裏に広がる海を見てみようと思ったワケだ、が。

「こっちは正面側か。庭しか見えねー」

　残念ながら海を見ることはかなわなかったのでガッカリしながらも一応景け色しきを眺ながめてみる。

　庭では、庭師の木き梨なしさんがハシゴに登ってまだ作業を続けていた。かなり高いところの作業のようで、このバルコニーよりも少し上の方で枝をいじっている。ご苦労様です。

　部屋に戻ろうと踵きびすを返すと、バルコニーの隅すみっこにあまりお目にかかれない物が目に入った。『緊急用』と文字の書かれた赤いボックスである。

　近寄ってその箱をしげしげと観かん察さつしてみると、横側に貼られたラベルによれば、避ひ難なん用の縄なわばしごであることがわかった。

　なるほど。きっと全部の部屋のバルコニーに設置してあるのだろう。すげーな。使う機会がないことを祈りながら、部屋に戻る。

「――海に行きましょうか、シュウさん！」

「うぉいっ！　ビックリしたわっ！」

　ベッドの上に座る少女がいた。いつ入ってきたんだ、二ふた重えちゃん？

「つーか、オレの服踏んでね？　シワになるってーの！」

「おっと、こいつは失しつ敬けい」

　テヘッと笑みを浮かべた二重ちゃんはベッドの上で立ち上がり、ぴょいんと跳はねてスタッと床に着地を決める。

「おい、コラ！　せっかくきれいに並べてたのによ。グシャグシャじゃねーかっ！」

「そんなことより、海ですよ！　シュウさん！」

　オレの抗こう議ぎは一いつ蹴しゆうされた。さすがに少しイラッとしたが、二重ちゃんだからなぁ。京太郎だったら、遠えん慮りよなくゲンコをお見舞いできるのに。

　なんだかんだで、オレも二重ちゃんには甘い。

　――さて、海か。

　もうすぐみんな集まってくると思うが、まぁいいか。

「それじゃ、行ってみるか」

　衣服をもう一度綺き麗れいに並べて、肯こう定ていを示す。断る理由なんかないし。つーか、楽しみにしていたというのが本音だ。夏といったら海だからな。

　乃の恵え瑠るのヤツは屋敷の裏に海が広がっていると言っていたが、どこで水着に着替えればいいんだ？　この部屋で着替えて、水着姿で屋敷内を練ねり歩くのはおかしいしな。

「乃恵瑠に訊きいてみるか」

　オレは二重ちゃんと連れ立って、乃恵瑠の部屋を訪おとずれることにした。




　彼女にあてがわれた部屋の扉をノックすると、

「はいはい、誰だれですの？」

　パタパタと足音を響かせながら金髪が姿を見せた。

「え、と、しゅ、しゅ、修しゆう司じくん！　どうしましたの？」

　頰ほおを朱しゆに染めながら緊張を感じさせる声を発するドリル。なんでコイツ赤くなってるんだ？

「いや、海行こうと思ってるんだが、どうすればいいか訊こうと思ってさ」

　本題をさっさと切り出す。

「は、はい？　へ、海？　それが用件でしたの？　なんだ……」

　すると、途と端たんに意い気き消しよう沈ちん。ガックリと肩を落とす金髪少女。

「ふふん、何を勘かん違ちがいしているんだ、ドリルセンパイ。あなたが想像しているようなことなど一つもない。そう、私とシュウさんが海に遊びに行くのだ！」

　オレの背中から飛び出た二重ちゃんが、乃恵瑠に指を突きつけて誇ほこらしげに嗤わらう。

「ぐぬぬぬ。おのれ、明あけ智ち二重……。あなたが、一番の障害か」

　睨にらみ合って火花を散らす少女二人。おーい、オレは蚊か帳やの外かよ。放っておかれて疎そ外がい感かんに包まれる。

「それで、海なんだけどな……」

　ボソリと小声で邪じや魔まにならないように訊たずねてみた。

「ええ、行けますわよっ！　この洋館の裏手に石段があって、崖がけの下の砂浜に降りられますわ！　シャワー室も更こう衣い室しつも裏手にありますからっ！　いいですわね、みなさん。仲良しで！」

　――バタン！　キレたドリルが乱暴にドアを閉める。な、なぜだっ？　心の中のモヤモヤをぶつけるところがなくて困る。

　いや、別にお前を仲間はずれにしているわけでは、あーもう。

　頭をガリガリと掻かいて何か言うべきかと悩んでいると、二重ちゃんが口を開いた。

「じゃあ、文美さんにも声をかけてきますので、先に行っててください」

　……キミもか。その言葉を聞いて、さらに頭をガリガリと掻く。

「京太郎も呼んでやれよ。もう怒ってないんだろ、二重ちゃん」

「シュウさんがそう言うなら、考えなくもないですけど」

　唇くちびるを尖とがらせて、まだ怒っているふりをしながら部屋に入っていく彼女を見届ける。これで、京太郎の件はよし。

　ならもう一人の方は……。

「オイ、乃恵瑠。お前も暇ひまなら来いよな」

　金髪お嬢様の扉に声をかけておく。こっちもきてくれればいいんだけどな。

「ふむ、行くか」

　一旦部屋に戻ってタオル、替えの下着、水着をスポーツバッグに放り込んで出発。

　あ、部屋に鍵かぎをするのを忘れた。――ま、いいか。財さい布ふとケータイはポケットの中。部屋にあるのは衣類ぐらいだしな。問題ないだろう。

　屋敷中央の階段を降りて一階のホールに足を踏み入れると、石いし崎ざきさんと景かげ山やまさんに出会った。

「おや、小林様。どちらに？」

　老ろう紳しん士しが柔らかな物もの腰ごしで訊ねてきたので、「裏手から海に行けると聞いたもんで」とスポーツバッグを見せながら答える。

「う、海！　いいですねっ！　青い空、青い砂浜、青い水面！」

　石崎さんがハイテンションで目を輝かせた。全部、青いんですけど。

「ほっほっほ、なるほど。確かに、裏の砂浜は、水遊びをするのに適てきしているかもしれませんな。しかし、子供だけで大人がいないとなると……」

　いやいや一応高校生っスから、それなりに危き機き回かい避ひ能力はありますけどね。まぁ、この老紳士からしたら高校生もまだ子供か。そうだよな。

「そうですね、こうしましょう」

　考えがまとまったようで、景山さんは石崎さんに向き直り言葉を発した。

「石崎さん、監かん督とく役として一緒に行ってあげてください」

　ぺかーっと顔を輝かせる大学生アルバイト。十九歳は、大人なのか？　うーむ。

「それは、あたしも遊んできていいと……」

「監督役という名目ですから、あまりハメを外してはいけませんよ」

「ア、アルバイト代は……？」

「もちろん、お仕事ですから」

「ひゃっほーい、景山さん、話せるぅ。ありがとう、小林少年！　遊んでお金も貰もらえるなんて、こんなに嬉うれしいことはないね」

　石崎さんは、オレの手を取ってブンブンと振り回す。狂きよう喜き乱らん舞ぶ。そんな四文字熟語が大いに似合う。えーと、年上のおねーさんの手は柔らかかったです、はい。

「じゃあ、あたしも水着とってくるから、先に行っててくださいな。――あ、勝手に海に入っちゃダメですよん」

　よっぽど嬉しかったのだろう。彼女は、スキップしながら自室の方に向かっていった。

　少し申し訳ない気持ちになりながら、景山さんに訊ねる。

「いいんですか、石崎さん借りてしまって。仕事がいっぱいあるんじゃないスか？」

「いえいえ、いいんですよ。スタッフなら他にもおりますのでな。……それに、お客様がお出かけされていると、色々と都合がよろしいのでして。ほっほっほ」

　何か含みのある言い方だが、オレたちがいない方が掃そう除じとかしやすいんだろうと思い、一人納得してみた。

「行ってらっしゃいませ」

　景山さんの言葉に送り出され、裏手にあるという更こう衣い室しつに向かう。




　屋敷をぐるりと裏手に回る。すると、潮のニオイを含んだ風がオレの身体からだを包み込む。海が近い証しよう拠こだ。

　気分を弾はずませながらしばらく歩くと、小さいけど立派な石造りの建物が見えてきた。

　その建物に入ってみると、二つの扉があり、右は男性用で左は女性用のマークが扉の磨すりガラス部分に貼りつけてある。こんなすごい更衣室があるなんて、さすがはお金持ち。羨うらやましいぜ。

　ちゃっちゃと着替えをすませる。ふむ、Ｔシャツぐらいは着ててもいいか。

　水着にシャツ姿で更衣室を出て、崖の方に向かう。

　裸足はだしでは危ないかと思ったが、きれいに舗ほ装そうされた道には石ころ一つなかったので、問題なく歩けた。屋敷のスタッフが、掃除をしているのかも知れない。

「石段があるって言ってたな」

　石段……、石段……と呟つぶやきながら進んでいると、それはすぐに見つかった。――うねるように、眼下の砂浜に伸びている。

　石段はさすがに掃除のしようがないのだろう。下に向かうほど砂が段の上を浸しん食しよくしていて、足の裏にはじゃりっとした感かん触しよくがする。それがまた、心地ここちよかったりもする。

　そして、白く熱い砂浜に足を踏み入れる。

「うはぁ……、海だぜ」

　ちょっと感動。福ふく泉いずみ市は山ばかりに囲まれているから、海なんて滅めつ多たにこない。

「――っておい！」

　辺りをぐるりと見回そうと振り向いた瞬間、目が点になる。

　ビーチパラソルの下で白いビーチチェアに寝そべっているバカがいた。なぜか、でかいサングラスをかけ、文庫本を読みふけりながら。

　ちょうど崖の下だ。石段からは死角になっていて、まったく気がつかなかった。

「はっはっはっはっは！　ようやく来たね、小林くん。待っていたよ。何か事件に巻き込まれたんじゃないかと、うらや……もとい、心配していたのさ」

　オレの姿を確認した京太郎は、バッとビーチチェアの上に立ち上がり、右手を突き出してポーズを取る。

　格かつ好こうつけなければ、発言できないのかお前はっ！　あと、事件は起こっていないのでうらやましがる必要もない！　朝から事件事件としつこいぞ。

「違う違う！　問題はそれじゃねぇっ！」

　自分自身の心の中にツッコんで、京太郎に問いかける。

「お前、どっからきたんだ？　二重ちゃんに呼ばれたあとだから、屋敷を出たのはオレが最初だったハズ。それなのに、お前の方が先に砂浜にきているのはおかしいじゃないかっ！」

「なんだ、そんなことかい」

　京太郎は、突きだした右手をゆっくりと額ひたいに添えて古ふる畑はたチックなポーズをとる。いちいち構かまうとつけあがるので、それには触ふれないことにしてチビ助が話し始めるのを待つ。




「………………」←例のポーズのまま固まっている京太郎

「………………」←イラついているオレ

「………………」←やはり固まったままのアホ




「浸ひたってないで言えよ！」

　結局ツッコむハメになった。コイツの意のままのようで無性に気分が悪い。

「……簡単なことだよ、ワトソンくん」

　オレがツッコむことで満足したのか、ようやく動き出すアホ。オレは小林だっつーの。それで、答えはなんだよ？

「屋敷の裏口から出て、先回りしたのさっ！」

「裏口なんかあったんかい！　つーか、石崎さんも景山さんも教えてくれよ。普通に正面玄関から出て、屋敷を回り込んでここまで来たぞ、オレはっ！」

　ただ単に、近道があっただけという話。簡単すぎた移動トリックに興味を失ったオレは、京太郎の近くにあるもう一つのビーチチェアを観察しながら訊いてみる。

「これをどこから持ってきたんだ、お前は？」

「それがね、小林くん。ぼくがきた時から置いてあったので、ちょっと拝はい借しやくしたのさ」

「しかし、勝手に使って怒られたりしないか？」

「その時はその時だよ、小林くん。キミに使えと強きよう要ようされたと言えば、大丈夫さっ！」

　キラリと歯を輝かせるバカ。テメェの腐った根性をいつか叩たたき直してやるからなと、心で固く決意した時だ。

「シュウさん！　お待たせです！」

　ぴょんっと、石段の三段目くらいから飛び降り、二重ちゃんが現れた。

　もちろん水着姿である。――水着か？　首を捻ひねってみる。

「どうですか、私の水着姿！　せくすぃですよね！」

　くねくねっと挑発的なポーズをとっている彼女だが、オレの感想としては、

「いつもとあんまり変わんなくね？」――で、ある。

　細い肩ひものピンクっぽいチューブトップに、同じピンクのホットパンツ。活発に動き回る二重ちゃんには似合っているが、セクシーさは欠片かけらもない。スポーティではあるがね。

「えー、せっかくおニューの水着にしたのにぃ」

　肩を落としてぶー垂たれる年下幼なじみを押し退のけて、パーカーを羽は織おった次の少女が姿を見せる。

「まだまだね、二重ちゃん！　ここで真打ちの文ふ美みちゃん参さん上じようっ！　これで高得点は私のものよっ！」

　いつから水着審しん査さ会になったのかわからないのだが、文美は相当自信があるらしい。

「さぁ、目をくり抜いてよく見なさい！」

「こえーよ、お前の表現はよぉっ！」

　文美はパーカーを脱ぎ捨てて、その場でくるっと回る。

　コイツが身に着けているのは、黒いワンピースタイプの水着。長い黒髪をアップにしてまとめているようで、背中が丸見えだった。つーか、肌色だった。

　前から見たら一見普通の水着なのだが、うしろから見ると背中の部分がガバッと開いている。いや、腰の辺りもくり抜いてあるようなデザインになっていた。

「露ろ出しゆつさせすぎじゃねーかっ？」

　素直に感想を述べると、

「もう、シュウには大人の魅み力りよくがわからないのねっ！　京ちゃんはどう思うかしら？」

　怒り出して、京太郎に訊ねやがった。

「はっはっは、よく似合っているよ。小林くんには、玉たま村むらくんの魅力がわからないのさ」

　文庫本のページをめくりながら口を開くチビ助。絶対適てき当とうに言ってるだろ。

「ほら京ちゃんは、ちゃんとわかってるじゃないの」

「いや、お前が満足しているなら、それでいいよ」

　呆あきれ気味に二人の様子を見ていると、うしろから声が聞こえてきた。

「もう、みなさん。わたくしを置いていかないでほしいですわ」

　しゃなりしゃなりと石段を降りてくる少女の姿。

　良かったぜ。どうやら機嫌は直ったようで、ビーチボールを小こ脇わきに抱かかえた金かね田だ乃恵瑠が立っていた。

　頭の両側面から生えていたドリルを後頭部で一本にまとめた彼女の水着は、白に赤い縁取りの入ったビキニタイプ。腰にはパレオを巻いている。

　彼女もまた似合っているのだが、問題はそれだけではない。

　――つまり、デカい。……文美よりも。

　どこがと訊かれると、言い出しにくい部分だが。脱ぐとすごいタイプなんだろうな。Ｂがデカい。グラビアモデルかお前はっ！　とツッコミそうになるくらいの大きさだ。

「「ま、負けた……」」

　がっくりと砂浜に膝ひざをつけている二人の幼なじみ。

「な、なんですの？」

　オレを見て、恥はずかしそうな声を上げるドリル。どうやら凝ぎよう視ししていたらしい。哀しい男のさがなのか。グッと首を回し、視線をその物体から逸そらす。

「ちょっと修司くん！　わたくしの水着姿の感想はないんですのっ？」

　そ、それを訊いてくるのか、お前はっ。

　まぁなんだ、言いづらいよな。幼なじみの二人にはサクサクッと言えるんだけどな。だからといって、感想を訊かれてしまったからには何か言うしかない。

　テンパッたオレの口から苦し紛まぎれに飛び出した言葉は、

「お、お前のドリルって取り外し可能なんだな」

「おバカっ！」

　サッカーのごとくヤツの蹴けり放はなったビーチボールが、オレの顔面に突き刺さった。




　それからオレは、一応準備体操を始める。それにつきあってくれたのは乃恵瑠と二重ちゃんだった。

「こんなダサイこと、やらなくてもいいんじゃないでしょうか？」

　二重ちゃんの方は渋しぶ々しぶといった感じだったが、

「ほらほら、修司くん。わたくし、身体柔らかいんですのよ。手がべたーと地面にくっつきますの！　おほほほほ」

　乃恵瑠は体操というよりははしゃぎ回っていた。やはり、コイツはお嬢様じゃないのかもしれん。

　京太郎と文美を見ると二つのビーチチェアを独どく占せんして寝転がっていた。お前らは、海にきている意味がないよな……。

　そうこうしていると、石崎さんが紫し織おりさんと西にし山やまさんを伴ともなってやってきた。

「やほー、みなさん。お待たせしましたよん。準備をしてる途中で、紫織お嬢様と西山さんと出会ったので、ご一緒しちゃいましたよん」

「修司さん、わたしと砂の城でもつくるですのっ！」

　すたたたっと駆け寄ってきた紫織さんが、オレの手を取って引っ張る。そうだなぁ、童どう心しんに返るのも面白いかも知れないと、首を縦たてに――。

「おほほほほほほ！　紫織ぃ。修司くんはわたくしたちとビーチバレーをすると決まっているのですわ。横入りしないでくださいますか。ねぇ、二重さん」

「ええ、そうです、金髪センパイ。今回ばかりは、意見が合ってしまいましたね」

　ゴゴゴゴゴゴ……と背景に描写されていそうなジト目のお二人が、紫織さんとは逆の腕を摑つかんで引っ張り出す。

「乃恵瑠おねえちゃんは、福泉市で修司さんとずっと一緒にいるですの！　だったら、ここではわたしに貸してくれてもいいはずですの！」

　頰を膨ふくらませた紫織さんが、腕を引っ張り返す。

　この状況は、どこかで見たことあるぞ。ラブコメマンガとかで有名な、『大おお岡おか裁さばき』というやつではなかろうか？　なんでオレがこんな目に遭っているのかわかりかねるのだが……。モテ期と勘違いしませんよ。だってコイツら、オレで遊んでるだけだし。

　まぁ、紫織さんの力が弱いためだろうがそんなに痛くないので好きにやらせつつ、どうやってこの場を収めようか思案中。――と、楽らつ観かんしていたのがまずかった。

「西山さん！　石崎さん！　手伝うですの！　理想のおにいちゃんを取り返すですの！」

　なにぃ！　紫織さんが仲間を呼んだ。ま、待て待て待て！

「了解しましたよ、お嬢様！　お給料の分は働きましょう！」

「悪いね、少年。あたしもお仕事なんでね！（というか、面白そうだし！）」

　保護者役がオレの腕を取る。石崎さん！　その心の声、洩もれているんですけど！

　今度は、紫織チームの方にズルズルと引きずられる。三対二となって、二重チームが劣れつ勢せいになったからだ。

　背中から噴き出る脂あぶら汗あせが、オレの苦痛を物語っている。確か、大岡裁きでは、子供の手を先に放した方が母だと認められたんじゃなかったのか？　チラリと二重ちゃん＆乃恵瑠に視線で訴える。

　すると、おかっぱ幼なじみはコクリと頷うなずいて、

「わかりました、シュウさん！　全力でいけってことですね？　兄さん、文美さん。手を貸してください！」

　なん……、だと。

「くっくっくっく……。運動は得意でないけれど、二重の頼みでは仕方ないよね」

「そうね、京ちゃん。優勝して賞品を摑みましょう！」

　ちょ、ま、まぢで？　バカじゃねーの、お前ら。つーか、バカだった。二人とも邪じや悪あくな笑みを浮かべていた。かんっぺきに楽しんでやがる！

　二チームが渾こん身しんの力で引っ張る。何を？　オレをだよっ！

　両腕の骨が筋が皮ひ膚ふが悲鳴を上げる。あと、肩も外れそうだ！

　三対四の人間綱引き。京太郎と文美の力が弱いのか。はたまた石崎さん、西山さんの力が強いのか。意外と拮きつ抗こうしている。

　オレは我が慢まんするのをやめて、肺に溜たまっていた空気と共に天に向かって声を解き放つことにした。




「いっでぇええええええぇぇぇぇぇえええええ！」




　――悲鳴とも言う。




　　　　◇




　結局決着がつかず、勝負は延えん長ちよう戦せんへともつれ込んだ。そもそも決着ってのがわからないが、今や旅行者チーム対館チームの戦いに変わっている。その勝負内容は、ビーチボールを使った四対四のバレーになったようだ。

「じゃあ、修司さん。一緒にがんばるですの！」

　人数調整のため、オレは紫織さんチームに入れられていた。

「そうだな、紫織さん。アイツらをけちょんけちょんにしてやろうか！」

　パシンとハイタッチしたオレたちは、京太郎率いる高校生ズに向き直る。

「シュウさんは、こっちのチームでしょう！」

「う、裏切り者ですわ！」

　二重ちゃんと乃恵瑠が何かを言っているが、これは勝負なのだ。本気でやってやる。

「ふっふっふ。このぼくがスポーツにおいて役に立つわけないじゃないか！」

「そうよね、京ちゃん！　文美ちゃんもスポーツは得意じゃないのよ！」

　口だけは達たつ者しやだが明らかにやる気のない二人に狙いをつけて、サーブを放つ。ビーチボールに回転をかけて放ったのでそんなにスピードが出ないのだが、京太郎と文美にはこれで十分だ。

「たぁっ！　あら？」

　文美が飛んできたボールをレシーブで返そうとするが、回転がかかっているので腕に当たった瞬間にあさっての方へとはじけ飛ぶ。

「何をやっているんですか、文美さん！」

　二重ちゃんが不ふ機き嫌げんそうに言葉を発するが、そんなことをしている間に二発目を放つ。今度は、京太郎に向かって。

「いいかい玉村くん。触れなければ、ボールがはじけ飛ぶこともないのさ！」

「さすが、京ちゃんね。真理だわ！」

　腕組みをしたまま、ヤツは動かない。すると、もちろんボールは砂浜に落ちて、オレたちの得点になるわけだが。

「なんでですの、京くん！　ボールを拾わなければ、バレーになりませんわよ！」

　怒りをあらわにするドリル。その二人が揃そろっていると大たい概がいの試合には勝てない。だからといって、手は抜かないけどな。

　二重ちゃんと乃恵瑠は早々に京太郎たちを切り捨ててがんばるが、意外にも紫織さんが大活躍して、オレたちの勝利。

「ほら見たまえ、ぼくの身体能力の低さを！　はっはっはっは」

　腰に手をやって負け惜しみを吐き出していた京太郎は、

「兄さん、弱すぎるんですよ！」

　二重ちゃんに、跳とび蹴げりを食らっていた。




　既すでにへとへとになった一同は、そのあと砂の城を造って遊んだ。

「その魔王の城は、この正義のロボットが破壊してさしあげますわ」

「乃恵瑠ロボがきたですの、修司さん！　この水みず鉄でつ砲ぽうで応戦ですの！」

「おうよ！　任せておけ！　この水鉄砲、格好いいな」

　そんなこんなで勝負合戦は続き、結局日が沈みかけるまで海を満まん喫きつしたオレたちは、屋敷に帰ることにした。

　更衣室兼シャワー室に入る前に、石崎さんから声をかけられる。

「景山さんが夕食をつくっていると思いますので、着替えた方から食堂に集合してくださいな」

　あの老紳士は、なんでもできるんだな。

　更衣室で着替えをすませると、荷物カバンを置くために一旦部屋に戻る。ふと、そこで気がついた。

「……食堂ってどこだったっけ？」

　この屋敷にきた時に石崎さんが説明してくれた気がする。――が、思い出せない。ならば、この屋敷に詳しい金髪に訊くに限る。相当はしゃいでいたから、まだ部屋に戻ってないかもな、と思いつつ乃恵瑠の部屋の扉をノックする。

「はいはい、誰ですの？」

　こんなやりとりを海に行く前にもやったよなと思いつつ、扉が開くのを待つ。

　やがてガチャリと開いた扉からツインドリルが顔を覗のぞかせた。

「え、と、しゅ、しゅ、修司くん！　どうしましたの？」

　はい、同じ反応ありがとう。

　……しかし、違うのはここからだった。

「あら、シュウじゃないの」

　乃恵瑠の部屋の中には、文美もいたのだ。二人して何やら密会か？　コイツら、乃恵瑠の転入初日から、『文美ちゃん』、『乃恵瑠ちゃん』と呼び合うほど、仲良しだからな。文美が訪れていても不思議ではないか。

　まぁ、交友を深めるのは良いことなので、「食堂の場所を教えて欲しいんだが」と、用件をすませることにする。

「あ、わたくしたちも一緒に行きますわ。ねぇ、文美ちゃん」

「そうね、その方がいいわね」

　乃恵瑠が案内役を買って出てくれたので、大助かりだった。

「ここが食堂ですわ」

　連れてこられた一階左側の通路にある一室は、白いテーブルクロスの掛けられた大きな縦長のテーブルが中央に配置された大広間だった。

「やあ、みんな。遅かったね。あまりに遅いので、ついに事件に巻き込まれたかと思ってしまったよ」

「待ってましたよ」

　ブンブンと手を振る明智兄きよう妹だい。どうやら兄妹水入らずで談だん笑しようしていたらしい。この旅行にきた目的がほぼ達たつ成せいできたと思っていいかもしれない。海の件で、うまく仲直りできたんだろう。二重ちゃんがオレの言ったことを聞き入れてくれてよかったぜ。

「わたしも仲間に入れてほしいですの」

「ご一緒、ヨロしいデスカ？」

　オレたちが席に着いた時、エミリアさんと紫織さんが一緒にやってきた。

「もちろんですよ」

　京太郎がオレたちを代表して、うやうやしく一礼する。なんか妙にサマになっているじゃねえか。こっそり練習でもしてるんだろうな。そういうヤツだ。

「ところで、息子さんはいらっしゃらないのですか？」

　椅子に座りながらエミリアさんに訊ねる京太郎。あまりに話題にあがらなかったので忘れていた。だが、確かに息子さんの姿は見えない。

「息子の和かず一ひとは、部屋で食事をとるのデショウ。せっかくお客様がイラッシャッテいるのに、部屋から出てこないのデス」

「そ、うですか。息子さんは和一さんとおっしゃるのですか？」

　息子さんの名前を聞いた瞬間、京太郎のヤツはこめかみをトントンと叩きながら訊き返す。

「ええ、そうデスが、ナニカ？」

　首を傾かしげながら肯定するエミリアさん。

　そうか、息子さんの名前は『和一』さんというのか。ん……、最近どこかでその名前を耳にしたような。

　そのまま和なごやかに会話が……、弾はずまない。席に座った紫織さんとエミリアさんが、睨み合ったまま無言を貫つらぬく。やばい、空気が悪すぎる。だが、オレにはこの雰ふん囲い気きをどうにかする度胸はない。

　助けを求めて京太郎たちを見るが、全員揃って視線をツツーッとそらしやがった。

　――そこに天の助けが現れた。

「失礼します」と、ワゴンを押しながら石崎さんが入室。それから、あとに続いて景山さん。

「ほっほっほっほ。若い方々が大勢おられますので、みなさまが好きそうなものをつくらせていただきました。お口に合えば、よいのですが」

　そう謙けん遜そんしながらテーブルに並べられたのは、カレー。

　ここぞとばかりに口を開くオレ。

「すごいおいしそうですね、景山さん！」

「そうだね、小林くん！　いやぁ、景山さんは料理もできるんですね」

　わざとらしく調子を合わせてくる京太郎。コイツもこの雰囲気には耐えられなかったらしい。

「ほっほっほ、ありがとうございます。それでは、ご賞しよう味みくださいませ」

　そう言って、景山さんは石崎さんを連れて退室していった。ええっ！　行ってしまわれるんですか！

　天の助けは帰って行った。いや、そもそも助けてもくれなかった。

「――で、では、いただきますわ」

　緊張した面持ちで乃恵瑠がスプーンを手に取ったので、オレたちも倣ならって食べ始める。

　う、これはうまい。ちゃんとスパイスを配合してつくっている味だ（多分）。いつも食べているレトルトのカレーとは全然違う。

　やはりお金持ちの使う素材はいいものなのか、それとも景山さんの料理の腕が素晴らしいのか、絶ぜつ品ぴんだった。

　だが、終始無言の紫織さんとエミリアさんのつくり出すギスギスムードに気疲れしてしまい、カレーを食べ終わったオレたちは逃げ出すように席を立った。




　食堂をあとにしたオレはトイレに立ち寄ってから自分の部屋に戻る。すると、紫織さんと妙な物体が出迎えてくれた。

「あ、お帰りですの、修司さん」

　なんで紫織さんがここにいるの？　あれ、ここオレの部屋だよな？

　いや、よく見ると部屋の中にはみんながいた。二重ちゃんに文美、乃恵瑠の三人がテレビにかじりついている。なんでここに集まっているんだよ、お前ら？　鍵をかけていなかったのが悪いよな。オレのせいか。まぁ、別にいいけどさ。

　それよりも目の前に転がる掛け布ぶ団とんを被かぶった物体Ｘがなんなのかを知りたい。

「それは、京太郎さんですの！」

　ニコッと笑みを浮かべた紫織さんが教えてくれる。まぁ、中身は見なくてもわかってるけどな。

「それで、なんでコイツはこうなってるんだ？」

　問いかけながら邪魔な京太郎をまたいで中に入る。――と、理由がすぐにわかった。

「「「きゃぁあああああああ！」」」

　テレビを鑑かん賞しようしながら抱き合う三人娘の姿を見てな。

「ど、どこですか、文美さん？」

「ほら、そこの天井。女の顔が映ったわ」

「ほ、本当ですわ」

「「「きゃぁあああああああああああああああああっ！」」」

　――つまりである。

　夏になるとよく放映される例の番組。いや、霊れいの番組のせいなんだろう。怪かい奇き特番といった方がわかりやすいな。本当にあった怖い的なヤツだ。

「京太郎さんは、どうして布団を被っているですの？」

「京太郎は、昔怖い目に遭あってから科学で説明できないようなことが苦手になったんだよ。コイツの弱点だ」

　首を傾げる紫織さんに説明しながら布団を軽くつつくと、ビクンビクンと不気味な卵のように鼓こ動どうした。

「こ、小林くん。あのテレビをなんとかしてくれないか？」

　震ふるえながら情けない声を絞しぼり出す卵。いやはや探偵がさ、幽霊を怖がるなんて致ち命めい的てきではないのだろうか？　そういうのを否定する立場だろうに。

　いや、それよりもなんでオレの部屋でテレビを見てるんだろうか？　と、盛り上がっている文美たちに問いかけてみる。

「そんなの決まっているじゃない、シュウ！　こういう番組はね、みんなできゃーきゃー言いながら見るのが楽しいのよ！」

　別にオレの部屋じゃなくてもよくね？　しかし、今からでは動いてくれなさそうなので、

「お前が自分の部屋に戻ればいいんじゃないか？」

　布団の端をめくりながら、解決策を提示してみる。

　すると、

　ぼがーんと布団が噴ふん火かした。いや、中で丸まっていたバカ野郎が両手を振りあげながら勢いよく立ったので、布団がふっとんだ。

「何を言い出すんだ、小林くん！　こんな時に一人で部屋にこもっていたら、完全に死亡フラグじゃないか！　襲ってくださいと言っているようなもんだよ、まったくもう」

「えーと、訳しますと……一人でいるのは怖いとおっしゃってます」

　オレたちのやりとりを楽しそうに見物している紫織さんに、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。

「すごいですの。お二人は以い心しん伝でん心しんなんですの！」

「そう、仲良しなのですわ。何も言わなくてもわかりあえる、ずっとずっと昔からのつきあいなんですって！　素晴らしい友情ですわよね！」

　なぜか感心する白田のお嬢様と唇を尖らせて訝いぶかしむ金田のお嬢様。うーん、そんなに変なことかな。

　つきあいが長いから、それなりに考えていることはわかるってだけなんだけどね。そう、例えば、あの物体にこんなことを言うと――、

「お前のうしろに青白い女の人の影がっ！」

「ひぃっ！」

　ビクンと跳ねて物体Ｘはうしろを確認。あ、これ面白いな。

「もちろん噓うそだが」と教えてやる。

　すると、怒りをあらわにしてチビ助が叫びだす。

「小林くんなんか、女ったらしの美少年幽ゆう霊れいにでも取り憑つかれてしまえ！　それで、なんか色々な事件に巻き込まれればいいよっ！」

　なんだと！　ヒカルくんも大変なんだぞ。

　ガバッと、またもや掛け布団にくるまる京太郎。グシャグシャにしわが寄る。

「あーもう。その布団、オレが今夜使うんだから返せよ！」

「イヤだ！　ぼくはキミの脅おどしには屈くつしないぞ！」

　掛け布団に必死でしがみつく京太郎を強引に剝はがしにかかる。

　どたんばたんと埃ほこりが舞い上がり、




「うるさい！　黙ってろ、テメェらっ！　テレビの音が聞こえねーだろーがっ！」




　――二重ちゃんに無茶苦茶怒られた。




　　　　◇




「えー、今から肝きも試だめしをやりたいと思いますわ」

　オレの部屋に居座り続け、結局心しん霊れい特番を最後まで見終わった乃恵瑠がすくっと立ち上がり、拳こぶしを掲かかげて宣言をする。

「それはいい考えね、乃恵瑠ちゃん」

「センパイにしてはなかなかの提案ですね」

　ぱちぱちぱちと、手を叩いて場を盛り上げようとする女性陣とは裏腹に、

「いやだ！　ぼくは断固拒否するぞ！」

　敵てき対たい姿し勢せいをみせる京太郎。よっぽど恐怖系のイベントが苦手なようだ。

「まぁ、やってもいいけどよ」

　オレ的には、別に構わないので肯定する。

「じゃあ、京ちゃんもシュウも参加ね」

　不気味な笑みを浮かべる文美。

「ヤダと言っているじゃないか、玉村くん！」

「京ちゃんには選せん択たく肢しはありません。あれだけ騒いでわたしたちの楽しみテレビの邪魔をしたんだから、罪つみ滅ほろぼしにわたしたちにつきあいなさい」

　顔は笑っているけど目がマジだった。その迫力に、押し黙る京太郎。おー、こわ。

「それで、――肝試しをやるってどこでやるんだ？」

　オレは乃恵瑠に訊ねたつもりだったが、

「はい！　わたしがいい場所知っているですの！」

　紫織さんが答えてくれた。

「ここに来るまでに、廃はい墟きよが一つあったハズですの」

「ああ、あったな。乃恵瑠の別荘の少し先にあったボロボロのヤツが。だが、廃墟といえども誰か持ち主がいると思うんだけど。勝手に入って問題にはならないのか？」

「大丈夫ですの。あの廃墟も白田の持ち家ですの。だったら、わたしが許可すれば問題ないですの！」

　紫織さんが指を一本立ててニッコリ笑う。ま、それならいいか。

　しかし、なんで廃墟になってるんだ？　そんな疑問が湧わいたので口にしてみると、

「夜、寝てたらドアが勝手に開いたり、誰もいないはずなのに物音がしたりするですの。それで困ったお父様が、廃はい棄きしたですの。売り地のつもりで不動産屋と交渉中なんですけど、なかなかうまいこといかないみたいですの」

　頭を横に振る紫織さん。いわゆる、『いわくつき』なのか。

　その話を聞かされた京太郎は、文美の隣となりで青くなって震えていた。

「では、善ぜんは急げと言いますし、さっそく行きましょうか！」

　二重ちゃんが嬉しそうに口を開いた。

　この娘、ホラー系の話に強いよな。プチ家出した時も、夜の学校の理科準備室に一人でいたし……。

「じゃあ、出発するですの」

　紫織さんのあとを、イヤがる京太郎を引きずりながらついていった。




　外へ出ると、夏のじわっとした空気がオレたちを包み込んだ。月明かりの照らす中、提案者の乃恵瑠を先頭に目的地までの道を歩く。

「ここですの。つきましたですの」

　乃恵瑠のうしろからピョコッと顔を出した紫織さんが、にこーと微笑ほほえむ。

　ペンライトを持たされて廃墟の前に立つオレたち。

「小学生のころ、廃墟を秘密基地にして遊んだことがあったなぁ。あれは、こんなに大きくなかったけどさ」

　ふと思い出したのは小学校低学年の時の記憶。京太郎にケンちゃん、クロに文美、みさちーと近所の廃屋を秘密基地と称して入り浸っていたことがある。

　想い出にふけっていると、同じコトを考えていたようで京太郎がうんうんと頷きながら口を開く。

「あの時は大変だったねぇ。ほら、小林くんが部屋に閉じこめられてさ」

「あったなぁ……。今となってはなんでもないんだが、小学生だったからな。すごく怖かった気がするぞ」

　すると、乃恵瑠が食いついてきた。

「まぁ、そんなことがありましたの？　その時は何人でしたの？」

「えーと、オレと京太郎と、クロとケンちゃんの四人。ちょうど、文美とみさちーの女性陣がいなかった日だったんだ……って、言ってもわかんないよな」

　暇そうにしている二重ちゃんに気がついたオレは、話を切り上げる。あのころは、まだ二重ちゃんがメンバーにいなかったから、話についてこられないんだよな。

　――すまんな、乃恵瑠。もっと聞きたそうにしていた金髪少女に心の中で謝りながら、目の前の廃墟に意識を向ける。

　昼間見ても気味が悪かったのに、夜になるとさらに不気味さに拍はく車しやがかかっている気がするぞ。

「それで、どういう感じで行きますか？」

　目を輝かせている二重ちゃんが、オレたちを見回しながら意見を訊いてくる。

「そんなの決まっているじゃないか！　回れ右して、白田家に帰るんだよ！」

「却きやつ下かです、兄さん」

　文美の背中に隠れている京太郎の発言は、即一蹴された。憐あわれすぎるが、オレにはどうしてやることもできないので、とりあえず話を進めようと紫織さんに訊ねてみた。

「紫織さん。中はどんな風になっているんだ？」

「そうですの……、窓や裏口は開かないように内側から板を打ちつけているですの。そんなに広くないので迷うこともないと思うですの」

　ということは、――出入り口は、目の前にある玄関扉だけということになるのか。

「それなら、こうすればいいんじゃないか。どこか適当な目的地を決めて、そこまで行ってからここに戻ってくるっつーのは？」

「なるほどですの！　だったら、二階にある奥の部屋がいいですの」

　紫織さんがしゃがみ込んで適当に石を拾い、ガリガリと地面に見取り図を描きだす。

　入ってすぐ右手に階段があり、それを上って二階へ。あとは二階廊下の突き当たりにある部屋へ行き、中を確認したのちこの玄関まで戻ってくる。

「じゃあ、ちゃっちゃと行って帰ってきますか」

　オレがボロボロの玄関扉に手をかけた瞬間、服を引っ張られて引き戻される。

「何、勝手に行こうとしているんですか、シュウさん！」

　二重ちゃんの吊り目が、オレを睨みつけていた。えー、なんで怒られてんの？

　ワケがわからないといった表情を貼りつけていると、文美が助け船を出してくれる。

「こういうイベントは、二人一組で行くものなのよ、シュウ！　本当に、あなたは風ふ情ぜいってものがわかっていないわよねっ！」

　助け船ではなかった。オレに対する悪口だった。

　しかし、その話を聞いて騒ぎ出す人物がいる。

「ふはははははは、ぼくはここに残ることを宣言するよ！」

「却下よ、京ちゃん」

　今度は文美に一蹴され、がっくりとうなだれる。不ふ憫びんすぎるが、またもやオレにはどうしてやることもできないので、さらに話を進めようと今度は二重ちゃんに訊いた。

「……それで、組み分けってどうすればいいんだ？」

「そんなの決まっているじゃないですか！　私とシュウさん！　あとは適当に決めればいいです！」

　それは決まってないという意味だ。まぁ、オレとしても二重ちゃんと一緒の方が、下手に気を遣わなくて楽だ。京太郎や文美だと、ちょっとめんどくさい。

「わたくしは公平に決めていただければ、問題ないですわよ。おほほほ」

　やけに楽しそうな乃恵瑠の言葉に、文美が提案する。

「だったらジャンケンでいいわよね。勝った人から抜けていって、一位、二位のペア、三位、四位のペア、そして、残り二人と決めちゃいましょう。これなら公平でしょ」

　それならいいか。その提案に誰も異を唱となえることなく、ジャンケン大会が始まるのだった。そして、十回ほどジャンケンを繰り返し、ようやくペアが完成する。

　――その組み分けはこうだ。

　京太郎、文美のいつものペア。お前ら、どれだけペア率高いんだよと内心呆れた。

　二重ちゃん、乃恵瑠の超仲悪いペア。お化けも裸足で逃げていくギスギス感だ。

　最後は、オレと紫織さんのペア。うーむ、未知数だ。どうなることやら。

「ワクワクするですの。ね、修司さん！」

　隣に立っている白田家のお嬢様が、満面の笑みを浮かべる。なんというか照れくさくて、「そ、そうだね」とカミカミで返事。

　そんなオレの様子を見ていた仲の悪いはずの二人は、「「面白くないっ！」」と声を見事にハモらせていた。――が、肝試しで面白くなるのはこれからだろと心の中でツッコんでおく。

「じゃあ、京ちゃん。そろそろ行くわよ！」

　最初のペアである京太郎と文美が出発する。

「そうだ、名案が浮かんだよ！　ぼくの代わりに小林くんが、このコープスでバイオ的な廃墟に二回入ればいいじゃないかっ！　そうしよう！　なぁ、小林くん！　ラーメンでもハンバーガーでも奢おごるから。どうだい、悪くない条件じゃないか？　だから、頼むよ！　ええい、ならば、両方とも奢ろうじゃないかっ！　出血大サービスさ！

　はっはっはっはっは、まだ足りないというのかい？　キミは欲張りだなぁ……。ええい、もってけドロボー、学食のカレーもつけ――――――」

　往おう生じよう際ぎわの悪い探偵バカは何やらブツブツと独り言を並べながら文美にズルズルと引っ張られ、廃墟の奥へと消えていった。

　そして、五分くらい経たったころだろうか。




「「ぎゃぁあああああきあああああああああああっ」」




　外まで聞こえてくるほどの大合唱が響き渡り、ドタドタドタという走る音とともに外に転がり出る幼なじみズ。

「おい、どうした？　大丈夫か？」

　その尋じん常じようじゃない様子を心配したオレは、すぐさま二人に駆け寄って声をかけた。

　ぱくぱくぱくと金魚みたいに呼吸を繰り返す京太郎。顔面は蒼そう白はくで、よっぽど怖い目にあったらしい。

　文美の方が軽症のようで、なんとか会話はできるみたいだが……。

「本当になんかいるわよ、ここ。それも一つ、二つの騒ぎじゃなくて、いっぱい……」

　すごく怯おびえた表情で、言葉を吐き出すように紡つむぐ。こんなに弱々しい文美の姿はなかなか見られないのだが、ことがことだけに笑ったり茶化したりする雰囲気ではない。

「だから、『出る』って言ったですの」

　逃げ戻ってきた二人に笑いかける紫織さん。いや、笑いごとじゃないんだけどなと口の中で呟きつつ、二重ちゃんに視線を移す。

「あははははははは。無ぶ様ざまですね、兄さんに文美さん。滑こつ稽けいすぎて思わず笑いが洩れてしまいましたよ！」

　――嘲あざ笑わらう明智妹。って、おい！　だから、笑いごとじゃないっつーの！

　いつもの京太郎なら何か言い返しそうなものだが、そんな元気が微み塵じんもないようで言われるがままになっていた。

「では、次は私たちの番です。逃げ出した惨みじめな負け犬さんたちは、そこで思う存分遠とお吠ぼえていてくださいよ」

「い、いや……二重。本当に何かいるんだよ。やめておいた方がいいと、ぼくは忠告するよ」

　ズルズルと動く死体のような緩かん慢まんな動作で、妹の腕を心配そうに摑む京太郎。

「兄さんは臆おく病びようですね！　行くぞ、金髪ドリル！」

　兄の腕を振り払った男前な少女は、ずんずんと一人で廃墟の中に入っていく。

「ちょっとお待ちなさい、おチビ！　もう！　勝手に行ってはいけませんわっ！」

　彼女を追いかけていく乃恵瑠。そんな二人にこの言葉を贈おくろう。「元気だな……」と。

　だが、二重ちゃんたちが廃墟に入ってからしばらくして――。




「きゃあああああああ！　オラッ！」

「な、何をするんですのっ！　げふっ」




　やはり何か問題があったらしい二人の声が、ボロボロの屋敷から聞こえてきた。

　次の瞬間、廃墟からまろび出る小さな少女。

「ふー、ちょービビッたぁ」

　大きく息を吐き出し、額の汗を拭ぬぐう二重ちゃん。

　その光景を不思議に思い、訊ねることにする。

「あれ、乃恵瑠は？」

　屋敷から出てきたのは二重ちゃんだけだった。金髪お嬢様の姿が見えないのだ。

「さ、さあ？　入ったのも出てきたのも、私一人でしたけど」

「わかりやすい噓をサラッと吐つくなっ！」

　軽めのチョップ一発を彼女の額に叩き込む。――と、

「テメェ！　このシュウ野郎！」

　ギラリと瞳を光らせて、チョップしたオレの右手を捻りあげる情じよう緒ちよ不安定な二重ちゃんだった。

「それで、本当は……、どうした……んだ？」

　捻るのをやめてくれないので、ゆっくり腕を上げてみる。すると、二重ちゃんの身長では捻り続けることができなくなり、ようやく解放された。

　やっと本題に戻ることができる。別に大事なことじゃないけど二回……、いや、乃恵瑠は大事なことだよな。大事なことは二回、訊ねていいんだよっ。

「それで、本当はどうしたんだ？」




「――実は、……二階に上がったところで不気味な影が現れたので、隣にいた金髪に当て身を食らわせて動けなくし、身代わりにして逃げてきました。てへ☆」




「コラァアアッ！　可か愛わいく笑って誤ご魔ま化かしてもダメだろーがっ！」

　旅行にきて以来、やりすぎの感がある。いや、いい娘こなんだよ、本当は。

「そうだ、小林くん！　いいコナンだ、二重は！」

　カッと目を見開いた京太郎シスコンがオレの心を読みやがり、高らかに叫んだ。オイ、微妙に発音違うぞ、バーロー。

　早く乃恵瑠を回収に行かなければと思って玄関から中を覗き込むと、奥から白い人影がうごめいていた。マジでなんか出た？　いや、よく見ると――。

「ひ、酷ひどい目に遭いましたわ」

　ヨロヨロと足を引きずりながら暗がりから姿を現したのは、金髪少女。

　そして、玄関先にぺたんと座り込み、二重ちゃんを睨みつけながらマシンガンのような早口で言葉を浴びせる。




「なんてことしてくれますの、このおチビっ！　突然横腹に一撃入れたと思ったら、わたくしが履いていたサンダルを脱がして奥の部屋に投げ込み、ありとあらゆる扉を開けてわたくしの視界と進路を妨ぼう害がいし、自分だけとっとと逃げ帰るなんてあんまりですわよ！　お陰で左のサンダルは紛ふん失しつ。扉に頭をぶつける。片方のサンダルじゃ走りにくいから、結局裸足で埃だらけの床を走るハメに。足の裏が真っ黒ですわ！　まったく、もう！」




　悪魔だ。――悪魔がおる。

　オレ、京太郎、文美、乃恵瑠、紫織さんの五人がジト目攻撃で二重ちゃんを追い込む。

　すると、彼女は瞳に目薬をさしなみだをためて呟いた。

「そ、そんな……、まるで私が悪いみたいじゃないですか……」

「「「「「お前が悪い！」」」」」

　夜の闇やみに、オレたちのツッコミが響き渡った。




「乃恵瑠、摑まれ」

　オレは座り込んでいる少女に手を差し出すが、

「でも、サンダルが片方ありませんのよ」

　右手でブラブラさせているサンダルを見せられ、手を引っ込める。裸足で立ち上がるのはちょっと危険だな。石とかゴロゴロしているし、ガラスでも落ちていたらまずい。

「そうだな……。仕方ない、オレが捜してきてやるか」

　そのサンダルは、二階の奥の部屋に投げ込んだって話だ。目指す場所も二階の奥の部屋だから、目的ができたと考えればいいだけである。

　よし、行くかっ！　……と、心の中で気合いを入れた時だった。

「そういえば、おチビ」

　座ったままの乃恵瑠が、二重ちゃんに向かって声をかける。

「あなた、逃げる前にわたくしの足首を引っ張りましたわね。こんなに真っ黒い手形がくっきりついてますわよ！　妙に冷たい手でしたけどっ！」

　そう言って左足首を見せる。

　月明かりに照らされた彼女の足首には、真っ黒な大きな手形が貼りついていた。

「な、何をたわけているんですか？　私は逃げただけですよ。金髪に触ったのは、横腹を殴った時と、サンダルをひんむいた時だけです」

　いらぬ罪を着せられた二重ちゃんは、ぐっぱと手の平をかざす。













　多少汚れてはいるが、手形がつくほど真っ黒ではなかったし、乃恵瑠についている手形ほど大きな手でもない。

　もちろん乃恵瑠自身でつけたと考えられなくもないので一応確認すると、二重ちゃんと同じぐらいの汚れだった。

　じゃあ、この手形、誰がつけたのだろうか。

　――背筋に冷たいモノが走る。本当に何かが？　いや、まさかね。




「くけけけけけけ、わかったぞ！　犯人は小林くん、キミだっ！　キミが金田くんの足首に手形をつけた犯人、……『手形判子ハンドスタンプ』なんだ！」




　京太郎がおかしな嗤い声をあげながら、オレを犯人扱いしやがった！

「なんだと……テメェ！」

　ヘボ探偵を睨みつけるが、ヤツは一歩も引こうとはせずに推理を続ける。

「さっき金田くんを助け起こそうとした時に、さりげなくつけたんだ。その手形は、大きさから見て女性ではなく男性のものさ。ぼくも男だけど、ぼくの手はそこまで大きくないし、ぼくは金田くんに近寄ってもいない。――だから、消去法で犯人は小林くんになるんだっ！」

　してやったりとした表情で、オレを指さし言い放つ……と、突然バッと両手で顔を隠してシクシクと泣き洩らした。

「頼むよ、小林くん。噓でもいいからキミが犯人になってくれ……。そうじゃないと、ぼくは今夜眠れそうにないよ……」

　た、探偵に懇こん願がんされた。

　あまりの理解不能な出来事に、思し考こう回かい路ろと感情がしっちゃかめっちゃかになったらしい。つまり、恐怖でおかしくなったということだ。

　オレは、廃墟を見上げる。

　入るのを躊躇ためらってしまうほどの不気味な雰囲気が、ボロボロの屋敷を包み込んでいる。

「じゃあ、わたしたちも行くですの、修司さん！」

　目をキラキラさせた紫織さんが、オレの腕を摑んで引っ張る。

「仕方ない。ちょっと不気味だが、行ってみるか！」

　気合いを入れて廃墟を見上げる。

「そうですの。すっごく面白そうですのっ！　わたし、ホラー系のイベント大好きですの！　遊園地に行ったら、お化け屋敷に三回は入るし、ホラー映画も週に二本は観るですの！」

　紫織さんも気合い十分だ。パートナーがやる気だと、オレもがんばらないといけない気持ちになる。サンダルをとってくるって、乃恵瑠と約束したしな。

　しかし、そびえる廃墟の玄関前に立つと、中に広がる深しん淵えんに足がすくんでしまう。一度振り向いて、うしろに控えているメンバーを見回す。

「なぁ……」




「イヤだ」←京太郎

「無理」←文美

「がんばってください」←二重ちゃん

「わたくしのサンダルをとってきてくれるんでしょう？」←乃恵瑠




　まだ何も言っていないのに、一斉に視線を逸らされた。

　ついてきてほしいという、二の句が継つげない。

　ワクワクを抑えられない紫織さんに引きずられる形となって（不本意なことにさっきの京太郎と文美みたいだ）、オレはその不気味な廃墟に足を踏み入れた。




　――こうなっては仕方がない。

　オレは男なんだから、白田家のお嬢さんをなんとしても守りぬき、乃恵瑠のサンダルも回収してみせる。そう心の中で誓ちかい、ペンライトをしっかりと持つ。この一本のペンライトこそ、命いのち綱づなに他ならない。

　外装もボロボロだったが、中も同じような感じだった。壁紙がところどころ剝がれていて、気味が悪い。あー、昔遊んでいた秘密基地もこんな感じだったよな。なんて思い出しながら廊下を進む。

「すぐ右手に階段があるので、そこから二階に上がるですの」

　いつの間にかオレの背中に張りついている紫織さんに、振り向いて答える。

「ラジャー、らじゃあ？」

　ギ……ギ……ギ……。首を正面に戻しながら、背後であった出来事を振り返る。




　視界の端に映った白い人影が、左の通路の先にある扉の奥にスーッと消えました。




「わっはっは、何かの見み間ま違ちがいだな。さぁ、紫織さん！　サクサクッと行こう！」

　大声で笑いながら先ほど起きたことをスルーしたつもりにする。うん、何も見なかった。何もいなかった。

「いい雰囲気ですの！　ね、おにいちゃん！」

　本当に楽しそうですね、あなた！　そして、オレはキミの兄でもない！

　思わず紫織さんにいつものノリでツッコミを入れそうになるが、なんとか踏みとどまる。危ない危ない。さすがに彼女にはチョップは入れられない。

　そうこうしている内に、上り階段を発見する。

「これか……。よし……」

　階段の一段目に足を乗せた時だ。キィと軋きしむ古びた階段の音と共に一階の奥の方で、

　――がしゃぁああああああああああん！

　と、何かが床に落ちた。

「どわぁあああっ！　とっとっと！」

　突然の騒音にビックリしたオレは、ペンライトを落としそうになって空中でお手玉。ふぅ……、セーフ。落としてぶっ壊したら、目も当てられない。

「今のラップ音ですのっ！」

　霊がいる時に発生する音のことか。どちらかというとポルターガイストの方かと思うんだが。しかし、そう言ってしまうとこの娘のことだから、見に行こうとか言い出すに違いないので、訂正はしないでおこう。

「もしかして怖いんですの、おにいちゃん？」

　満面の笑みを貼りつけた紫織さんが、オレのシャツの裾すそをクイクイッと引く。

「いやぁ、まさかっ！　ビックリしただけだ。いきなり大きな音が鳴ったからな」

　口が裂けても『怖い』なんて言えるか。年下の娘の前だぜ。しっかりしろ。

「じゃ、じゃあ、さっさと二階に行こう。さっさと、さっさとね」

　オレは声を裏返しながら、階段を上っていく。楽しそうな彼女には悪いが、こんな薄気味悪いところに長居などできるはずがない。

　二階に足を踏み入れると、目の前には狭く長い廊下が続いていた。あまりの長さに卒そつ倒とうしそうになる。

　廊下の右側にある小部屋の扉がすべて開け放たれていて、その奥にあるのは扉のない大きな部屋。小部屋の扉が視界を遮さえぎって見づらいが、あの突き当たりにある部屋に行けってことなんだよな。

「二重ちゃん……。やりすぎだろ……」

　この惨さん状じようをつくりだした少女あくまに対して悪あく態たいを吐き、近くの部屋の扉から閉めていく。

「ねぇ、修司さん。中は確認しないんですの？」

　紫織さんがそんなことを訊ねてくるが、見たいのか？　オレは見ない方がいいと思うけどな。

　部屋の中を覗こうとする紫織さんを押しやって、一つ一つ扉を閉めながら進む。

　ドンドンドン！

　中から扉を叩く音が鳴り響くが、

「ほらほら、何かいるですの☆」

「気にしない気にしない」と冷や汗を垂らしながら言い返しつつ、彼女の言動に違い和わ感かんを覚える。

　――この娘。本気でまったく怖がっていない？　というか、ここまで怖がらないのは不自然すぎる。あのホラー系が苦手ではないはずの二重ちゃんや文美でさえ、悲鳴を上げて飛び出してきたのだ。同じ年頃の女の子の反応としては、不気味なくらい落ち着いている。

　いや、するとこれは……。

　ある考えに思い当たったオレは、彼女をさりげなくねぎらった。




「準備するの大変だっただろう」

「そうですの」




　……ほほう。

「ん？　なんにも言ってないですの☆」

　可愛く舌を出し、ゆっくりと視線をずらす彼女。その行こう為い自体が自白に等しいと思うのはオレだけだろうか。いや、オレだけじゃないはずだ。

「つーことは、あれか」

　この廃墟には何もない。幽霊もいないし、多分、なんの謂いわれもないのだろう。そうとわかれば――。

　オレはスタスタと早足で目的の部屋に進むと、隅に落ちていた乃恵瑠のサンダルを拾い上げる。

「ま、怖がる必要がないってことだ」

　目的は達したので紫織さんのいる場所まで戻ると声をかけた。

「それじゃあ真犯人のいるところまで帰るとしようか、仕掛け人の紫織さん？」

「バレバレですの？」

「ああ」

「本当に、霊の仕業かもしれないですの？」

「往おう生じよう際ぎわが悪いなぁ」

　オレはポリポリと頰を掻きながら、先ほど音のした部屋の扉を開ける。

　すると、ガバッと白い何かが勢いよく飛び出した。ソレは定番の白いシーツを被った誰かさん。しかも被り方が甘く、大きな三つ編みがシーツの端から覗いている。

「もうバレてるんですよ、石崎さん！」

　シーツを引っぺがすと、中から出てきたのは案あんの定じよう三つ編みの女子大生だった。

　それはともあれ、この石崎さんこそが怪奇現象じゃなかったことの証明である。

「あーもう……。みなさん、バレちゃったので撤てつ収しゆうですの！」

　頰を膨らませたイタズラ少女は、声を張り上げて屋敷内の仕掛け人たちを呼び出す。

　すると、出るわ出るわ、白田家のみなさんが。

　景山さん、石崎さん、西山さんに庭師の木き梨なしさんまで。総勢四人。泊まり込みのスタッフ大集合で大変でしたね。

　幽霊の正体見たり枯れ尾花。――今回の教訓である。

　こんなくだらねぇことにつきあってくれた白田家で働く大人たちと合流して、出口に向かったのだった。




「犯人は小林修司、キミだっ！」

　プチお化け屋敷と化していた廃墟からぞろぞろと仕掛け人一団を引き連れて外に出てくると、開口一番に京太郎が吐き出した言葉がこれである。石崎さんたちと一緒に出てきたことで、ドッキリだったことを理解したんだろう。途と端たんに元気になりやがった。

「小林くんは、ぼくたちを恐怖で精神崩壊させ、なんでもいいなりになる人間を作り出そうとしていたのさっ！」

「ほ、本当なの、シュウ？　なんて恐ろしいことを考えるのかしら。人類の敵ね！」

「あー、はいはい。オレのせい、オレのせい。犯人はオレ」

　もう否定するのも面倒。いつものノリについていけないほどの疲労を感じている。

「私は、ドッキリであることを最初からわかってましたからね！」

　えらいえらい。全然怖くなかったよーみたいなアピールをしてくる二重ちゃんの頭をくしゃくしゃにしてやり、左手に持ったサンダルをネタ晴らしを織おり交ぜて乃恵瑠に手渡す。

「ほらよ、仕掛け人のリーダーさん。真犯人は、お前だろ」

　すると、金髪ドリルは急に狼狽うろたえだして、




「お、おほほほほ……。な、なんのことかさっぱりですわ」




　知らん顔を決め込みやがった。ああ、そうかい。なら言ってやる。

「お前が肝試しをしようと言い出した。なのでお前が真犯人。それから、紫織さんと白田家の人々に頼み込めるのはお前だけ。だからやっぱりどう考えてもお前が真犯人」

　――オレは疲れている。京太郎みたいに、オーバーなアクションを取りながら解答編をやるのは慣れていないし、する必要もないだろう。だから、これでいい。

「ちょっと、修司くん！　それはあまりにも投げやりすぎでは？　ここはもうちょっと臨りん場じよう感かんをあおって、こうもっと、ねぇ？」

「そうだよ、小林くん……。事件を解決したのだから、大々的に演出した方が見み栄ばえがするというものなんだよ……。くぅ……。せっかく事件が起きたのに、ぼくは何をしていたんだ、もったいない！」

　オレのやり方が不ふ服ふくなのだろうか、文句を言う乃恵瑠。そして、うらやましそうな京太郎。お前が怖がらずにちゃんと考えればこの程度の推理、簡単にできただろーに。恐怖でそれどころじゃなかったかもしれんが。

　さて、この金髪ドリルにもう一つ訊いておきたいことがある。

　それは単純にして、一番のキモ。

「なんでこんなことしたんだ？」

　金田乃恵瑠＆白田紫織が、プチお化け屋敷をつくった理由、……動どう機きである。

　すると、紫織さんはにっこり微笑み、ドリルは胸を張る。そして、二人声を合わせて言い放つ。




「「楽しんでいただけたのなら、これ幸いです、わの」」




　一言で独どく白はくは終了した。

「それだけかよっ！」

　あんまりな理由に思わずツッコんでしまう。

「そう言われましても、ねぇ？」←乃恵瑠

「ねー、おねえちゃん」←紫織さん

「ほっほっほっほ、そうですな」←景山さん

「あたしは楽しかったですよん」←石崎さん

「僕としては、もう少し引っ張ってもよかったと思うんですが」←西山さん

「たまにはこういうイベントも面白いもんだな」←木梨さん

　白田家の人々と成功を称たたえあう。つまりだ。……白田家の人々もノリノリだったワケだ。いいのか、白田のおっさん。こんな人たちを雇ってて。

　オレたちを無視しまくって盛り上がる白田家の人々＆乃恵瑠嬢を見ながら、白田家の未来を憂うれいたのだった。




　　　　◇




　肝試し会場から解散し、おのおの屋敷へと戻る。

　二重ちゃんと文美は、ドッキリに満足したようで二階へ上がっていき、乃恵瑠と紫織さんもそれに続く。

　やれやれ、酷い目にあった。まさか旅行にきてまで、肝試しドッキリを仕掛けられるとは思わなかったぜ。しかし、乃恵瑠と紫織ちゃんはいつの間にあのドッキリの打ち合わせをしていたんだろうかと、少しばかり疑問だな。

　そんなことを思いながら、オレは一階左通路にある浴よく場じように向かうことにした。さすがにイヤな汗とかかいたので、さっぱりしたいのだ。

　そして、ゆっくりと汗を流してから浴場を出ると、探偵っぽいコート姿の男が床に這はいつくばって何かをしていた。スルーしてやろうかと思いはしたが、それもなんかシャクなので構ってやることに決定。

「何してるんだ、京太郎？」

　ヤツの背中に声をかける。

「おお、小林くん！　ちょっと見てみたまえ！　今、ここで拾ったんだが」

　ご丁寧に白い手袋をはめていた京太郎が、何か黒い糸のようなものを摘つまみあげてオレの手の平に乗せる。いったい何を見つけたというんだ、コイツは？

「きっと重要なアイテムになる髪の毛さ！」

「なんでじゃぁああ！」

　思いっきり投げ捨てると、ヤツは慌あわててそれをもう一度確保する。よっぽど大事なものらしい。

「なんでお前は髪の毛なんか探していたんだ？」

「違うんだよ、小林くん。ぼくは、犬の毛を探していたのさ。ほら、白田の息子さんの名前が、『和一』さんだろ？　さすがに不思議なんだよ。普通、息子の名前をペットにはつけないよ」

　コイツの発言で、ハッと思い出す。

「あ、そうか。犬の名前も『カズヒト』だったよな。道理でどっかで聞いたような気がしていたんだ」

　京太郎は、オレの洩らした言葉に満足そうに頷くと、

「室内で飼っているって景山さんが言っていたから、本当かどうか確かめたかったのだけど、代わりに見つけたのがこの髪の毛。よく見てみるんだ、小林くん！」

　いそいそと透明な袋にしまって封をした髪の毛を手渡してくる。そんな袋持ち歩いている方に驚きだ。

「――で、髪の毛コレがどうしたって？」

　仕方なくヤツにつきあいながら、黒い髪の毛を蛍けい光こう灯とうに照らしてみる。……ん？　根本の方が色が薄いな。染めているのかもしれないと思う。キラキラ黒々とテカる髪の毛だが、それだけだ。まったく重要にも見えない。

「意味がわからんぞ」

　チビ助に手渡し、自室に帰ることにする。

「ちょっと待ちたまえ、部屋に戻るんだったらぼくもお供しようじゃないか」

　結局ついてくる京太郎。

　髪の毛の件はもういいらしい。本当にマイペースなヤツだ。

　二階の部屋に戻るため、中央階段にさしかかった時だった。

　パタパタと足音を立てて、スタッフ用の部屋が並ぶ右の廊下から走ってくる人物が二人。

　ケータイを耳に当てながら前を進む石崎さん。そして、彼女を追いかける景山さんの姿。ただごとではないようで、ものすごく焦っているように見えた。

「ああーもう！　全然出ない！　西山さん、何してるのよ！」

　そう言ってケータイをポケットにしまったところで、オレたちと目があった。

「あ、あら、小林くん、明智兄あにくん、これはこれは……と、急いでますので失礼！」

「ほっほっほっほ、緊急事態ゆえお見逃しを」

　お手伝いさんと老紳士は一瞬だけ止まって一礼をすると、ダァッと階段を駆け上っていく。

「なんだ、ありゃ？」

　小さくなっていく背中を見送りながら呟くと、

「きっと大事件が起こったんだよ！　ぼくたちも行ってみようじゃないか！」

　隣でニョニョッとした笑みを浮かべていたチビ助が、楽しそうに声を張り上げた。

「ま、そうだな。オレたちに手伝えることがあるかも知れないしな」

　ヤツの意見に賛さん成せいの意を示して頷きあい、二人同時に足を踏み出した。そのまま階段を上って二階の廊下。左右を見回して二人の姿を捜す。

　すると――。




　右側通路の一番奥にある部屋の前。その部屋の前に転がる参考書の山。

　その廊下に散らばった参考書を目にもくれず、ある作業に没ぼつ頭とうしている二人の姿。

　焦りながらドンドンと扉を執しつ拗ように叩く石崎さん。ガチャガチャとドアノブを捻る景山さん。

　ゾワリ……とした震えが、背筋から全身に伝わる。

「なぁ、小林くん」

「おぅ」

「これは本当に本当の非常事態じゃないのかい？」

　京太郎にもことの重大さが伝わっているようで、額にうっすらと汗を掻いていた。

「お嬢様！　お嬢様！　返事をしてくださいな！」

　扉を叩き続ける彼女は、悲痛を感じさせるような金切り声で部屋の主を呼ぶ。

　く、これはマジでただごとではない。

「京太郎！」

「ああ！」

　オレは少年の肩を叩いて、走り出す。

　その時、ガチャリと目の前の扉が開き、

「うるさいなぁ。いったいどうしたんですか？　ってきゃあっ！」

　中から出てきた人物とぶつかってしまう。小柄な少女、二重ちゃんだ。

「すまん」と謝罪。床に転がった幼なじみの手を取って立ち上がらせると、そのまま手を繋つないで景山さんたちに近寄った。

「ちょ、シュウさ……」

　頰をサッと赤く染めた二重ちゃんだが、オレたちの尋常じゃない雰囲気を感じたらしく、キューと目を吊り上げて押し黙る。

　よほど大きな騒ぎになっていたのだろう。自室から飛び出した文美が、京太郎に声をかける。

「京ちゃん、これはどういうことなの？」

「いや、ぼくにもわからないんだ」

　オレたちは扉を見つめながら状況を見守っていると、乃恵瑠がエミリアさんを伴って駆けつけた。

「エミリアさんをお連れしましたわ」

「何が起こってイルのデスカ？」

　荒い息を吐きながらも、エミリアさんはたどたどしい日本語で石崎さんに訊ねた。

「紫織お嬢様が……、参考書を持ってきて欲しいとのことでしたので、三階の書しよ斎さいから見み繕つくろってすぐお持ちしたのですが、返事がなくて……」

　廊下に落ちている本の群れをチラチラと見ながら言葉を紡ぎ、顔を覆う女子大生。

「それで、私のところに血けつ相そうを変えた石崎さんが報告に来られた次第でございます」

　景山さんが、眼鏡の位置を直しながら頭を下げる。

　乃恵瑠は二階をブラブラしていたところ、景山さんの部屋に向かっている途中の石崎さんと出会い、念のためにエミリアさんに声をかけたということだった。

「か、鍵ハ？」

「ダメです。かかっています」

　もう一度、ドアノブを捻ってみせる景山さん。

「マスターキーは、主人が管理シテイルので、ドコニあるノカ……」

　エミリアさんが悔くやしそうに唇をかむ。だったら、扉を壊すしかない。

「お待たせしました。ハンマーを持ってきましたぞ！」

　大きな金かな槌づちを担かついだ中年の男性が、階段から顔を覗かせた。庭師の木梨さんだ。

「私が持ってくるようお願いしました」

　老紳士の言葉に、コクリと頷く木梨さん。

「いいですね？」

　乃恵瑠がエミリアさんに最終確認をする。白田兼かね継つぐ氏のいない今、彼の妻のエミリアさんがこの屋敷を執とり仕切る責任者だからだ。

「ええ、構いません。やってください！　ことは一刻を争うかも知れませんから！」

「そいやぁっ！」

　その言葉に応こたえるかのように、木梨さんが気合いを入れてハンマーをドアノブに打ちつける。

　ガツン、ガツンと重い音。その音が四回ほど鳴り響いたあとに、ガキィィンと一ひと際きわ大きく音が跳ね、ドアノブがはじけ飛んだ。

　エミリアさんが飛びつくようにして、ドアノブがなくなった穴に手をかける。ギスギスしていたけど娘が心配なのだ。

「紫織！」

　彼女は娘の名を呼びながら、ノブのなくなった扉を引く。




　まず、目に飛び込んできた色は、赤だった。




　――赤。朱。紅。アカイエキタイ。




「きゃぁあああああああああああああああぁ！」

　誰ともなく絹を切り裂くような悲鳴が上がる。

「二重ちゃん、こっちに」

　オレはとっさに片手で彼女の頭を抱えて、視界を奪う。

　この光景は見せられない。

「シュウさん……」

　繋いだ手にギュッと力が込められる。

「噓だろ、オイ」




　その部屋の主である紫織さんは、







　本の散乱する床の上で、

　白いワンピースを赤く染めながら、

　大きな絵画に覆い被さるようにして、







　――横たわっていた。





　　　　◆




　ギギギギギと身体からだに力を入れ、埃ほこりの積もった床を這はいずる。

　あの本棚の陰から見えている人の足。その人物になんとか近づけないかと思っているのだが、問題が発生したのだ。

「乃恵瑠、もう少しこっちにこれないか？」

「無理ですわ。わたくしと修司くんの間にテーブルの脚あしがありますもの。これが引っかかって、これ以上は動けませんわ」

　テーブルの脚を挟むようにして、オレと乃恵瑠は縛りつけられていた。その位置は膝の裏辺り。これが邪魔をして、ほんの数センチほどしか動くことができない。

「オイ、そこのアンタ。生きてるのか？」

　届くくらいの声で呼びかけてみるが、無反応。大声を出して誘拐犯に気づかれたくないので、これぐらいの声量しか出せないのが歯がゆい。

「その人は、どんな状態ですの？」

　乃恵瑠が訊いてくる。オレと背中合わせで縛られているので、コイツには『足の人物』を確認することができないのだ。

「あれは、男物のズボンだな。すまん、この角度からだとそれしか見えない」

「男物というと……。やっぱり男性の確率の方が高いですわね」

　まぁ、そうなるよな。一人ほど、行方不明になっている人物に心当たりがある。

　その名前は、

「――和かず一ひとさん、か」

「……ですわよね」

　なるほどな。姿が見えなくなったのは、ここに監かん禁きんされていたからか。

「しかし、ここはどこなんだ？」

　立ち上がることができれば窓から外を見ることができるんだが、手足を縛られ、さらにテーブルの脚に繋がれた状態では無理そうだ。

「この部屋、見覚えがありますわ」

　乃恵瑠が口を開く。どうやら、彼女には思い当たる場所があるらしい。

「本当か？」

「ええ……。多分ですけど、わたくしたちが肝試しをした廃墟の部屋のどれかだと思いますわ。床や壁の材質が似ていますから」

　やっぱり、あの廃墟かよ。確かに人の出入りがない廃墟なら、監禁場所にはうってつけか。

「心配するな、乃恵瑠。アイツらが、京太郎が助けにきてくれるさ！」

　力を込めて、安心させるために言い放つ。

「信頼していますのね」

　ぽつりと呟つぶやいた彼女を元気づけようと、少しだけ声量を上げて語る。

「小さいころにした約束があってな。まぁ、口に出すのは恥ずかしいんだけどな」

「本当に、うらやましい」

　言葉を洩もらす乃恵瑠。

　そういえばコイツ、オレたちの子供の時の話を妙に聞きたがっていたな。あまりにしつこかったので、何か理由があったのかもしれない。

「お前も小さなころになんかあったのか？」と訊ねると、不ふ機き嫌げんな声こわ色いろで「なんでもないですわ」と返ってきた。まぁ、聞かれたくない事もあるだろうし、これ以上詮せん索さくすることではないな。

　さて、どうしたもんかね。現状どうするかを考える。ジタバタ藻も掻がいて体力を消費するのは愚ぐ行こう。だったら、思考の方に力を注いだ方が得策だ。

　そうだな。――犯人の目的とかどうだろう？　乃恵瑠は冴さえているので二人で考えてみると、きっと何か見えてくるはずだ。

「目的ですか？　やはり、簡単なところですと身みの代しろ金きん目的でしょうか？」

「そうだよなぁ。でも、金が目的なら和一さんだけで十分じゃないか？　オレたちまで巻き込んでさらつてしまうと、犯人側としては動きづらくなると思うんだが」

　オレの言葉に乃恵瑠は「うーん」と考え込み、一つの意見を述べる。

「……こうではないでしょうか？　犯人の周りをウロチョロするわたくしたちが目め障ざわりになった。犯人が目的を達成するためには、わたくしたちが邪魔なんです。

　たとえば、修司くんは肝試しイベントを、わたくしと紫織が犯人だと見破った。その探偵ぶりが犯人には脅きよう威いに思えたのかも。そうすれば、わたくしも同じようなものじゃないでしょうか」

　待て待て待て。あの肝試しを見破ったのは、ほとんど偶然だ。紫織さんにカマをかけたら引っかかったってだけで。いや違う。考えることはそこじゃない。

　犯人は、あのイベントでの出来事を知っている。

　なら――、

「それだと誘拐犯はオレたちの周りにいる誰かってことになるんじゃ？」

　オレがそう口にすると、乃恵瑠の声色が哀かなしみに染まる。

「…………修司くん。目を反らしたいのは山々でしょうが、あなたにも犯人がわかっているはずでしてよ」

　彼女の言葉に、全身からドッと汗が噴き出た。

　ち、名探偵様にはすべてお見通しか。ああ、うすうす気づいていた。が、考えないようにしていたんだよ。

　ゴクリと唾だ液えきを飲み込み、言葉を並べるように洩らす。

「オレたちは食堂で紅こう茶ちやを飲んだ。そのあと、強烈な眠気に襲われた……」

「きっと、その紅茶には睡すい眠みん薬やくが混入されていたのですわ」

　それが事実だ。現実だ。自分に言い聞かせて、紅茶を用意した人物を思い浮かべる。

　認めたくない。認めたくないが……、答えは一つ。真実も一つ。

　その時だ。カツカツカツカツと床を蹴ける靴くつ音おとが、オレたちの転がっている部屋に近づいてきた。

　――カツンと、部屋の前で止まり、一拍。

　オレは真実が間違いであってほしいと願いながらも、扉を睨む。

　ガチャリと扉を開けて姿を現したのは……。




　　　　◆































　赤い海に横たわるのは、確かに紫し織おりさんだった。

　見み間ま違ちがうはずもない。さっきまで肝きも試だめしをして一緒に遊んでいたのだから。

「紫織、紫織ぃ！」

　紫織さんに駆け寄ろうとするエミリアさんを、乃の恵え瑠るが羽は交がい締めにして叫ぶ。

「近寄ってはいけません！　これは事件の可能性が高いですわ！　景かげ山やまさん、エミリアさんを頼みます。それから、石いし崎ざきさんは警けい察さつと救きゆう急きゆう車しやの手配もお願いします」

「警察はダメです！　呼んではいけません！」

　乃恵瑠の言葉を遮さえぎったのは、エミリアさんだった。

「なぜですの？」

「和かず一ひとが……。いえ、なんでもありません。とにかく呼ぶのは救急車だけでお願いします」

　そう言って沈み込む彼女。警察にこられてはまずい何かがある。そんな態度だった。

「あたしは救急車を呼んできます」

　まず、石崎さんがケータイ片手に部屋を飛び出していった。

「奥様。さぁ、こちらに」

　俯うつむくエミリアさんを、引きずるようにして廊ろう下かを歩き出す景山さん。

　その老ろう紳しん士しの背中に、乃恵瑠は声をかける。

「景山さん。エミリアさんが落ち着いたら戻ってきてくださいますか？　木き梨なしさんと一緒に紫織を運び出して欲しいのです」

「はい、お嬢じよう様さま。かしこまりました」

　去っていく景山さんから木梨さんに視線を移し、

「木梨さんは、担たん架かみたいなモノを探してきてください。お願いいたしますわ」

「わかったよ、金かね田だのお嬢ちゃん。任せておけ」

　木梨さんも駆けだしていく。

　さて、次はこっちの方をなんとかしなければ。オレは二ふた重えちゃんに声をかける。

「二重ちゃん、部屋に戻ってろ。文ふ美み、二重ちゃんを頼む」

　大事な幼なじみの少女を、こんなところにいつまでもいさせたくない。文美だって、そう思っているはず。

「でも、シュウさん！」

「ダメよ、二重ちゃん。シュウと京ちゃんの邪じや魔まをしたら」

　文美は、オレの言葉に従って彼女の腕うでを摑つかむと「部屋に戻る……、いえ、食堂で飲み物でも飲ませて落ち着かせるわ」と優しく囁ささやいて、この場を去っていった。

「見せられないよなぁ、今のお前の姿はな。京きよう太た郎ろう？」

「ああ、すまないね、小こ林ばやしくん。あとで玉たま村むらくんにもお礼を言っておかなければならないね」

　――なぜなら、青い顔をした小さな少年は、両目から大粒の涙なみだを零こぼしていたからだ。

　理由なんて簡単に推すい測そくできる。コイツが今考えそうなことは――。

「辛つらいだろ」

「……辛いよ。本当に事件が起こってしまったんだ。ぼくが『事件が起こればいい』なんてしつこく言っていたから。

　あれは、事件なんか起こるはずないって高をくくっていたからなんだよ。だけど実際、目の前で起こってしまうと、堪こたえるなぁ……」

　ブルッと震ふるえて涙を拭ぬぐう京太郎。

　オレの方はというと、コイツが取り乱してくれたお陰かげで落ち着いていた。

「大丈夫ですわよ、京くん。まだ息がありますわ。出血は酷ひどいようですけど、応急処置をしましたから。……あとは救急車を待つだけですわ。絶対、助かります」

　部屋の中から、手を真っ赤に染めた乃恵瑠が顔を出す。

「そうか……。よかった」

　彼女の言葉を嚙かみ締めた彼は、パンと両手で頰ほおを叩たたく。

「すまない二人とも。もう大丈夫だ」

　懐ふところから鎖くさりの色がちぐはぐな金の懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出して、時間を確認。

「夜の十時五分、事件発覚」と呟つぶやくと、乃恵瑠を押し退のけて部屋に足を踏み入れる。

　オレも「いいよな？」と、一応乃恵瑠に確認を取る。

「本当は警察がくるまで保存しておきたいところですが、仕方ありませんわね。呼ぶなと言われましたし」

　頷うなずいた彼女と京太郎の背中を追う。

　部屋に入ってまず行ったのは、横たわる紫織さんの容よう態だいを確認することだった。どうやら頭から出血していたらしく、バンダナでギュッと縛しばられていた。

　目を閉じて身じろぎ一つしないのが不安を煽あおるが、胸部がかすかに動いているので安あん堵どする。そこまで顔色も悪くないみたいだ。

　その時、ドアがコンコンと叩かれ、木梨さんと景山さんが外から顔を覗のぞかせた。

「金田のお嬢ちゃん！　簡かん易い的てきな担架を作ったぜ！」

「では運び出してくださいませ。紫織は頭を打っているので、ゆっくり、そぉっとお願いします」

「私は足を持ちますよ。木梨さんは脇わきに手を入れて」

「いくぞ、景山さん。せーの！」

　木梨さんたちは手て際ぎわよく紫織さんを担架に乗せて、乃恵瑠を見て頷く。

「――よろしくお願いしますわ」

「お任せください。細心の注意を払います」

　景山さんが頭を下げ、木梨さんと一緒に紫織さんを外に運び出した。

　紫織さんが運び出された扉を、青い顔をしてジッと見ている少年に声をかける。

「おい、京太郎？」

「ああ……、すまない。少し動どう揺ようしていたみたいだよ」

　京太郎はコンと拳こぶしで額ひたいを叩いて、部屋に顔を向けた。

　こうして辺りを見回す余裕ができたので、部屋の中を観察する。オレたちが借りている部屋と構こう造ぞうは同じだ。違うのは、丸いテーブルがなく、四角い机がベッドのすぐ隣となりにあることか。となると、紫織さんが下した敷じきにしていた額がく入いりの絵画だが……。

　机の上の壁に掛けられていたらしい。壁の一部が変色しているからな。

　次は床だ。散乱している本と一緒に、ペン立てと筆ひつ記き用よう具ぐも転がっていた。これは、きっと机の上にあったものだろう。

　もし、なんらかの犯人がいると仮定するのなら、もみ合いになった時に絵画と共に薙なぎ倒たおしたのかもな。

「小林くん、金田くん。これを見てみたまえ」

　オレと同じように部屋を見回していた京太郎が、開いている窓を指さす。それはオレも気になっていた部分だった。

「乃恵瑠、窓は最初から？」

「ええ、開いていましたけど。一応ここは二階ですわよ。しかも、五メートルほどの高さがあります。バルコニーも一つ一つ隔かく離りされていますので、隣の部屋のバルコニーから飛び移ろうとしても、かなりのジャンプ力と度ど胸きようが必要かと。落ちたら大変ですから」

　ここが一階なら、窓から侵しん入にゆうすることもできるだろう。しかし、高さがそれを容よう易いではないものにしている。窓が開いていても簡単には侵入できない。

「つまり、簡易的な密室……か」

　京太郎が顎あごに手を添えながら、ミステリーの代名詞でもあるその単語を口にした。




　オレは窓の外、バルコニーを確認する。目の前に広がるのは、月明かりに照らされた屋や敷しきの庭だ。

　一応なんらかの手がかりでも残されていないかと思っての行動だが、奇妙なものを見つけてしまった。

「オイ、お前ら。こんなものがあるぞ」

　二人を呼びつけて、オレが見つけたものを見せる。

　それは、バルコニーの手すりにつけられた二つの真新しい傷だった。何かを引っかけたような傷が、部屋から洩もれる明かりにうっすらと照らし出されている。

「なんの傷でしょうか？」

　乃恵瑠がバルコニーに飛び出して、マジマジと傷を調べる。

「これは……、もしかして」

　その様子を観察していた京太郎が、オレを押し退けてバルコニーの隅すみに設置されている箱の中を確認する。

「これを使った時についた傷じゃないのかい？」

　京太郎が箱から取り出したのは、緊急避ひ難なん用の縄なわばしごだった。そういえば、オレの部屋にも設置されていた。

　グシャグシャにもつれていた縄ばしごの金かな具ぐ部分を傷にあわせてみると、二つの傷の幅にピッタリと一致した。

　誰だれかが使ったのか？　グシャグシャに丸められて箱に収められていたようだしな。あ、もしかすると。

　ハッと閃ひらめいたオレは、二人の探偵役に話しかける。

「まず犯人Ｘがいると仮定してだ」

　前置きをして、言葉を続ける。

「Ｘが一階から縄ばしごを使って、バルコニーまでくる。窓に鍵かぎがかかっていなかったから、部屋の中まで入ってこれるだろ。犯行後、クローゼットの中とかに隠れていれば、こんな感じの密室にならないか？」

　クローゼットを三人で見つめる。

「いや、違いますわね。それですと、縄ばしごが最初からかかっていないといけませんもの。それにクローゼットは、先ほどわたくしと京くんで開けてみましたもの。紫織の服が入っているだけでしたわ」

　そうか。――だったらベッドの下は？　と思って覗いてみる。もちろん何もなかったが。

　揃そろって壁により掛かりながら腕組みをしていると、

「お嬢様。救急車が到着しました」

　部屋の外から石崎さんの声が聞こえてきた。

「出ましょう」

　乃恵瑠に促うながされて退室する。

　京太郎は一度だけ振り向くと、凄せい惨さんな光景を目に焼きつけていた。

　廊下には石崎さんが神しん妙みような顔つきで待っていた。

　そんな彼女に乃恵瑠が訊たずねる。

「石崎さん、紫織の容態はどうですか？」

「わかりません。呼吸はしていますが、なにぶん打ったのが頭ですので」

　俯きながら答える石崎さん。

「石崎さんは、このまま紫織につき添って病院まで行ってあげてください」

　乃恵瑠が次の指示を与えると、石崎さんが突然何かに気づいて声を上げた。

「お嬢様！　これを見てくださいな」

　彼女が指し示したのは、部屋の入り口に設置してある下げ駄た箱ばこだった。正確には、下駄箱の上に置いてある小さな金属だ。

「鍵……ですわ、ね」

「この部屋の鍵のようだね」

　京太郎の呟きに、頷き返すオレたち。さっきは気がつかなかったが、鍵は部屋の中にあったということだ。やはり密室だったことがわかる。鍵はそれぞれの部屋に一つ。あてがわれた部屋の鍵を受け取る時に、石崎さんが言っていたし、マスターキーは兼かね継つぐさんが管理していてどこにあるかわからないからな。

　その時だ。

「何かあったんですか？」

　糸目の青年が、へらへらしながら姿を見せた。どうやら、今ここで何があったのかをまったく把は握あくしていないらしく、緊張感がまるでない。

「ちょっと西にし山やま！　あんたどこに行ってたのよ、この緊急事態にさ！　あんたの仕事は紫織お嬢さんの付き人でしょうが！　いまさらのこのこ出てきたって遅いんだよ！」

　そんな彼の態度に怒りをあらわにした石崎さんが、くってかかる。

「ずっと自室にいましたけど。緊急事態って、何かあったんですか？」

「西山！　その目をひん剝むいて紫織お嬢様の部屋の様子を見てみな！」

　石崎さんは西山さんの襟えり首くびを摑んで、そのまま引っ張って部屋の惨状を見せつけた。途と端たんに血相を変えて一気に取り乱し、

「お、おおお、お嬢様ぁああっ！　お嬢様は、お嬢様はどうなさったんですかっ？」

　今度は彼が石崎さんに摑みかかる。

「今から救急車で運ぶんだよ。後頭部を打ってる」

　その言葉を聞いた西山さんは、廊下にぺたりと座って床を殴りつける。

「そんな、僕が……。僕がついていなかったから……。うっかり寝てしまっていたから」

　そういえば、西山さんはどこにいたのだろうか？

　あの騒そう動どうの間、一人だけ姿を見せなかった西山さん。まさか、この人が……？

「とりあえず石崎さんは、指示通りに紫織についてあげてください。それから、わたくしたちは、食堂に集まって現状を把握しましょうか」

　オレと乃恵瑠は西山さんを立たせると、そのまま肩を貸して歩き出した。

「おい、京太郎。行くぞ」

　西山さんの背中を睨にらみつけたまま動こうとしない京太郎に声をかける。




「ああ……、すぐ行くよ」




　彼はふっと目を緩ゆるめると、オレたちのあとに続いた。




　　　　◇




　十時三十二分。事件発覚から、二十七分後。

　エミリアさんを中心に、残った人物が食堂のテーブルをぐるっと囲んでいた。

　彼女の右隣から、景山さん、木梨さん、西山さん、乃恵瑠、京太郎、文美、オレ、二重ちゃんの順番だ。

　石崎さんは、紫織さんにつき添って病院に向かったようだ。

　もちろん付き人役の西山さんも志し願がんしたが、紫織さんが女性なので、同性がついていった方がいいという理由で却きやつ下かされた。

「なんてコトが、起こったのデショウ。紫織は、大丈夫なのデショウカ……」

「奥様、大丈夫ですよ」

　青白い顔を両手で覆おおって俯くエミリアさん。そして、彼女を慰なぐさめている景山さん。

「とんでもないことが起こったな」

　顔をしかめながら麦茶を煽る木梨さん。

「うぐ……、う、う……」

　泣いたままの西山さん。

　オレは、いやオレたちは、そんな白しろ田だ家の人々を観察していた。

　京太郎の持ち物であるノートを思い描く。本当に、――犯人はこの中にいるってことにならなければいいんだけどな。だが、もしこれが事件なら、紫織さんを襲った犯人はこの中にいる可能性が高い。

「シュウさん……」

　オレの名を呟いて、テーブルの下から手を握ってくる二重ちゃん。彼女の不安が伝わってくる。男おとこ勝まさりなところがあるとはいえ、この小さな幼なじみはやっぱり女の子なのだと改めて実感した。




　今起こった出来事を頭の中で整理してみよう。

　まず、肝試しイベントが終わってみんなが解散したのは夜九時を回っていた。二十分ごろだったと思う。オレはケータイで時間を確認したのち、風呂に向かったのだから。

　ここからは、さっき京太郎に訊きいたことだ。いつの間に調べたのか不思議だが、そんなことを気にしている場合ではない。

　紫織さんはケータイで、石崎さんに参考書を部屋まで持ってきて欲しいと頼んだ。石崎さんのケータイの着信時間を確認したら、九時三十二分。

　指示通りの参考書を持っていった石崎さんが、紫織さんの返事がないのを訝いぶかしんで景山さんに報告したのが九時四十五分ごろ。その途中で乃恵瑠と会い、彼女はエミリアさんを呼びに行った。一方景山さんは、木梨さんにハンマーを持ってくるように指示を出して、石崎さんと一緒に紫織さんの部屋に向かった。

　西山さん以外の全員が集まり、扉を破壊して中の惨状を確認。紫織さんは、後頭部を強きよう打だして気を失っていた。

　事件が発覚したのは、夜十時五分。つまり、石崎さんの話を信じるなら、九時三十二分～十時五分の間に、紫織さんの身に何かが起こったのだ。

　――時間にして約三十分。この間に何があったのか。




「そろそろ、みなさんの事件前後の行動を話していただきましょうか？」

　京太郎と頷きあった乃恵瑠は、立ち上がって口くち火びを切る。

「金田のお嬢ちゃんは、ワシらを疑っとるんかい！」

　食らいつくのは木梨さんだ。いきなり犯人扱いされているのだから、いい気はしないだろう。他の方も同じ想いのようで、全員が乃恵瑠を睨みつけている。

「ええ。はっきり言って疑ってかかっていますわ。わたくしとしては、事件と事故の両方から捜査してみるつもりですけども」

「それは同感だね。それにこう考えてみればどうだろう？　事件前後のアリバイさえ成立していれば、無実が証明されると……。だから、まずはぼくから言おうじゃないか」

　腕組みをしたままの京太郎が乃恵瑠に賛さん同どうの意を示すと、自信満々に立ち上がって自分の行動を話し始めた。

「――ぼくは、屋敷の中を探たん検けんしていたんだ。小林くんと浴よく場じようの前で会うまでは一人だった。そうすると、アリバイを証明することができないよね」

　すとんと着席するチビ助。自信があったんじゃないのかよ。拍ひよう子し抜ぬけな告白に、場の緊張感が一気に弛し緩かんする。

「じゃあ、オレは風呂に入っていた。少し長風呂だったのは、浴よく槽そうでぼけーっとしていたからだ。オレも一人だった」

　手を軽く上げて発言する。すると、次々とオレに倣ならって、口を開いていく面々。

「私は部屋でテレビを見ていました。一人です」「わたしもよ。もちろん一人」と、二重ちゃんと文美の証言。

「ワシも景山さんに呼ばれるまでは、自室におった」これは、木梨さん。

「私も部屋で本を読んでおりました。石崎さんが騒ぎ出すまではですけどね。一人でしたので、アリバイは証明できませんな」と、景山さん。

「同じく、自室で本を読んでいマシタ」辺りを見回し口を開くエミリアさん。

「ぼ、僕は……部屋で寝ていました。とても眠くて、ケータイが鳴っても気がつきませんでした」これは、西山さんだ。

　そして、最後に全員で乃恵瑠に注目する。まだ、彼女が自分のことを語っていないからだ。もちろん進行役の乃恵瑠も他のみんなと同じように嫌けん疑ぎがかかっている。

「わたくしも京くんと同じように、二階の散さん策さくをしていましたわ。すると、三階から参考書を持って降りてこられた石崎さんとお会いしましたの。あとは、みなさんの知っての通りですわ」

　これは、つまり……。

「肝試しが終わってから事件発覚まで、全員にアリバイがないね」

　京太郎の呟きが、すべてを物語っていた。

　犯行時間は約三十分。誰でも可能だったことが証明された。そうだ。ドラマや推理小説ではないのだから、現実なんてこんなものだろう。

「あの……」

　老紳士がおずおずと手を上げる。

「この場合、アリバイがある方が怪あやしく感じるのではないでしょうか」

　確かに、そんな考え方もある。

「なら、みんな等しく容よう疑ぎ者しやとなるわけよね、京ちゃん？」

　文美の問いかけに首を縦に振りながら、懐からノートを取り出す京太郎。あの容疑者リストが描かれたノートだ。

「まぁ、ちょっと不ふ謹きん慎しんだけど大目に見て欲しい」

　そう切り出してオレたちの絵が描かれているページを開き、一緒に取り出したシャーペンで、紫織さんのマスを薄くグレイに塗ぬる。すると、オレのマスと同じような感じになるわけだ。つーか、オレも『死んだ』まま扱いなんだよな。今更だから、いいけどよ。

　新たな白いページを開いて、今度は紫織さんの部屋の見取り図を描き出す。

　入り口、下駄箱、部屋に伸びる通路、クローゼット、ベッド、机、窓、バルコニー。紫織さんが倒れていた位置。今まで判明している情報をスラスラと書き込んでいく。

　それから重要な部分を書き加えた。開いていた窓。バルコニーの手すりについていた傷。箱にグシャグシャに丸められて入っていた縄ばしご。紫織さんが下敷きにしていた絵画に床に散らばる本と筆記用具。――最後に、下駄箱の上にあった紫織さんの部屋の鍵。

「思い出せるところは、これだけかな。この中にヒントがあればいいんだけど」

「お前、すげえな」

　ヤツの記憶力に素直に感心した。これ多分、散らばった本や筆記用具の位置までほぼ合っているんじゃないだろうか。

「まぁ、探偵には推理力だけでなく、記憶力も必要だからね」

　それもそうかもしれないな。オレが学校のテストで、コイツに勝てないわけがわかった気がする。テストっていうのは、基本的に記憶力が大事だからな。

　コイツなりに真剣なんだ。滅めつ多たに見せない本気の貌かおでノートを見つめている。

「次は、動機を考えてみましょうか？　これが事件だとすれば、なぜ紫織は襲われたのか……。それがわかれば、犯人にぐっと近づけますわ」

　乃恵瑠が立ち上がって、発言した。

「動機……。動機ねぇ……」

　腕組みをして天てん井じようを見上げながら、思考する。いわずもがな、オレには彼女に危害を加える必要がない。

　――白田紫織。

　オレたち四人にとって、友達のつもりだ。今日一日海や肝試しイベントで一緒に遊んでみて、楽しくていい娘だった。そんな紫織さんに危害なんか加えるわけがない。

　それを白田家の人々に伝える。京太郎たちも同じ想いだったようで、大きく頷いていた。

「わたくしにとっても、紫織は妹のような大事な友人ですわ。恨うらむようなことはありません」

　乃恵瑠も動機を否定する。

　次に口を開いたのは、木梨さんだ。

「この館で働いてるもんで、紫織ちゃんを嫌っているヤツなんていねぇよ。菓か子しや冷たい麦茶などを差し入れたりしてくれるしな。――まぁ、付き人みたいなことをやっている西山のボウズには、ワガママを言って振り回していたかもしれんがね」

　そう言って西山さんに視線を送る。すると、あたふたして答える彼。

「そんな！　紫織お嬢様は、あまりワガママをおっしゃらない方です。それよりも、紫織お嬢様は、旦那様の連れ子です。新しい奥様やお兄様との不仲を洩らして……」

「西山さん！　言っていいことと悪いことがあります！　それがわからない歳としではないでしょう！」

　景山さんが一いつ喝かつして彼の言葉を遮るが、当のエミリアさんが制す。

「イエ、いいのデス、景山サン。本当のことデスので。でもワタシは、紫織を憎らしく思ったコトは、一度もアリマセン」

　噓うそ偽いつわりも感じられない真っ直ぐな瞳だった。

「もちろん私にも、紫織お嬢様に危害を加えることなどありえません」

　最後に景山さんが締めくくる。

「白田家のみなさんには、動機らしい動機はないみたいだね。少しエミリアさんの事情が気になるところだけれど……。それを言い出したら、キリがなくなるよね」

　言葉を洩らした京太郎はシャーペンをくるっと回して、余った余白に『犯人』と文字を刻きざみ、その横に『小林くん』と書き込んだ。

　ざわ……。途端に食堂内が騒がしくなり、非ひ難なん的てきな視線が一斉にオレに向けられる。いつものおふざけだと思うが、今の状況ならシャレにもならない。

「おい」

「兄さん！　シュウさんがそんなことをするわけが」

　二重ちゃんがオレを擁よう護ごしながら、キッと兄を睨みつける。

「まぁ、聞いてくれよ二重、小林くん」

　彼は「ふぅ」と溜ため息いき一つ吐き出して席を立つと食堂の壁にそって歩き出し、オレを犯人にした推理を展開した。

「――キミは一人で風呂に入っていた。それは間違いないと思う。小林くんが出てきた時に浴場の前でぼくと会っているからね。そこまではいいよね？」

　何か考えがあるんだと思い、コイツの言い分につきあってやることにする。

「ああ」

「中に窓はあったのかい？」

「あった。多分換かん気き用ようだな。人が通れるのがやっとの小さな窓だ」

　京太郎から飛んでくる質問に次々と答えていく。

「それなら、一つの仮説が成り立つ。

　小林くんは風呂に入ったと見せかけて窓から外に出る。そのまま、紫織くんの部屋の真下に行き、バルコニーに飛びついてよじ登る」

「オイ！」

　さすがに無茶苦茶なので止めようと立ち上がってバカに声をかけるが、

「少し待ちなさいよ、シュウ。京ちゃんがちゃんと推理しているんだから」

　文美に怒られた。いやいやいや、だって色々ツッコむところがあるだろう？　と、京太郎の顔を見る。だが、コイツはふざけてなどいなかった。わかった。先に進めろよ。オレは頭をバリバリと掻かきむしり、着席する。

「事件現場は窓が開いていたので、部屋の中に忍び込むのは簡単。あとは犯行後、バルコニーから飛び降りて浴場の窓から帰ってきたというわけさ」

「小林くん！　キミが、紫織お嬢様をっ？」

　気が動転しているのか、京太郎の推理を信じて目を血走らせた西山さんが、オレに摑みかかってくる。待て待て待て。

「なんでそのはた迷惑な推理で納得するんですか。ツッコミどころ満まん載さいでしょうが！」

　西山さんの肩を押して強引に座らせると、京太郎自身が推理の穴を指し摘てきする。

「この推理が破は綻たんしているのは、二階のバルコニーが侵入経路だってところですよ。小林くんはそんなに高くジャンプできないし、飛び降りたら骨こつ折せつぐらいする普通の人間ですからね。そんなことができるのは超人ぐらいです。

　だから、小林くんは犯人になりえない。二階のバルコニーに行ける手段が他にあるなら別ですが、今日訪れたばかりの小林くん……、いえ、ぼくたちは知らないんですよ」

「感謝しなさいよ。京ちゃんは、シュウを犯人から外すためにあえてこの推理を切り出したのよ」

　そうだったのか。まぁ悪かったな、怒ってさ。と、心の中で謝っておく。実際に口にすると、なんかシャクだからな。……だが紛まぎらわしいぞ、お前。こうやって一人ずつ可能性を潰つぶしていくつもりなのか？

　しかし、西山さんは京太郎の答えに納得できないらしく、いちゃもんをつけだした。

「だったら、縄ばしごが降りていたんだ！　キミは紫織お嬢様に気に入られていただろう。密会の約束かなんかをして、お嬢様の部屋に行ったんだ。そこでケンカになって、犯行。縄ばしごを引き上げて丸めて、箱に投げ入れてドアから外に出たんだ！」

　ああ言えばこう言う。なら、指摘を一つ。

「ドアには鍵がかかっていましたよ」

「きっと、外から鍵がかけられるトリックがあるんだ。鍵の構造は『サムターン式』の簡単な作りだから、外からヒモかなんかを通して引っ張れば可能じゃないかな」

　ちなみにサムターン式とは、親指を捻る。つまり、つまみを摑んで捻ると施せ錠じようできる簡単な作りの鍵のことだ。

「待ってクダサイ、西山サン。そんなコトを言い出しタラ、誰でも可能デスヨ。コノ丘は街から二十キロも離れているとはイエ、陸続きデス。不ふ審しん者しやが乗り込んでキタ可能性もアルのデスカラ」

　エミリアさんが声をあげる。彼女の言うとおり、不審者の線もある。駅からのバスは夜七時ごろが最終便だが、タクシーなどの自動車やバイク、自転車もあるし、さらにがんばれば走ってこられない距離ではない。厳げん密みつには、京太郎の求めていたクローズドサークルではないのだ。つーか、そんな簡単にクローズドサークルになるかってんだ。

「そうすると、不審者がこの屋敷内におるっちゅー可能性もあるわけだな」

「あくまで、可能性ですけどね」

　木梨さんの言葉に乃恵瑠が相づちを打つ。不審者まで出てきたのなら、それこそキリがない。お手上げだ。

　結論が出ず、時間だけが過ぎていく。

「何か飲み物をお持ちしましょう」

　すると景山さんが席を立ち、奥のキッチンに引っ込む。

　オレは京太郎のノートとにらめっこしながら、思考を回す。なんか、この縄ばしごが引っかかるんだよな。

「なぁ、下から縄ばしごを投げてバルコニーに引っかけることはできないのか？」

　ふと思いついたことを口走ってみる。

「――無理だと思いますよ、シュウさん。忍にん者じやじゃあるまいし。だいたい縄ばしごは上から下に下りるためのものじゃないですか」

　そうだよなぁ。基本的に避難するためのものだからな。

　しかし、オレたちの会話に耳を傾けていた京太郎が、




「そ、それだぁっ！」




　素すっ頓とん狂きような声を張り上げた。

「そうだよ、小林くん！　それが答えじゃないか！」

　オレの手を摑んで嬉うれしそうにブンブンと振る。

「謎なぞが解けたのね、京ちゃん！」

　文美の言葉にハッと気がついたチビ助は、オレの手を放して頰を掻く。

「ああ、そうなんだよ、玉村くん！　あまりにもストンとした解答だったので、嬉しくなりすぎてしまったよ」

　ノートをめくって容疑者リストを披ひ露ろうすると、バンバンと紙面を叩いた。

「おや、明智様。何かわかりましたかな。――ささ、みなさま、席にお着きください」

　ちょうど紅こう茶ちややコーヒーを乗せた銀色のトレイを持って現れた景山さんに促され、オレたちはまた椅い子すに座る。そして、飲み物が全員に行きわたったところで、何かを思いついたらしい京太郎が声を張り上げた。




「犯人は、この中にいる！」




　ノート……容疑者リストをみんなに見せつつ言い放つ。

「まさかワシらの中に……」

「犯人がイルと」

「ほ、本当ですか？」

「ほっほっほっほ」

　白田家の人々の視線を真っ向から受けながら、自信満々に言葉を続ける。

「ええ、そうです。――でも、『この中』というのは、この容疑者リストの中という意味です。ほら、いるでしょう。この場にいなくて、とても怪しい人物が一人」

　トン……と、一つのマスを指さす。

　その人物は、目をランランと輝かせた黒い人影。

　――白田和一。

　存在感のなさにすっかり忘れていた。さっき、西山さんが言っていたな。紫織さんと仲がうまくいっていないようだ、……って。

「和一さんの部屋は、紫織さんのすぐ真上。彼ならば、三階のバルコニーから縄ばしごを使って簡単に降りてくることができる。犯行後もそのまま縄ばしごを上って自室に帰れるじゃないか！」

「なるほど！　やったな、京太郎！」

　確かにその可能性は高い。下からの侵入ばっかりに目がいっていたけど、三階から降りる方が縄ばしごの特性としてあっている。

「よし、小林くん！　彼に話を訊きに行こう！　手伝ってくれ！」

「わかったぜ！」

　食堂を飛び出した探偵の背中を追いかける。

「ちょ、ちょっと待つのですわ！」

　階段を二階まで駆け上ったところで、乃恵瑠の声がうしろから聞こえてきた。しかし、オレたちの足は止まらない。待っていては、逃げられるかもしれない。縄ばしごを使えば、外に出ることもたやすいのだ。

　そのまま三階に突入し、一気に和一さんの部屋の前まで走り抜けた。

「はぁはぁはぁ……、小林くんは知っているかい？　『ムーンへの梯子はしご』っていう小説をさ」

　息を整えながら、語り始める京太郎。なんか、大おお柴しばチックなフィルターのかけ方だな。

「それはね、今回のように『ハシゴ』がキーポイントなんだけど……。いいかい？　開けてみるよ」

　うんちくを語りながらドアノブに手をかける京太郎。余裕が出てきた証拠だ。口元には安堵の表情が見て取れる。この事件を解決できることがよっぽど嬉しいのだろう。

　自分が望んだせいで起こってしまった事件、そう思っているコイツだからこそ、自分自身が解決したかったに違いない。良かったな、京太郎。お前の苦労が報むくわれるぞ。

「よし、開けてくれ」

　オレの言葉に、ゆっくりとドアノブを捻る京太郎。それは簡単にぐるりと回された。

「鍵が、かかってないね……。なら、予定通りに」

　ゴクリと唾だ液えきを飲み込んで、開いていくドアを見つめる。

　そして、真っ暗な闇やみの中に飛び込んだ。

「白田和一！　覚かく悟ごしろぉっ？」

　電気の点ついていない室内に飛び込んだオレは、段差に引っかかってビタンとこける。

「いったぁ……」

　ヨロヨロと起きあがり、手探りで蛍けい光こう灯とうのスイッチを押す。

　パッと照らされた部屋の中には誰もいない。













　よく整せい頓とんされた小ギレイな空間が広がってるだけだった。

「大丈夫かい、小林くん」

　二人して靴を脱いで、中に入る。

「どういうことだ？」

「誰もいないね」

　念のためにクローゼットやベッドの下などを見てみるが、やはり無人の部屋だった。それでも手がかりがないかと、歩き回ってみる。

「ちょ、ちょっと二人とも。待ってくださいませ。いつもいつもあなた方は、すぐに先走るんですから……もう」

　顔を見合わせて首を捻っているところに、乃恵瑠が焦あせりながら飛び込んできた。

「すまない、金田くん。どうやら和一さんには一足先に逃げられたようだよ」

　目に見えてわかるほど落らく胆たんする京太郎に向かって、金髪ドリルが信じられないような事実を伝えた。

「きょ、京くん。落ち着いて聞いてくださいませ。和一さんは、わたくしたちが海で遊ぶ前に出かけてしまわれたのですわ。友人とドライブに行くとかなんとかで。帰るのは夜遅くなってからだと言っておられました。――だからわたくしは、彼を食堂に集めなかったのですわ。まだ帰宅されていませんもの」

　その言葉を聞いた瞬間、あまりのショックでガックリと床に手をつき、震える京太郎。無理もない。やっと辿たどり着いた犯人が、実は犯人ではなかったと告げられたのだから。

「オイ、乃恵瑠！　それは最初に開示しておくべき情報だ！　捕まえに行ったら、和はん一にんは最初からこの場におらず、この事件には関与していないってどんな後出しジャンケンだ！」

「そ、そんなに怒らなくても……。ちょっと伝え忘れていただけじゃないですの」

　じわっと瞳に涙をにじませる少女。本当に泣きたいのは京太郎の方だろうよ。

　怒りを静めようとして、バリバリと頭を掻く。和一さんがいないとなると、誰が犯人なんだ？

「京太郎、元気を出せ。まだ挽ばん回かいできるはずだ」

「ああ、大丈夫さ。さすがにこうくるとは思っていなかったので、結構ショックだったけどね」

　京太郎は、差し出したオレの手を摑んで立ち上がる。

　そして、ぐるりと部屋の中をもう一度歩き出した。

「机の上に飾かざられたロボットのプラモデル。本棚には探偵もののマンガがずらり。和一さんは、金田くんが言っていた人物像そのもののようだね。なるほどね」

　本棚から一冊マンガを取り出し、パラパラとめくって元の場所に戻すと今度は窓を開けて、バルコニーを確認して帰ってくる。

「当然ですわ。昔、和一さんにはよくしてもらいましたもの。わたくしが、ドリルが好きなのも、探偵に憧あこがれているのも彼が原因の一いつ端たんを担になっているのでしてよ」

　えっへんと胸を張る金髪ドリル。こんな変な娘に育ったのは、和一さんのせいなのか。

「ここの手すりにも傷があったよ」

　探偵は顎あごに手をやりながら呟く。

　これはどういうことなんだろうか？　二階の紫織さんの部屋にも傷はあった。そして、この部屋のバルコニーにも同じような傷があったとなると、ここでも避難用の縄ばしごを使った……のか？

「――さて、食堂に戻って推理の立て直しをしようじゃないか」

　そして、京太郎は頰をパンと叩いて気合いを入れると、いつも通りの不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

　そうさ、それでこそ明智京太郎オマエだよ。立ち直りが早くて前向きなのが、お前の良いところなんだからな。




　　　　◇




「和一様は、昼間にお出かけになられました」

「ワシも車で出ていくぼっちゃんを見かけたぞ」

「ええ、そうデス。和一はいないのデス」

「海に行く前に、和一様と会いましたから」

　食堂に戻って和一さんのことを訊ねると、白田家の人全員から証言を得られた。どうやら本当に、彼は不在らしい。

「彼がこっそり戻ってきて事件を起こしたと考えられなくもないけど、和一さんは『いない』ということを念頭に置いて、推理を組み直していこう」

　京太郎は、諦あきらめずに次の推理に取りかかる。

　ノートの容疑者一覧の和一さんのマスに、シャーペンでバツを書き込む。

　その横でオレは、幼なじみの女性陣に小声で訊ねた。少しでも京太郎の力になってやろうと思ったわけだ。せっかく仲良くなった紫織さんのこともあるしな。

「二重ちゃんも文美も、和一さんは見ていないんだよな」

「ええ、見ていないですね」

「わたしもよ」

　すると、やはり彼は謎の人物のままだ。しかし、石崎さんに紹介された時、扉の前で彼の声は聞いている。声だけは……。

「紫織さんが襲われていた時、西山さんは寝ていたと言っておられましたね。それは、本当ですか？」

　京太郎は、ノートの次ページをメモ代わりに聴ちよう取しゆを始めた。

「明智くん……。今度は僕を疑っているのかい？」

「西山さんは、紫織さんの付き人みたいな仕事です。ノック一つで部屋に招き入れてもらえるんじゃないですか？　そして、犯行に及び、あなたが自分で言ったヒモのようなモノを使って鍵を外から閉めた。あとは、事件が発覚するまでどこかに隠れていればいい。一番簡単で単純なトリックです」

「それは……。でも、本当に寝ていたんだよ、僕は！」

　悔くやしそうに顔を歪ゆがめる西山さん。しかし、それを証明する証しよう拠こはない。

「――次に、木梨さん。あなたは昼間、ハシゴを使って作業をしておられましたね。木に登っているところをぼくは見ていました。そのハシゴを使えば、バルコニーから容易に侵入できる」

　オレも憶おぼえている。海を見ようとバルコニーに飛び出した時だ。でも、オレの部屋は庭側だったので、庭しか見えなかったのだが。その時、木梨さんは長いハシゴを使って木に登っていた。

「ああ、使っていたよ。でも、この屋敷の者なら、誰でも左の塔の倉庫にハシゴがあることを知ってんぜ、ボウス」

　そう言って不機嫌そうにコーヒーをかき混ぜる庭師のおじさん。しかし、ハシゴのある場所を知らないオレ、二重ちゃん、京太郎、文美の四人にはハシゴを使った犯行が無理だったということが裏づけられた。

「そして、ここにはいないけど石崎さん。彼女がいわゆる第一発見者さ。たとえば、参考書を持ってこいと呼び出された彼女は、参考書を持って行き、犯行。外の廊下に参考書をばらまいて扉に鍵をかけ、景山さんを呼びに向かう。騒動のあと、部屋に顔を出してこっそり下駄箱の上に鍵を置けばいいわけだ」

　なるほどな。それなら石崎さんも容疑者だ。

「最後は、やっぱり和一さん。『いない』つもりで推理をすると言ったけど、あのバルコニーにあった真新しい傷は怪しすぎる。ごく最近、なんらかの理由で縄ばしごを使った証拠なんだよね。うーん……」

　京太郎は首を傾かしげながら立ち上がり、ウロウロと食堂内を歩き回る。

「どうしたの、京ちゃん？」

　文美が近寄って腕を引っ張り、オレたちの元に連れてくる。

　乃恵瑠も含めて円えん陣じんを組み、声をひそめて話を続ける。

「いや、ね。極きよく端たんな話。動機を抜いて考えるとさ。紫織くんに部屋に入れてもらえさえすれば、誰でも犯行が可能なんだよ。それは、ぼくたちも同じなんだ。紫織くんは人ひと懐なつっこいところがあるだろ。ぼくたちが遊ぼうと言って訪ねたら快こころよく部屋の中に入れてくれそうじゃないか。だから、ぼくたちも犯行が可能なのさ。

　それに、さっき木梨さんも言っていたけど、ハシゴの存在も大きい。これもハシゴのある場所を知っている白田家の人なら、誰でも容疑者になるんだ。

　部屋の中の下駄箱の上にあった鍵を発見した石崎さん、少しばかりの動機を持っているエミリアさん、事件の時に姿を見せなかった西山さんが、犯人としては一歩リードという感じなんだけど、それもなんか誰かの敷いたレールの上を走らされているっていうか……なんかねぇ」

「つまり、京くんは答えが多すぎて、犯人がわからないと言っているわけですのね」

　乃恵瑠は顎に手を添えて、京太郎の言いたいことを代だい弁べんするが、

「いや、金田くんの言っていることもちょっと違う」

　それを否定してさらに考え込む。言いあぐねているようだ。

「兄さん、どういうことですか？」

　二重ちゃんが、答えを急せかすように訊ねる。

　すると、京太郎は言葉で表現するのは難しかったようで、




「犯人は『誰でもいい』って思えるんだ」




　――すごく不思議なことを口にした。

「意味がよくわからないんだが？」

　コイツの言った真意を理解するために、質問する。

「ぼくもなんと言っていいのかわからないんだけど。うーん……。ちょっと、いいかい？　今まで、この事件を単独犯だとして考えていたんだよ。犯人は、きっと一人だろうと決めつけてね」

「そっか、複数犯の可能性もあるのよね」

　文美の言葉に頷き、京太郎の話の続きを聞く。

「じゃあ、複数犯と仮定してみよう。景山さんと石崎さん。あの時、扉の前でずっとドアノブをがちゃがちゃやっていたのは景山さんだ。実は鍵がかかっていなかったとすれば、ドアノブを壊すまで扉の前を動かなかったあの二人は怪しく思える。

　次に西山さん。事件発覚後まで姿を現さなかった彼なら、誰と共犯であっても不思議じゃない。もちろん、同じ理屈がエミリアさんにも木梨さんにも当てはまる。

　単独犯でも、共犯関係があるのだとしても、……もし全員が共犯だったとしても、おかしくはないんだ。全員動機が曖あい昧まいで、さらにアリバイがなく、犯行現場の密室も簡易とつけてしまえるほど簡単なものなので、ぼくは、犯人は『誰でもよかった』と思えてしまうんだ」

　無む差さ別べつ殺さつ人じんという言葉がある。ミステリーでもよく使われる言葉だ。無差別に犯行を行っていると見せかけて、実は裏で繋がった秘密のある人物だけを殺していくもの。

　コイツの言いたいことは、その逆。

「――『無差別犯人』なんて言葉があるのか知らないが、そういうことなんだな？」

　殺すのは誰でもよかった……『無差別殺人』。

　紫織さんが襲われるのなら、犯人は誰でもよかった……『無差別犯人』。

「そうだね、小林くんの言った言葉が的を射ているよ。うん、『無差別犯人』か。その通りだと思うね。この白田家の誰もが何かしらの怪しい行動をとっているんだ。全員が怪しすぎて、肝かん心じんなところが見えてこない」

　コンコンと額を叩いて考え込む京太郎。どうやら謎が深まるばかりで解ける気配がないらしい。オレの方も、コイツの言葉でさらにわけがわからなくなったぞ。結局、誰が犯人なんだ？

　すると、オレの横で思案顔を浮かべていた乃恵瑠が、口を開いた。

「……なら、逆転の発想をしてみましょうか」

「逆転？　どういうことなんだよ？」

　乃恵瑠に問い返す。逆転ってひっくり返すってことか……何を？

「ええ、逆転ですわ。つまり、『無差別犯人』ということは、『犯人は誰でもよかった』ということになりますわよね」

　そうだよな。首を縦に振って、乃恵瑠の言葉を肯こう定ていする。

「それを逆転させたものが真実ではないかと。そう、それを逆転させると、『犯人は誰でもなかった』ということになるのです」

「それは犯人がいないっていうことなのか？」

　オレの質問に満足げな表情を浮かべた乃恵瑠は、食堂に響き渡る綺き麗れいなソプラノで言い放つ。




「謎はすべて解けましたわ！」




　そして、全員が注目する中、言葉を続けた。

「これは、――不幸な事故ですわ」

　事件ではなく、事故と断定する。犯人はいないという結論なのだから、言い分はわかる。だけど、ちゃんとした説明が欲しい。

「事故って……。紫織お嬢様は後頭部から血を流されていたんでしょう？　何者かにうしろから殴られたんじゃ？」

　目を白黒させた西山さんが、疑問を投げかける。

「いえ、事故です。事故で説明がつきますわ」

「本当なのかい、乃恵瑠のお嬢ちゃん。それはワシらも納得できる答えなのかい？」と、木梨さん。

「もちろんです。……では、みなさん。着席いただいて、少しばかりお耳を拝はい借しやく」

　それぞれが椅子に座ったのを満足そうに見ていた乃恵瑠は、言葉を発しながらゆっくりとテーブルの周りを回り出した。

「ほっほっほっほ。乃恵瑠お嬢様は、どんな推理をお聞かせくださるのですかな？」

　丸まる眼鏡めがねの奥で目を細めた老紳士が、催さい促そくする。

「それでは、もう一度言いますわ。紫織に起こった出来事は、――事故です」

　そして、京太郎の近くまでやってきて「京くん。ノート貸してくださいます？」と、一言断りを入れて、あのノートを受け取った。

　開いたページは、紫織さんの部屋の見取り図。

「京くんが描いてくれた絵がありますので、わかりやすく説明しますわ」

　みんなから見えやすいようにノートをテーブルの上に配置して言葉を紡つむぎ、指でノートに描かれている『壁にくっつけられている机』を指し示す。

　それから、口火を切った。

「まず、事件の起こる前、紫織は勉強をしていましたわ。散乱した参考書や筆記用具がその証拠です。多分ですが、夏休みの課題でも進めていたのでしょう。

　そして、別の参考書が必要になった。自分で書しよ斎さいに捜しに行ってもいいのですけど、課題も進めたい。なら、西山さんに持ってきてもらおうとケータイで電話した。でも、西山さんは深く寝てしまっていたので、ケータイの着信音に気がつかなかったのですね」

「はい、お嬢様からの着信も、石崎さんからの着信も気がつきませんでした」

　その事実を肯定する西山さん。

「西山さんは電話に出ない。だから紫織は、石崎さんに頼んだのですわ。快く引き受けた石崎さんは、三階の書斎に参考書を捜しに行った。そして、その最中に紫織の部屋では事故が起こってしまったのです」

「――でも、紫織お嬢様は後頭部を殴られたんじゃ？」

「これから話しますわ。落ち着いてくださいな」

　しつこく同じことを訊ねる西山さんを宥なだめて、次を口にする。

「紫織は通話を終えると、また課題の続きに取りかかります。みなさんは机に向かって作業をする時、どういう体たい勢せいで行いますか？」

「それは、こう、下を向いてだな」

「そうですわ、木梨さん。紫織は下を向いて課題をやっていた。そして、不幸なことが起こってしまったのですわ。

　壁に飾ってあった絵画が外れて、額がく縁ぶちの角が下を向いていた紫織の後頭部を直撃した」

「あ！　それなら後頭部を強打したというのも肯うなずけます」

　ここで西山さんが納得の声を上げる。

「絵画は、そのまま机の上にあった参考書やら筆記用具を薙ぎ倒して床に落ちた。そのあと、ショックで気絶した紫織が椅子から転げ落ち、絵画の上に覆い被かぶさった。――これが真相ですわ。窓が開いていたのは、推測ですけど今夜がそんなに暑苦しくなかったから、エアコンを使わずに窓を開けていたのではないでしょうか」

　話し終えると、ぺこりとお辞じ儀ぎをして席に着く。

　その推理こたえを聞いたエミリアさんが「ほう……」と息を吐き出し、脱力する。ずっと緊張の糸を張り続けていたのだろう。

「なら、犯人はイナイのデスネ？　よかったデス」

「なるほど、確かに理屈は通りますな。ここで犯人捜しをするのが間違っていたのかもしれませんな」

　老紳士がそう口にした瞬間、乃恵瑠のケータイが音を立てた。




「はい、石崎さんですかっ？　紫織は？　紫織の容態はどうなんですっ？」




　そのセリフに、食堂が再び緊張に包まれるが、

「目を覚ましましたか。そう……、ですか。よかった……。怪け我がも大したことはない。はい、はい。二、三日安静にしていればすぐ退院できると……」

　場が一気に弛緩した。

「はい、やはり絵画が落ちてきて頭に当たった……。あまりの出血量に驚いて、気を失ってしまったと……。そうですか……」

　乃恵瑠は通話を終えてケータイをしまうと、みんなを見回して大きく手を上げた。

「みなさま！　命に別状はないそうですわ！　紫織は大丈夫ですわよ！」

　その言葉に、全員が安堵の表情を浮かべる。

「よかったですな、奥様」

「ええ、コレで安心デス」

　景山さんの一言で、エミリアさんは手を祈るように組み合わせて、笑顔を浮かべる。

「まぁ、そんなことだと思ったぜ。がっはっはっはっは」

　と、心底嬉しそうに笑う木梨さん。西山さんに至っては、心配しすぎていたようで紫織さんが無事だとわかるやいなや天井を見上げて放心状態になっていた。

　さすが乃恵瑠。

　その中で釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべている人物が一人だけ、――いた。

「どうしたんだ、京太郎。お前は嬉しくないのか？」

「……いや、そんなことはないさ、小林くん。嬉しいなったら、嬉しいな！」

　彼は、無理矢理笑みをつくってテンションを上げる。それが、すごく変だ。いつもなら、「いやぁ、よかったね。これで事件解決さ！　ぼくのヒントがあったからこそ、金田くんは真相に辿り着いたのさ！」とか、なんとか言いそうなんだがな。

　ただ、自分で解決したかっただけなのか。

「オイ、京太郎？」

　くるりと背を向けた京太郎に、声をかける。

　すると顔だけこちらに向けながら儚はかなげな笑みを浮かべ、指を四本立てる。




「残された謎は四つあるよ。

　紫織くんの怪我の具合。

　バルコニーの手すりについていた傷。

　和一さんの部屋の不自然さ。

　そして、落ちていた髪の毛。

　……………………答えは一つさ、多分」




　まるで、負まけ惜おしみのようにオレだけに呟いたチビ助は、肩をすくめると静かに……寂しそうに食堂から退室していった。

　なんなんだ、ありゃ？　ちょっと感じ悪いぞ。




　　　　◇




　――紫織さんの事故から一夜明けた朝。

　昨日は丸一日を通してせわしなかったので、疲れ果てて部屋のベッドに沈み込んでいたのだが、

「ん、うるさいな……？」

　バタバタとした物音に、意識が引き戻される。

　まぶたを開けると、真っ白な天井が目に入って驚いた。

「ここは、どこだ？」

　飛び起きて辺りを見回すと、色々と思い出した。どうやら半分寝ぼけていたらしい。

「そうだった。旅行にきていたんだった」

　バリバリと寝ね癖ぐせのついた頭を掻いて、枕元に投げてあったケータイで時間を確認。朝の八時五十二分。九時前か。そろそろ起きた方がいいなと思い、上半身を起こす。

　その時だった。

　ばぁあああんと扉が大きく開け放たれ、金髪ドリルが雪崩なだれ込んできた。

「な、なんだぁ？　朝から騒そう々ぞうしいぞ、ドリル！」

　半はん眼がんで睨みつけながら侵入者に声をかける。

「た、大変ですのよ、修しゆう司じくん！」

　昨日とは違う服装、ダブッとした半はん袖そでのシャツに、膝ひざ当たりまでの長さでカットされたジーンズを身に着けた乃恵瑠が、焦りながらドタドタと部屋の中を走り回る。

「なんなんだよ、朝からうるさいなぁ……。お前は京太郎かよ？　ちょっと座れ」

「あ、はい」

　目を擦こすりながら指令を出すと、あっさり従って床に正座するお嬢様。いや、素直すぎだろ。まぁ、話が早くていいけどさ。

「それで、どうしたんだ？」

　オレはベッドに腰掛けると寝癖を気にしながら、彼女に事情を訊ねた。

「……そ、それが、和一さんがいないんですのよ！」

「それが大変なことなのかよ、オイ。和一さんは、昨日の昼間に出かけていったんだろ。帰ってきてないだけじゃないのか？」

　うーんと、伸びをしながら訊ねる。オレが聞いた話では、車で出かけた和一さんは、昨夜十二時ごろに屋敷に戻ってくるってことだったが、……大学生だしな。色々あるんだろ、きっと。

　しかし、彼女から告げられた言葉は、




「で、でも和一さんの車はドアが開けっ放しで、

　――屋敷の外に放置してあったんですのよ！」




　今度は、和一さんが行方不明になったっつーことか？

　次から次へと事件が起きすぎだろ、オイ！







　部屋から出ると、屋敷の中は騒々しかった。

　和一さんを捜し回っている人々が走り回っていたからだ。屋敷に通いながら働いているスタッフたちも総動員しているようだ。

　一応、紫織さんの部屋の前を、見える範囲で確認しておく。散乱していた参考書とドアノブは片づけられていた。ノブのない扉が、少し不気味だが。

「オレも捜すのを手伝った方がいいな」

「……ええ。部屋がいっぱいあるので、わたくしと一緒に二階の捜そう索さくをお願いしますわ」

　部屋の前の廊下で、乃恵瑠と捜索範囲の打ち合わせをしていると、隣の部屋から京太郎が顔を出した。

「なんなんだい、この騒ぎは？」

「あ、京くん。ちょうどいいところへ」

　今度は京太郎を引っ張ってきて、事情を説明する。

「そ、それは大変だね。――だけど。いや、そんなことを言っている場合ではないよね。よし、ぼくに任せたまえ！」

　一度俯いた京太郎は、すぐさま顔を上げていつも通りに笑みを浮かべる。

「そ、そうでしたわね。なら、こちらのことは大丈夫ですわ」

　ドリルのヤツは何かを察したらしく、京太郎に和一さん捜索を無理強じいしなかった。

「どういうことだ？」

　こういう場合、率そつ先せんして捜索隊を指揮しそうなヤツなんだがな。何か事情があるみたいだな。

　京太郎は周りをキョロキョロと気にしながら、小声で理由を述べる。

「ぼくの両親のことなんだが……。ほら、アレじゃないか、小林くん」

　コイツの特とく殊しゆな家庭環境だ。でも、乃恵瑠がいる前でいいのか？

「電話ですでに聞いておりますわ。この港みなと町にきたがっていたワケをね」

　ああ、そーいえば。




『ぼくには行きたいところがあって、夏休みの間に一人でも出かけようと思っていたんだけど』




　確かオレのケータイをぶんどって、乃恵瑠と旅行の計画を立てていた時にそんなことを洩らしていたな。

「……実は、その両親と連絡が取れない」

「な、何？　それは大変なことじゃないのか？」

「まぁ、連絡が取れないのは最初っからなんだけどね。父も母も両方とも消しよう息そくがわからないんだ。とにかく、ぼくは両親を捜しているんだよ。それで、この港町に手がかりがあるかもしれなくてね。二重に見つからないようにこっそりと行こうと思っていてさ」

「そういう事情なら仕方ないな。行ってこい。あとで理由をちゃんと教えてくれればいいさ。お前がいなくたって和一さんはオレたちで見つけ出してみせるぜ」

　相変わらず要よう領りようの得ない話だが、コイツの両親がいなくなって三年も経たつ。兄妹で生活しながらも、二重ちゃんに内緒で両親を捜していたのか。だったら、送り出してやらなきゃな。

「ありがとう、小林くん！　本当にすまない。感謝するよ」

「……本当にあなたたちは仲がよろしいですわね。あーもう、ちょっと待ってください」

　乃恵瑠はポケットからケータイを取り出して、どこかに電話をかける。

「あ、西山さん。今どこですの？　中庭ですか。ちょっと戻ってきて貰もらえます？　ええ、和一さんの捜索はわたくしたちに任せて、予定通りに京くんにつきあってください。車を出して欲しいんですけど。ええ、ありがとうございますわ」

　通話を切った乃恵瑠が「これで足は確保できましたわ。存分にこき使ってあげてくださいな」と可か愛わいらしくウインクした。




　京太郎を送り出したオレたちは、和一さんの捜索を始める。

　左の通路の空き部屋を覗きながら、隣の金髪ツーテールに質問。

「二重ちゃんと文美はどうしてるんだ？」

「昨日の夜の一件のあとに遅くまで女子会をしましたから、まだ寝てるんじゃないかと。起こすのもかわいそうですので、そのままにしていますけど」

　そんなことをやってたのかよ。元気だねぇ。感心を通り越して呆あきれてしまった。でも、コイツと二重ちゃんの仲が深まるのはいいことだ。マジで仲悪かったからなぁ。心の中でそんなことを思いながら、捜索を続けるのだが――。




「いないなぁ……」

「いないですわねぇ……」

　一時間ほど経った十時ごろのことだ。オレと乃恵瑠は食堂でうなだれているのだった。

「なんかさぁ、絶対、屋敷内にはいないよな」

　――今更だが、屋敷の外で車が発見されたんだから、外に連れ出されたと考えるのが普通じゃないか？

　しかし、時間を無む駄だにした分、和一さんの安否が心配だ。

「これはもう、警察の出番だろ」

　行方不明というより、誘ゆう拐かい事件の類たぐいだ。

「でも、警察は呼ぶなとエミリアさんから固く言われておりますのよ。はぁ……」

　ぐったりと突っ伏す乃恵瑠。テーブルの上には、彼女の髪でできた金色の海が広がっていた。

　まったく呪のろわれてるんじゃないだろうか、この屋敷。次から次へと事件が押し寄せてきて目まぐるしい。

「ドリルでテーブルに穴あきそうだな」

「はいはい、あいたら格好いいですわよね。ぎゅるるん」

　少しは元気を取り戻してもらおうと茶化してみたが、ダメだった。

　数秒ほど二人でぼけーっとしていると、唐とう突とつに乃恵瑠が問いかけてくる。

「ねぇ、修司くん。この旅行はどうでしたの？」

「ん、なんだ突然？」

「いいから答えてくださいませ」

　うーむ、答えづらい質問だぞ。初めての旅行がこんなことになってしまっているからなぁ。

「ある意味印象深い想い出になった。楽しいとか別としてな」

「そうですか……。うーん」

　乃恵瑠が口を開いた時だった。

「あら、お二人さん。こちらにいらしたんですね」

　ガチャリと食堂の扉を開けて、石崎さんが入ってくる。

「おっと石崎さんじゃないですか。紫織さんのところにいなくていいんですか？」

　昨夜ぶりに見かけた女子大生に問いかける。

「すぐ戻りますよ。ちょっと紫織お嬢様の着替えを取りに帰ってきただけなもんで」

　そう答えた石崎さんは、オレたちの横を通ってキッチンに行き、カチャカチャと何か作業を始めた。

「今度は、和一さんがいなくなったんですってね」

　銀のトレイを持って帰ってくる彼女。

「ええ、屋敷中を捜してみたんですけどね。これはもう、外に捜しに出なければいけないなと結論が出たところです」

「何事もなければいいですけど、和一さん」

　オレと乃恵瑠の前に、トレイで運んできたカップを置く。

「市販の粉モノですが、とりあえずこれでも飲んでがんばってくださいな」

　中には赤色の液体が入っていた。この香りは……、紅茶だ。

「ありがとうございます」

「サンキューですわ」

「いえいえ。それでは、あたしは病院の方に戻りますので。飲み終えたら、そのトレイの上に戻していただければ係の者が片づけますから、ね」

　石崎さんは、ぺこりと一礼をして食堂をあとにした。

　オレたちは熱いカップを手に取り、口に運ぶ。あちちち。息をかけて冷ましながら、少しずつ飲んでいく。

　その様子を見ていたドリルからの質問。

「ネコ？」

「ネコ」

　一言で答えて、残った紅茶を飲み干しカップを空にする。ちなみに今のやりとりは、猫ねこ舌じたかと訊いてきたので、そうだと答えたんだが。今の友達っぽくね？

　心の中で、ようやく友達が増えたことを実感する。うんうん、いいよな、友達。コイツも京太郎と同じ属性の変なヤツだけどさ。いや、アイツよりは推理力があるかな。

「なんか失礼なことを考えていますわね」

　ジト目で睨まれた。

　カップをトレイに置き、そろそろ和一さん捜索を再開しようと立ち上がった時だった。急にまぶたが重くなってきて、視界が歪む。

「眠くなってきたんです……の？」

「ああ……。疲れてんのかなぁ」

　ふわぁと大きなあくびを洩らし、涙目を擦る。

「そうです……わね。わたくしもなんだか、眠く……」

　乃恵瑠が、その言葉を最後にコテンと首を落とす。

「おい、こんなところで寝ると風邪を引くぞ」

　彼女の肩を揺すろうとするが、

「うぉっ……と、とと……」

　足がもつれて床に尻もちをつく。そのまま立ち上がることもできずに、芋いも虫むしのように藻も掻がいて、足あ掻がいて。

　しかし、全身を蝕むしばむのは、――猛もう毒どくじみた睡すい魔ま。

　太ももに爪を立てて抵抗を試みるが、痛みを感じない。いや、オレの手がちゃんと動いているかどうかさえわからない。先の見えない恐怖がまとわりついてくる。

「なんだって……いうんだ……？」

　嘔おう吐とするかのごとく声を絞しぼり出すが、原状回復の役には立たない。ただ、音を洩らした。それだけ。

　やがて霧がかり、閉じられる視界。そんな隙すき間まの中で、あやふやな誰かと視線が交差する。

　あれは……。

　石崎亜希子が、

　薄く開けた扉の向こうから、

　不気味な笑みを浮かべて、……こちらを見ていた。




　オレの意識は現実から離れ、




　なんだか懐なつかしい、

　――夢を。





　　　　◆




　ぼくがピンチになったら、キミが助ける。

　シュウジがピンチになったら必ずぼくが助ける。

　昔、あのバカとそんな約束をした。

　あれは、いつだったろう？

　ふと気がつくと、どこか見覚えのある光こう景けいが目に飛び込んできた。

　……ココはどこだ？

　疑問を浮かべながら辺りを見回す。

　窓は割れ、壁は剝はがれ落ち、折れて朽くちた木材がゴロゴロと転がっている玄関。埃も積もりまくっていて、人など住めそうにもない。

　夕日が射し込む廃屋だった。

『――待てよ』

　もう一度、辺りを見回してみる。霞かすみがかった記憶の引き出しをこじ開けて、目に映る光景を照合していく。

　そう、オレはこの場所を知っている。

「どうしたシュウジ？」

　突然名前を呼ぶ声が聞こえてきて、そちらに視線を向ける。そこに立っていたのは、小学生くらいの見覚えのある少年だった。

　コイツは……京太郎？　間違いない。小さいころの明智京太郎だ。いや、なんでこんなに小さいんだ？

「おう！　今行くー」

　自分の口が勝手に動き、返事をする。そして走り出す足。ちょっと待て、勝手に動くんじゃない。だが、オレの意志を無視するこの身体からだは、京太郎の横でピタリと止まる。

　すると、小さな京太郎は満面の笑みを浮かべる。

「よし、みんな揃そろったな」

　周りを見回して口を開いたチビ助は、傾いた夕日が照らす拓ひらけた玄関から薄暗い廃屋の奥を指さした。

　そこでオレは、ようやく理解した。気づいてみれば、単たん純じゆん明めい快かい。

『これ――夢だ』

『と、いうことは……。ここは小学生のころ、入り浸っていた秘密基地だ』

　オレが中学生になる前には撤てつ去きよされて、今は駐ちゆう車しや場じようになっている廃屋だった。

　そうだ、あの時の京太郎は……、いや、探偵かぶれする前は、オレのことを『シュウジ』と呼んでいた。

　京太郎は運動が苦手なはずなのに行動的で、みんなを引っ張っていたんだ。

　そう、オレたちのリーダー的存在だった。すごく頼たよれる少年で、大人からも一目を置かれていたように思う。

　それから、よく遊び場を見つけて教えてくれた。この廃屋――秘密基地もそうだ。

　今となっては迷惑なヤツだが、まっすぐ突き進むところはこのころからあんまり変わっていないような気がする。

「ようやく奥にいけるよな」

　クロが、よく日に焼けた顔で笑いながら言葉を発し、ケンちゃんが答える。

「そうだな。女子たちがいると、怖がって奥に行かせてもらえないからな」

　あのころは、オレ、京太郎、クロ、ケンちゃん、文美、みさちーの六人で遊ぶことが多く、みんなで見つけた近所の廃屋を秘密基地として使っていた。といっても、使っていたのは玄関付近の狭い部屋だけだったので、男たちは少し不満で奥の方にも足を伸ばしてみたかったのだ。廊下の板が外れて穴が開いているところがあったり、奥の方には日が入りにくいのか薄暗くて気味が悪いこともあって、文美とみさちーは怖いからと拒否していたのだ。

　しかし、女子二人が用事があって遊べないというこの日。ついに男たちは、探検気分でその未み開かいの地に足を伸ばしてみたのだ。

　京太郎を先頭に、坊主頭でひょろっとしたケンちゃん、それから小こ柄がらで左目の泣きぼくろが印象的なクロ、最後にオレと一列になってギシギシと音を立てる廊下を進む。

「何があるんだろうな。……京太郎は、一人でこっそり奥に行ったことはないのか？」

　子供のオレが、脳天気な声で京太郎に質問を飛ばす。

「ないんだよ、シュウジ。ぼくも行ってみたかったんだけどさ。こういうのは、やっぱりみんなで行かないと面白くないよね。あはははは」

　そう返す少年だったが、乾かわいた笑い声をあげている。まぁ、京太郎はこの時には幽ゆう霊れい関係、怪かい奇き系はダメだったので、単純に一人だと怖くて奥には行けなかったんだろう。

　床に開いた穴に気をつけながら、おそるおそる慎しん重ちように奥に向かって進むオレたち。そんな中、元気いっぱいのクロが走り出した。身軽なヤツなので、穴に落ちる可能性など考えていないのだろう。

「危ないぞ、クロ。気をつけるんだ」

　壁に張りついてゆっくり進む京太郎を追い越したクロは、「平気平気」と言ってオレの手を引っ張る。

「おっと、あの部屋広そうじゃん。修司くん、入ってみようぜ」

　クロは目の前にある扉を「ロケットパンチ！」と叫びつつ、拳こぶしを当てて押す。コイツはロボットアニメが大好きで、よくロボットの必殺武器のマネをしていたよな。

　開いた扉の奥にあった部屋は、リビングみたいだった。

「すげー、ボロボロだな」

　部屋の中を目の当たりにしたオレは、口から感想を洩らす。

　スプリングの飛び出したソファーや、画面の割れたテレビなどが散乱していたからだ。

「ここ掃除したら、もっと広く使えそうじゃないか？」

　続いて入ってきたケンちゃんが扉を閉める。どうやら、京太郎は慎重すぎてケンちゃんにも追い抜かされたようだ。

　オレたち三人は何か面白いものがないか、部屋の中をグルグルと歩いてみる。

「ゴミばっかりだよな。ケンちゃんのところは？」

　クロがソファーの下を覗き込みながら、訊ねる。

「んー、埃がすごいだけで。面白そうなものはなんにも」

「だよなぁ」

　オレがケンちゃんに同意した時だ。

　ドンドンドンと誰かがリビングの扉を叩いた。

『なぁ、みんな。鍵でも閉めたのか？　全然開かないんだけど』

　一人廊下に閉め出された京太郎の声。

「ケンちゃん、鍵閉めたか？」

　オレの問いにブンブンと首を横に振る少年。

「京くん。鍵閉まってないってよ。ほら……？」

　クロが、ノブを回して引っ張る。――が、開かない。きっと鍵が錆さびついてて壊れていたんだと思う。しかし、当時のオレたちは小学校低学年。部屋に閉じこめられてどうしていいかわからず、パニックになった。

「あ、開かないぞ。どうしよう、どうしよう」

　ガチャガチャとノブを回すクロ。だが、ドアノブはグルグルと回転するだけだ。

「ちょっと、かわってくれ」

　クロを押し退けたオレは、同じようにドアノブをいじる。ダメだ。このドアノブは壊れている。

「なんで、なんで開かない？　閉じこめられたのか？」

　頭を抱えながら、そわそわと歩き回るクロ。

「ド、ドラマなんかで体当たりで壊したりしてた」

　ケンちゃんの提案に頷き、試してみる。

「全然びくともしない」

　それもそのはず、三人いようとも小学生には扉を破れるほどの力はない。それから、この扉は中側に向かって引くタイプの扉だ。蝶ちよう番つがいが逆についていたら、少しは手応えを感じられたかもしれなかったがな。

『おい、みんな！　大丈夫か？』

　必死にオレたちを励はげましている京太郎の声。向こうからも扉を叩いたり、ノブを回したりと色々やってくれてはいるのだが、扉が開く気配はない。

　ならば窓から出られないかとオレたちは木製の窓に取りかかるが、こちらも動かなかった。窓ガラスは割れているけど格子状になっている窓枠自体が小さすぎて子供でも通り抜けられず、いよいよどうしようもない。

　オレは扉の前に戻り、焦りながらドンドンと叩く。

「京太郎？　どうだ、なんとか開かないのか？」

　部屋の外でがんばってくれているはずのリーダーから返事がない。

「……京太郎？」

　もう一度名前を呼んでみるが、やはり返事はなかった。

　もしかして、帰ってしまったのだろうか。アイツは怖いものが苦手だから、薄暗い廊下に一人取り残されるのは耐えられなかったのかもしれない。

　いや、取り残されたのはオレたちの方だ。

　ゆっくりと日が沈んでいき、光の届かない部屋の奥の方から暗くなっていく。

　ギィギィギィ。バサバサバサッ。

　鳥が鳴き声を上げて飛び立ち、ガタガタガタと風が窓を揺らす。その音にビックリしたオレたちは肩を寄せあって固まり、顔を見合わせる。

「「「………………」」」

　やがて風が止やみ、静寂に包まれる。

　そして――。

「うわぁあああん！　おれたち、一生ここから出られないんだよ！」

　不安に負けてしまったケンちゃんが大声で泣き出した。そして、その不安は伝でん染せんする。すぐに、クロも声を上げて泣き出す。

「あー、泣くなよ。大丈夫だって」

　ケンちゃんの肩を叩き、クロの黒い髪を撫なでながら宥なだめる。だけど、オレにも不安は募るもので、泣かないように我が慢まんするのがやっとだった。

「……京太郎」

　オレはもう戻ってこないかもしれない親友の名前を情けなく呟いて、その場に座り込む。この時、なんだかんだいってアイツに頼っていたんだと――実感した。アイツがいなくなっただけで、こんなにも重たい気持ちになったのだから。

　どうしようもないほどの恐怖に捕らえられていたんだと思う。オレはケンちゃんとクロの手を取って、ずっと握っていた。

「ヒック……。な、なんか聞こえないか？」

　ケンちゃんが泣きながら、オレの手をきつく握る。

　扉の横の壁からガリガリ、バキバキと大きな音がしだしたからだ。

「な、なんなんだ？　なんの音なんだ？」

　暗くはなってきていたが、まだまだ見えないわけではない。オレは音がする場所を見つめながら、ケンちゃんとクロの前に出る。身体の大きなオレが、二人を守らないといけないと思っての行動だ。

　音は段々大きくなる。

　ガリガリバキッ。メキメキ。

　それに比例してオレたちの恐怖心も大きくなっていた。何か得体の知れない怪かい物ぶつが壁を破って出てくるかもしれないと子供心に怯おびえていたんだ。

　オレたちは恐怖心を押さえながら、音のした方に視線を向ける。子供の拳ほどの小さな穴から聞こえてきたようだ。

　やがて、その穴の周辺がゴキゴキと膨ふくらんで――。

「うわぁっ！」

　咄とつ嗟さにケンちゃんとクロの上に覆い被さる。何があってもコイツらを守るんだ！

　しかし、穴から出てきたのは、

「みんな、大丈夫かっ！」

　青い顔をして「はぁはぁ」と息を弾はずませた、オレたちのリーダーだった。どっかから見つけてきた太い木の棒で腐くさって穴の開いていた木壁を破ったようで、汗だらけ泥まみれになっていた。

　薄暗い廊下で一人作業をしていたのがよほど怖かったのか、足がガクガクと震え、立っているのもやっとという状態なのに、オレたちの姿を見ると引きつりながら笑みを浮かべていた。きっとオレたちの不安感を取り去ろうと思っていたのだろう。

　その証拠に、目尻には涙が光っていたのを憶おぼえている。

「京太郎くん！　ありが、とう。うわぁぁああああん！」

　安心しきったケンちゃんが、京太郎に飛びついた。オレもヤツの顔を見て、安あん堵どする。やっぱり帰ったんじゃなくて、オレたちを助ける方法を探してくれていたんだ。

「よし、みんな。もう暗くなってしまう！　早く外に出よう！」

　リーダーの号ごう令れいで、頷くオレたち。

　まず、クロが穴から外へ。続いてケンちゃん。そして京太郎。最後はオレの番だが。

「ぐ、ぐぎぎぎ……。ダメだ……」

　――ここで問題が発生したのだ。

　オレの身体が大きすぎて、肩が穴に通らない。

　仕方なく穴から元の部屋へと這はい戻ると、京太郎が外から声を飛ばす。

「よし、すぐ大きくするから待ってろ、シュウジ！」

　ガンガンと壁を叩く音。だが、穴は一向に大きくならない。腐って脆もろくなった部分はすべて破壊されてしまい、頑がん丈じようなところだけが残ったようだ。

　誰もいなくなり、一人残された部屋を見渡す。

「オレだけが、……出られない？」

　愕がく然ぜんとした絶望。恐怖で身体が震える。さっきまではクロやケンちゃんが一緒にいたから、自分がなんとかしなきゃと思ってがんばれた。しかし、今はどうだろう。

　誰もいなくなって、さらに広く感じるリビング。徐々に暗くなっていく室内。どうしようもないほどの不安に押しつぶされて、――じわりと目に涙がにじむ。

　自分はずっと出られないんだと、自じ暴ぼう自じ棄きになる。

「弱気になるな、シュウジ。絶対外に出られるから」

　京太郎はそう言うと、穴からこのリビングに戻ってくる。オレの側そばで元気づけようとしてくれているようだ。

　そして、穴の外にいる二人に声をかけた。

「クロ、ケンちゃん。誰か呼んできてくれ！」

「わ、わかった、京くん！」

　クロの返事と共に駆けていく二人の足音が聞こえる。

　だけどこの時のオレは、完全に気が滅め入いっていた。

　開かない扉、通れない窓、壊れない壁。どれもがオレを拒こばんでいるように見えてしまっていた。もう外には出るなといっているように思えたのだ。

「オレ、ずっとここにいなければならないのかな？」

　と、同じような言葉を繰り返すオレを、

「ぼくが絶対助けるから、落ち込むな！」

　京太郎は手を動かしながら、励ましてくれた。

「――でもさ」

「あーもう！　シュウジらしくないぞ！　シュウジは、ぼくの親友の小林修司は、もっと強いヤツだろ。犬に吠えられた時もかばってくれたし、土手で転んで怪我した時も、家まで送ってくれた。そんな強くて優しいヤツじゃないか！　だから、落ち込んでいないで顔を上げているんだ。今度はぼくが助けてみせる！」

　その言葉で目が覚めた。

　何を泣いているんだと思った。

　立ち上がって何か壁を削れるような物、落ちていたソファーの足を摑む。堅くて使えそうだ。

「一人でやるより二人の方が早いよな！」

「シュウジ！　そうさ、二人でやれば絶対出られるさ！」

　日はどっぷりと落ち、月明かりが窓から射し込んできてもオレたちは作業を続けた。ガリガリ、バキバキと少しずつ穴を大きくしていく。

　もう少し、もう少し。

　勢いをつけてキックを入れると、ギシギシと壁の一部が大きく剝げかかった。あと何回か衝撃を加えれば、壊れて大きな穴が開く。希望が見えて、興奮しながらも安堵する。

　薄汚れた顔で笑みを浮かべた京太郎は、格かつ好こうをつけながら言葉を発した。

「男同士の約束をしよう、シュウジ」

　そう叫んだ京太郎が、壁に蹴りを入れた。

「ぼくがピンチになったら、キミが助ける！」

　今度は助走をつけて壁を蹴る。

「シュウジがピンチになったら必ずぼくが助ける。破ったらハリセンボンだ」

「ああ。オレも、お前がピンチになったら必ず助ける」

　交互に壁を蹴りながら、叫び続けた。

　オレもきっと変なテンションになっていたんだろう。二人して笑いあい、男同士の約束を交わした。

　――本当に懐かしい夢だ。

　あれからクロはすぐに転校してしまって、ケンちゃんとみさちーは中学までは一緒につるんでいたが遠くの全ぜん寮りよう制せいの高校に行ってしまった。オレがケータイを手に入れたのは高校生になってからなので連絡先がわからないのが難点だが……、そういえば、春休みに遊んだ時に番号交換しておけば良かったな。

　あのころのオレは一番身体が大きくて、そのせいもあって、自分がみんなを守らなければいけないなんて考えていた。だから、小さいくせにみんなの先頭に立とうとがんばる京太郎に惹ひかれていたんだろうな。オレの方がケンカは強かったけど、アイツをリーダーと認めていたのも、そういう理由からだった。

　まぁ、家族のことがあってからあんなに迷惑なヤツになってしまったが、あのテンションは二重ちゃんのためにやってるんだとオレは思っている。

　オレに対して裏でやっていたあのことも、京太郎が二重ちゃんのこととなると周りが見えなくなるだけだ。たとえオレに嫌われても、二重ちゃんが幸せになればそれでいいなんて、そんなことを考えていたんだろう。あんなめちゃくちゃな手段でもヤツなりに必死に悩んで実行したんだ。

　一つのことに熱くなるところは昔と全然変わっていないが、お前には自じ己こ犠ぎ牲せいは似合わない。今回の旅行の件みたいに、最初から相談してくれれば良かったのにさ。

　お前とオレは、腐れ縁しんゆうだろうがよ。

　結局、この廃屋からすぐに出ることができたんだが、そのあとが大変だった。

　クロが連れてきたクロの母ちゃんに、「危ないことはするな」と全員一発ずつぶん殴られてすごい叱られたんだ。

　それから秘密基地に立ち入り禁止令が言い渡されてしまいガッカリすることになったのは――いい想い出か。

　ぼくがピンチになったら、キミが助ける。

　シュウジがピンチになったら必ずぼくが助ける。

　この出来事は、未いまだにアイツのセリフと共に憶えているし、これからも忘れることはないだろう。
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　扉を開けて入ってきたのは、やはり石いし崎ざきさんだった。

　オレたちを誘ゆう拐かいし、ここに監かん禁きんした犯人は、――石崎亜あ希き子こ。

　そして、白しろ田だ和かず一ひとさんの誘拐も彼女がやったのだろう。

「あらあら、目を覚まされたようですね。まぁ、そう多くは入れなかったからかな」

　くすくすと可お笑かしそうに、懐ふところから出した薬の小こ瓶びんをちらつかせる女子大生。

　――睡すい眠みん薬やく。

　オレたちの飲み物に薬を混入させたのは、彼女に間違いない。そして、その睡眠薬の存在を知って、思い当たったことがある。

「そうか……。紫し織おりさんが事故った時、西山さんが深く眠っていたのもアンタの仕し業わざかよ」

　床に這はいつくばりながらも上体を反らして彼女を睨にらみつける。そう考えると、辻つじ褄つまがあう。きっと彼女は、西山さんにも睡眠薬入りの飲み物を差し入れたんだ。

「正解です。と、言いたいところですが、残念。――不正解」

　石崎は小瓶を両手で弄もてあそびながら、オレの言葉を否定して口元を歪ゆがめた。

「……でも、さすが小こ林ばやしくん。やっぱり捕まえてよかったわ。肝きも試だめしイベントの時のように、何かの拍ひよう子しであたしたちの計画に気づかれてしまったら堪たまらないものね。それから、乃の恵え瑠るお嬢じようちゃんの推理力も厄やつ介かい。だから、お二人をここにご招待したというわけ」

　…………はぁ。と、大きく息を吐き出す。

　乃恵瑠の言っていた通りだな。オレには推理力なんてほとんどない。あれは偶然にも紫織さんがポロッと洩もらしたから、わかっただけのことだ。つまり、この人の勘かん違ちがいでオレは捕まったというワケか。

　しかし、怪け我がの功こう名みようとも思うべきだ。オレが肝試しイベントのトリックに気がつかなかったら、乃恵瑠だけが捕らえられていたかもしれないからな。だから、オレがこの場所にいることが、なんらかのプラスに働けばいい。

　そんなことをつらつらと考えていると、

（修しゆう司じくん。修司くん）

　手をぺしぺしと指で小こ突づかれ、乃恵瑠の小さな声が耳じ朶だを叩たたく。

（もう少しで縄なわがほどけそうなんですのよ。なんとか、石崎さんの気を惹ひいていてくださいませんか）

　光こう明みようが見えてきた。

　オレも一緒に連れてこられた意味が、確かにあった。

「石崎さん！　なんでこんなことしてるんだよっ？」

　威い嚇かくするかのごとく、大声で理由を訊たずねる。怒っていることもあるが、注意をオレに向けさせるためでもある。

　そんなオレの思おも惑わくにまったく気がつかない女子大生は、問いかけに正直に答えてくれた。

「こんなことって……。まぁ、平たく言えばお金ですよん。身みの代しろ金きんをがっぽりいただくって寸法です。なんせ白田家は、屋や敷しきをいくつも持っている大だい富ふ豪ごうですからね。息子むすこを誘拐できれば、あとは楽して金が手に入る」

　指で円をつくるジェスチャーをして答える犯人。結局金かよと、心の中で落らく胆たんと軽けい蔑べつを向ける。

　いや、待て。……コイツは、重要なことを言ってたぞ。

『あたしたちの計画』

　……確かにそう口にした。即すなわち、犯人は複数。間違いない。

「アンタの他に関与している人物がいる！　そうだな？」

　つい感情が高ぶってしまい、ギリギリと奥歯を嚙かみ締めながら訊たずねる。

「そりゃ、もちろんですよ。いくらあたしでも、意識を失った人間二人も運べませんからね。それじゃ、入ってくださいな」

　彼女はあっさりと認め、部屋の外にいる人物を招まねき入れた。

「ほっほっほっほ。失礼しますよ」

「か、景かげ山やまさん……。アンタもか……」

　それは、白田家を執とり仕切る老ろう紳しん士し、景山だった。

「あたしたちのリーダーの景山さんですね」

　石崎が景山を紹介する。リーダーということは、コイツがボスか。

「いやはや、リーダーと言われましても、ある一団の代表という感じでしょうかね」

　あくまで笑みを絶やさない誘拐犯たちに怖おぞ気けが走る。

　コイツらは、紫織さんが事故にあった時も、和一さんが行方不明になったという話を聞いた時も、心配しながら心の中ではほくそ笑んでいたのか。

「テメェら……！」

　縛しばられたままだが、身体からだを捻ひねらせて暴れる。

「ナイス、修司くん！　さっきのでうまく縄が解けましたわ！　そして、謎なぞも解けましたわ！　これこそ、一石二鳥ですわね！　おーっほっほっほっほっほ！」

　自分を縛っていた縄を投げ捨てながら、――ゴン！　と、すごく大きな音が響く。

「あいたぁあっ！」

　声を吐き出して、乃恵瑠がうずくまる。オレのうしろで起こっていることなので確認はできないが、想像するに、……勢いよく立ち上がって、頭を思いっきりぶつけたらしい。オレたちが転がされていたのは、机の下だからな。

　つーか、心の中で焦あせる。

　なんで、もっとこっそりしないのかよ！　と、叫びたい気持ちでいっぱいだ。

「あら縄がとけましたか。あーもう。緩ゆるくしすぎましたかねぇ！」

　縄を結び直そうと乃恵瑠に近づいてくる石崎を、景山が腕を振って止める。

「おやおやお嬢様、何がわかったのですかな？」

　そう訊ねながら、近くにあった木の椅い子すを引き寄せて座る。それは乃恵瑠一人が自由でも、今の状況を覆くつがえすことができないという余裕に見えた。いや、実際に余裕なのだろう。ドリルが自由になったとはいえ、オレは縛られたままなのだ。

　一対二という不利な状況下。さらに相手は武器を携帯している可能性もある。

　それから、石崎の側そばに寝かされている和一さんやオレを人ひと質じちに取ってしまえば、乃恵瑠にはなすすべがなくなってしまう。

　ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべながら乃恵瑠を見やる、――景山。

「それで、何がわかったのですかな？」

　そして、もう一度問いを口にする。く、完全にこっちを舐なめてやがる。

　……悔くやしい。乃恵瑠コイツの力になれるかもと意気込んでいたが、実際はどうだ？　ただの足手まといじゃねぇか。ちくしょう。

「ふん、まぁよろしいですわ。どうせ、捕らわれの身ですもの。開き直って今回の事件についての答え合わせでもしておきますわ」

　乃恵瑠の声と共に、ギシッという効果音が上から降ってきた。きっと、机に腰掛けたんだろう。白い足が、机の脚の間でブラブラと揺れている。コイツ、すごい度ど胸きようじゃねえか。見ていてハラハラする。

「――さて、白田和一さんの誘拐は、いつ、誰だれが行ったか。それを推理しますと、色々と答えが見えてくるものですわ。そうですわね、修司くん？」

　机の脚の間から、金髪少女がにゅっと顔を覗かせる。いや、オレに同意を求められても困るんだが。つーか、景山たちから目を離すんじゃねぇ！

「それは……昨夜のことですわ」

　金髪の少女は、顔を引っ込めて推理を続ける。

「紫織が病院に運ばれる時、石崎さんがつき添いました。が、果たして本当につき添ったのか？　――いえ、もっと詳しく言うならば、救急車は本当にやってきたのか？」

「オイ、乃恵瑠。紫織さんは、あれだけ大きな怪我をしてたんだ。救急車が来ないと、病院には連れて行けないだろーが」

　思わず乃恵瑠の推理にツッコミを入れる。

「わたくしたちはあの出来事のあと、すぐに食堂に集まって待たい機きしていましたわ。そして、紫織の無事が確認できたのは、石崎さんの電話報告だけです。誰も救急車のサイレンの音を聞いていませんし、その救急車に乗り込む紫織と石崎さんの姿を確認していません。ならば、夜に帰ってくると言っていた和一さんを外で待ち伏せることは可能だと思いませんか？」

　そうするとだな……。

　石崎は紫織さんにはつき添わず、和一さんを拉ら致ちした。と、いうことになる。

　いや、待て。そこでオレは、思い至ってしまう。

　乃恵瑠の言っていることが正しいとするなら、救急車はきていない。そして、報告の電話も真っ赤な噓うそ。

　だとしたら、

　頭に大怪我を負った紫織さんは、どうなった？

　最悪の展開を思い浮かべてしまう。まさか――。

「まさか、テメェら。紫織さんを……？」

　あまりに恐ろしい想像に、身を震ふるわせる。

「いえ、修司くん。紫織は無事ですわ」

　オレの想像を真っ向から力強く否定した乃恵瑠。しかし、その声には悲しみの色が混じっているように聞こえた。

「よく思い出してください、修司くん。紫織の怪我の具合を」

　――紫織さんの怪我。

　昨夜、京太郎も気にしていたことの一つだ。

　おぼろげな記憶を、なんとか掻かき集めて思い出す。

　彼女から流れ出た赤い液体に蹂じゆう躙りんされた部屋。凄せい惨さんな風景。

「あれだけ大量の血液が出ていたら、ショック死してもおかしくないんですよ」

「そ、そう言われると、確かに！」

　尋じん常じようじゃない量の血液だった。紫織さんのワンピースも酷ひどいくらいに真っ赤に染まっていたし、床にも広がっていた。

「あの血が、血のりや動物の血液だったとしたら、窓が開いていたのも肯うなずけます。ニオイが籠こもりすぎるのを嫌って、換かん気きのために開けていたのでしょう」

　乃恵瑠が、扉に向かって叫ぶ。




「そうですわよね、紫織！　あなたが、『誘拐グループの影のリーダー』ですわ！」




　乃恵瑠の発した一言に、ガツンと頭を殴られたような衝しよう撃げきを受けた。

「そんな、まさか……」

　だって、紫織さんだぜ。天てん真しん爛らん漫まんで人ひと懐なつっこい。そんな可か愛わいい少女だ。そのはずなんだよ。……金かね田だ乃恵瑠。お前の言っていることは、間違いだよ。

　乃恵瑠の吐き出したセリフに嫌けん悪おし、顔を歪めて扉を見つめる。

　ほらな、誰もいないじゃないか。ゆっくりと扉が動いていくが、気のせい。いや、石崎か景山が糸でも結んで引っ張ってるだけなんだよ。

　なんて、心を誤ご魔ま化かしても、真実は変わらなかった。

　開いた扉の向こうには、




　――白田紫織が立っていた。




　血色のよい顔に醜しゆう悪あくな笑みを貼りつけていて、あの事故自体が演技だったことが証明される。京太郎の感じていた『紫織の怪我に対しての違い和わ感かん』とやらは、間違っていなかったのだ。

「ぱちぱちぱち。さすが、乃恵瑠おねえちゃんですの。正解ですの！」

　手を叩く白いワンピースの少女。

「おかしいと思ったんですのよ。さっき石崎さんは、『息子を誘拐できれば、あとは楽して金が手に入る』と洩らしたんですけど、怪我をして動けない紫織むすめをさらった方が簡単ではないかと、ね。しかも、紫織のつき添いという絶好の機会があるのにもかかわらず実行しなかったとくれば、紫織も犯人の一味と考えるのが妥当ですわ！

　そして、二人して和一さんの帰りを待ち、拉致した。女性とはいえ、二人いるのなら男性をさらうのは難しくない」

　あの事故の意味は、和一さんを拉致する時間を確保するためと、怪我をして病院に運ばれたというアリバイを手に入れるため、――か。

　しかし、白田紫織は目を細めながら、乃恵瑠の推理を否定する。

「いいえ、おねえちゃん。わたしと石崎さんが外に出たのは、和一にいさんの車を用意して偽ぎ装そうするためですの。わたしは車の免許を所得できる年ねん齢れいじゃないので、石崎さんに手伝ってもらったんですの」

「それじゃあ、和一さんはいつさらったんだ……？」

　その呟つぶやきが聞こえたのか、紫織はオレを見ながらにっこり嗤わらう。

「わたしが自作自演の事故を起こした時、エミリアおかあさんが警察に連絡するなと制したの、憶おぼえているですの？　あの時点で、義に兄いさんは監禁済みだったので、警察に知らせると殺すという脅きよう迫はく文ぶんを送りつけてあったですの。……おねえちゃんが屋敷にやってくる前日には、誘拐していたですの。

　そうしたら、お父さんが言うですの。お客様がいらっしゃるから、義兄さんが部屋にいるものとして扱えって。とんだ茶ちや番ばん劇げきを、私たちに強要したんですの。

　笑いを堪こらえるのが必死でしたの。くすくすくすくすくす」

　さも可笑しそうに、口元を覆おおう紫織。その表情は、まるで悪魔だった。

　ということは、ミニチュアダックスフンドのカズヒトは、最初から存在しない。




『……金は用意した。カズヒトは無事なんだろうな』




　白田兼かね継つぐ氏が洩らしていた言葉は、白田和一さんの身代金についてだったのだ。

　京太郎が洩らしていた『和一さんの部屋の不自然さ』というのが、頭に浮かんだ。和一さんは引きこもっていたはずなのに、あの小ギレイな部屋は不自然だった。そういうことか。生活感がまるでない。使われた形けい跡せきがなかったということだ。

　だが、和一さんが最初からいなかったことが真実なら、おかしなことがある。オレは、それを誰となく問いかける。

「――なら、オレたちが和一さんの部屋の前で聞いた声は誰だ？　あの時、確かに中に人がいたぞ！」

「いえ、あの声は西にし山やまさんだったのではないでしょうか」

　質問に答えたのは、乃恵瑠だった。

　それは、おかしい。西山さんは紫織の部屋に入っていたはずだ。用事があるから手伝ってくれと言って、部屋に招き入れたのを目もく撃げきしている。

　それを口にして伝えると、

「…………悔しいですけど」と、乃恵瑠は一旦言葉を句切って続ける。

「おそらく、京くんの推理はほとんど当たっていたのですわ。紫織の部屋のバルコニーの箱の中に投げ入れてあった縄ばしごを使ったのでしょう。

　三階の和一さんの部屋のバルコニーにあらかじめ縄ばしごをセットしておき、わたくしたちが和一さんに会いに行ったのを見計らって、西山さんが縄ばしごを使って和一さんの部屋に侵入。そして、和一さんのフリをしてわたくしたちを追い返した。

　あとは、外した縄ばしごを、二階の紫織が受け取ってバルコニーの箱にしまう。西山さんはそのまま、こっそり和一さんの部屋の扉から廊下に戻ればいい。

　そうすれば、和一さんの部屋に鍵がかかっていなかったことの証明にもなりますし、和一さんと紫織のバルコニーの手すりに傷があったのも、これで納得がいきます。

　なら、どうして紫織の部屋のバルコニーにも傷があったのか？　多分ですけど、紫織は自分のバルコニーで予行練習をしていた。そう、西山さんに縄ばしごの使い方の練習をさせたのだと推測できますわ」

「オイオイオイ！　西山さんも犯人の一味かよ！」

「いえ……。京くんの言っていた『犯人は誰でもいい』っていう意味がよくわかりましたわ。いいですか、紫織と和一さんの部屋は庭側にあります。あの時、庭には木き梨なしさんがおられました。縄ばしごを登る不ふ審しんな西山さんじんぶつに、気がつかないはずはありません。それが示すのは、つまり――」

　つまり、




　――白田紫織。

　――景山広ひろ重しげ。

　――石崎亜あ希き子こ。

　――西山　武たける。

　――木梨昭しよう造ぞう。




　犯人は誰でもいい……『無差別犯人』。

　その答えは、

　白田家の娘と、

　その屋敷で働いていた人物すべてが、

　―――――犯人だった。




　そして、指摘された紫織は、

「正解ですの」

　と、ニッコリと微笑ほほえんだ。




　　　　◇




　やばい！　すごく、やばい。

　オレの幼なじみであり親友である明智京太郎は、西山と一緒に出かけてしまった。

　そして、二重ちゃんも文美も、木梨のいる屋敷に取り残されている。

　――三人は無事だろうか？

「紫織……、なんでこんなことを？」

　乃恵瑠が紫織に動どう機きを訊ねだしている。

　だがオレは三人が今どうしているのか、無事なのかを知りたい。

「動機ですの？　そんなこと、義兄さんが大大大大嫌いだからですのっ！　大学に通うでもなく、働くでもなくずっと部屋に引きこもって！　気持ち悪いったらありゃしないですの！」

　なんだと。ただ単に和一さんが嫌いだからって理由で、こんなバカげた事件を起こしたのかコイツは。

「だいたい義母さんも気に入らないんですの！　父さんのお金目当てに決まっているですの！　父さんのお金がなくなれば、すぐ離り婚こんするんですの、きっと」

　それはただの決めつけだ。あの自作自演の事故の時、エミリアさんがどれだけお前を心配していたか知らないようだな、オイ！

「だから、義あ兄にを消せば義は母はを哀しませることができるですの。さらに、身代金を使って散さん財ざいさせれば、義は母はは白田にいる理由がなくなるですの。あっはっはっはっは！　素晴らしい計画ですの！」

　狂気に満ちた笑い声を上げ、棚の隅すみに投げ出された和一さんの足を踏みつける白田紫織。――だが、

「くだらねぇ……。犯罪に手を染めたお前の言い分なんざぁ、正直興味もねぇ」

　怒りで目の前が真っ赤に染まる。ギチギチミチと手足を縛るロープがイヤな音を奏かなでる。肉をつねられるような、締めつけられるような、擦るような痛みが、手首足首から伝わってくる。

「む、無駄な抵抗ですの、修司さん！　ギュウギュウに縛ってるんですの！　今すぐ抵抗をやめないと大怪我するですの！」

「そうですわ、修司くん。落ち着いて！」

　るせぇ！　何もしなくてもここまで秘密を知ったんだ。どうせ、無事ではいられないだろうがよ！　オレは、コイツらを一発ずつぶん殴らないと気がすまねぇんだ！

「兄が嫌いだとか、母親が気に入らないとか……。実にくだらねぇ！」

　イヤなモノがあるので消してしまおうなんて、ガキ過ぎる。短たん絡らく思し考こうもいいトコだ。




　オレは、知っている。

　ケンカの絶えない家庭環境で、精神を摩ま耗もうさせながら暮らしている少女。

　ある日突然いなくなった両親に絶望して、グレてしまったけどなんとか更こう生せいした少女。

　それでもその両親を必死になって捜さがしている少年。

　紫織の言うことすべてが子供のワガママだ。両親共に健けん在ざいで、家族円満なオレが言えた義理じゃないが、オレは京太郎たちの苦労をずっと身近で見てきたんだよ。

　現実を受け入れられなくて、事件を起こして逃げたテメェは実にくだらねぇ！




　ミシミシと骨が軋きしむが、力を緩めない。

　そんなオレの必死な形ぎよう相そうに恐怖したのか、紫織がオロオロと狼狽うろたえ出す。

「しゅ、修司さん！　大人しくしないと、わたしの仲間があなたのお友達を……」

　こともあろうにコイツは、京太郎たちを人質に使うと、そう言いやがった。

　オレの大事な者に、危害を加えると宣言したのだ。




　白田紫織の発言に、

　――キレた。




「やってみろよ、テメェ！」

　縛られた足でバランスを取りながら立ち上がると、その言葉を吐き出した紫織に一足で跳とんで詰め寄る。

「ひっ」

　小さな悲鳴を上げて後あと退ずさり、そのままうしろの扉にぶつかって止まる。

「ちょっと、小林くん！」

　石崎が割り込んでくるが、肩を使って押し退のけて進む。

　退路がなくなった紫織は、懐から何かを取り出した。

「それ以上、近づくとこれを使うですの！」

　その何かを振り回しながら、威嚇する。

　ギラリと光る刃物。……果くだ物ものナイフ。

「修司くん、落ち着くのですわ！　それ以上紫織を刺激してはダメですわ」

　テーブルから飛び降りた乃恵瑠が、オレの服を摑つかんで引き抱く。

　ち……、舌打ちを一つこぼし、乃恵瑠の腕を振り解ほどいて床に座り込む。そうだった。捕らえられているのはオレだけじゃないんだ。乃恵瑠もいるし、ある意味京太郎たちも捕まっているようなものだ。一気に頭が冷え、現実に引き戻された。

　さて、どう動く？　京太郎たちが助けにくると信じてはいる。しかし、オレたちが拉致されたことを知っていなければ、その可能性は低い。

　オレと和一さんは縛られたまま。乃恵瑠は自由に動けるが、唯ゆい一いつの出入り口である扉は、紫織、石崎、景山の三人が塞ふさいでいる。

「ふぅ……。そうやって大人しくしていれば、いいんですの……」

　ナイフを手でクルクルと回しながら、まったく動かない和一さんの状態を横目で確認する紫織。和一さんを人質に使わないのは、もしかしたらもう――。

「そうですな。下手なことをしない方が、身のためですぞ。ほっほっほっほ」

　椅子に座ったままの景山が、余裕ぶった言葉を吐く。倒れ込んで頭突きでもかましてやろうと思ったが、その後の展開を考えるとやるわけにはいかなかった。逆上されて、他のヤツらに手を出されたら目も当てられない。

　どうすればいい？　本当に何もないのか？　せめて、乃恵瑠だけでもここから逃がすことはできないかと、そんなことをグルグルと思考する。

　誰もが無言で、膠こう着ちやく状態が続く。

　オレは乃恵瑠の前に陣じん取どり、彼女を守る。

　犯人グループは、慎しん重ちようなのかうかつに近づいてこない。紫織が見せたナイフでも奪い取られれば、形けい勢せい逆ぎやく転てんもありえると思っているのかもしれない。

　十分ほど、そうしていただろうか……。

　ついに均きん衡こうが崩れる事態が起きた。

「っ！」

　石崎の携帯電話ケータイが、けたたましい音を鳴り響かせたのだった。

　苦にが々にがしい表情を浮かべた石崎が、画面を確認してすぐに通話ボタンを押した。視線は一瞬だけ画面に移したが、通話中はずっとオレたちの動どう向こうを見続けている。

「どうしたの、西山？」

　相手は西山のようだ。彼女はそのまま二言、三言会話をすると、驚きの表情を貼りつけて隣となりの紫織に声をかけた。

「明あけ智ち兄あにが、姿を消したと言ってます、紫織お嬢様」

「え？　そ、それは本当ですの？　どういう状況で、そんなことになったんですの？」

　携帯電話ケータイに耳を押しつけながら、石崎が言葉を続ける。

「岬みさきの先の灯とう台だいまで行ったら、明智兄が『一人で考えたいことがある』と言うので、西山は車で待っていたそうだけど。まったく帰ってくる気配がないので見に行ったら、姿がなかったと……。辺りを捜し回ったが、タクシーに乗り込んだようで、そこから先の足取りがさっぱり……はぁっ？　三十分前ですって？　報告遅過ぎよ！」

　続いて、景山が携帯電話を取り出す。こちらはマナーモードにしていたようで、バイブ音が洩れていた。

「なんと、そうですか。ほっほっほ。やられましたな」

　通話を終えると、そのまま紫織に内容を伝えた。

「屋敷におられたお嬢様二人も部屋からいなくなったと、木梨さんからです。避ひ難なん用の縄ばしごを使ったらしく、バルコニーにかけられていたそうです」

　さすが京太郎だ。西山の態度を変に思ったアイツが、二ふた重えちゃんと文ふ美みに連絡して、逃げるように言ったんだよ。

「ま、まずいですの」

　焦りながら頭を抱かかえる白田紫織。

　どうしていいかわからないといった表情で、石崎、景山の顔を順番に見てから、オレと乃恵瑠に視線を泳がせる。

「残念だったな、テメェら。もう少しちゃんとアイツを監かん視ししておけばよかったのによ」

　オレは、思わず笑みを浮かべて口を開いていた。




　ああ、そうさ。オレには、わかる。

　京太郎は、ここにくる。

　いつもは破は天てん荒こうではた迷惑なヤツだが、

　アイツはな。

　すっごく頼りになるんだよ。




　――かつんかつん。カツカツカツ。コツコツ。

　廊ろう下かから複数の足音が聞こえてくる。




　乃恵瑠がオレの肩をギュッと摑む。

「心配するな、乃恵瑠。すぐにあのバカ野郎が、解決してくれるだろうさ」

「え、ええ……」




　そして、扉が大きく開かれ、

　探偵ルックの少年が、

　二人の少女を引き連れて、

　――乱入する。




「やぁ、小林くん。待たせてしまったね！」




　明智京太郎ヒーローはニョリソと口元に笑みを浮かべると、

　帽子の位置を直しながら、言い放った。




「キミたちの罪を数えたまえ」――と。

　どこの特とく撮さつヒーローだよ！




　　　　◇




「あら、シュウさん。面白い格かつ好こうをされていますね」

「シュウはＭだから縛りプレイが好きなのよ」

　開口一番、そんなことを口にする二重ちゃんと文美。

「そんなことを言ってる場合じゃねぇ！　気をつけろよ、お前ら」

　幼なじみたちに注意を促うながす。犯人たちのバックを取ったからって、あっちには刃物という武器があるのだ。それを振り回されれば、オレたちもただではすまない。それに、木梨や西山が駆けつけてくる可能性もある。

　だがしかし、まだ有利であるはずの紫織が顔を青くして俯うつむく。

　そうか。京太郎たちがココにいるということは、もうエミリアさんや警察に連絡がいっている可能性が高い。

「どうして、この場所がわかったですの……？」

「ふむ、そうだねぇ」

　顎あごに手をやった京太郎は、順を追って説明する。

「始まりは、二重からのメールだった。小林くんがいなくなったっていうメールがね。ついでに、乃恵瑠くんもいないということだったけど。これだけだったら、二人で行動してるんだなって思うよね。……でも二重のメールには、重要なことも書かれていたんだ。

　小林くんのケータイが部屋に置きっぱなしだし、着替えもそのままってね。つまりそれは、寝間着代わりのジャージで行動しているってことなんだ。それは、さすがにおかしい。

　朝に、和一さんがいなくなったと騒いでいたからね。何かに巻き込まれたんじゃないかと考えたのさ。たとえば、和一さんと同じようにどこかに連れて行かれた――とかね」

　トントンとこめかみを叩いて、続ける。

「――とすると、どこに連れて行かれたのか？　近いところに、誰もこなくて監禁するのにピッタリな場所があるじゃないか。それがココさ。こういう悪事は、手元……近場に置いておきたいのが人間の心理だからね。カンに頼ったところもあるけど、紫織くんがひねくれ者じゃなくてよかったよ」

　推理を披ひ露ろうして一息吐つくと、

「それで小林くん。今、どういう展開になっているんだい？　状況を少し話してくれないか？」

　オレに説明を求めた。

「いやいやいや、そんなに悠ゆう長ちように構かまえていていいのかよ！　まずは、コイツらを縛ってだな！」

　のんきに推理をしようとしている推理バカに口を挟はさむが、

「いいんだよ、小林くん。この方々には、何もできないさ。ぼくの考えている通りならね。そうだろう、紫織くん？」

　と返してきた。

　確かに、その言葉通り紫織たちは動く素振りを見せない。

　オレだけ蚊か帳やの外に思えてすごく腹が立ったが、犯人グループの動向に気をつけながら、今まであった出来事を説明してやる。

　石崎に睡眠薬を盛られてここに連れてこられて、

　景山がある一団のリーダーで、

　和一さんは最初から誘拐されていて、西山が彼のフリをしていて、

　紫織の怪我は自作自演で、和一さん誘拐の計画を立てた真犯人で、

　それを乃恵瑠が推理して、その通りだった。

　ごく簡単に要点だけを話すと、

「ありがとう。小林くんのお陰かげで、昨日ぼくが怪あやしんでいた四つの謎がすべてとけたよ。うん。これは、アガサさんの『オリエントなヤツ』と、ごほん。いや、それどころじゃなかったね。あやうくネタバレするところだったよ」

　言葉を濁にごしながら、ニヤける。……ムカつくなぁ。

　そして、景山と石崎を交互に指さしながら問いかけた。

「石崎さんと景山さん。……偽ぎ名めいですよね？」

　は？　突とつ拍ぴよう子しもないセリフだったので、オレの目は点となる。どうして、そんな疑問が……？　いやコイツ、景山と石崎に会った時に、名前のことを訊いていたな。

　すると、オレの表情を見て悟さとったのか、京太郎は胸を張って答える。

「いや、小林くん。これは知識からの推理になるんだよ。

　あの『謎解きを夕食後に行うヤツ』に登場する執しつ事じの名前は『かげやま』。そして、『ミタじゃない方の家か政せい婦ふ』の主人公の名前が『いしざきあきこ』。これは、偶然とは思えないよね。だから、多分偽名なんだろーなと、最初から思っていたのさ。すると、なんらかの意味があって偽名を使っているということになる。

　しかし、わざわざ館に勤つとめるにあたって『かげやま』、『いしざきあきこ』なんて執事や家政婦の偽名を使うだろうか。じゃあ、これはわざと名乗ってるに違いない」

　ええっ？　そうなのか、この二人は偽名？　頭の中をハテナマークで埋うめ尽くしているオレをほったらかしにして、言葉を続けるチビ助。

「さらに、景山さんが何かの一団のリーダーということは……。偽名を使っているところから考えるに、役者さん。劇げき団だんとかそんなことをやっている！」

　はい？　おおーい、京太郎。置いていかないでくれー。

「さすが、明智様。正解でございます。本名は品しな川がわ広重と申します」

「それから、あたしは岩いわ田た亜希子。苗字は噓だったけど、亜希子は本当だよん。品川さんの劇団に所属してます」

　さっきまでの殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きがすっかり抜けたお二人。何？　役者？　劇団？　どういうことだよ、これは。

　意味がわからないオレは、頭をフル回転させて理解しようと努つとめる。

「小林くん、これでわかっただろ？」

「いや、わかんねーよ！　なんなんだよ、いったい！」

　オレの言葉にヤレヤレと肩をすくめた京太郎。

「いいかい、小林くん。品川さん、岩田さんは劇団の役者さんだ」

　ああ、そうな……のか？　本当に？

「さらに、拘こう束そくが解けた乃恵瑠くんを自由にさせすぎている」

　そういえば……、確かに。

「その答えは、この方々は最初からキミたちに危害を加えるつもりがなかったってことなんだ」

　ん？　ということは、どういうことだ？

　オレは一つ一つ口に出しながら、状況を整理する。

「犯人グループは実は役者で、オレと乃恵瑠をさらいはしたが、驚かせるだけで危害を加えるつもりがなかった？　と、いうことなのか？」

　オレの百ひやく面めん相そうに満足した京太郎は、

　――口を大きく開けて言い放った。




「そう、これはね、盛大なドッキリだったんだよ！」




「はい？」

　これは、ドッキリ。ドッキリだったんだよ。

　頭の中で京太郎の口にした言葉を反はん芻すうする。

「いやいやいや。ちょっと待てよ。和一さん、さらわれてんだぜ。ドッキリなんてコトはないだろう。そこに倒れている和一さんは、誰なんだ？」

　すると、二重ちゃんが、

「足だけのマネキンですね。これ」

　軽そうにヒョイッと持ち上げて教えてくれた。

　うまく棚の死角に配置して、オレから足しか見えないようにしていたらしい。

　だ、騙だまされた!?

　キッと紫織を睨みつける。

「えーと……、ごめんなさいですの」

　彼女はナイフを床に置いて謝った。いやいやいや、そんな素直に謝られても困るんだが、なっ！

「そのナイフ。超危険物だぞ！」

「あ、これ、ゴム製のおもちゃですの！」

　オレの指摘を、指で刃を曲げることによって証明させる紫織さん。

「つーか、何か？　これは紫織さんの仕組んだドッキリだったってワケか、オイ！」

　なんとも気分の悪い騙し方だ。オレは、本気で怪我をした紫織さんの容よう態だいを心配したし、実は真犯人だったってわかって憎しみも向けた。

　この人懐っこくて明るい女の子が、タチが悪い仕掛けをしたっていうのか？

　確かに、肝試しドッキリも仕掛けられたが、あれはまだ可愛げがあった。しかし、今回のドッキリはどうだ。さすがにごめんですむわけないし、すますわけにもいかない。

「いいや、それは違うんだよ、小林くん。紫織くんはスケープゴート。真犯人の身代わりさ。実際には、もう一人仕掛け人がいないと成り立たないよ、このドッキリは」

　オレをさらに混乱させる言葉を口にする京太郎。

　――何？　もう一人いるだぁ？

「ちょっと、説明してみろよ」

「ぼくが昨夜洩らした四つの謎を憶えているかい？」

　京太郎が、例のノートを取り出して、書き込んである文字を見せる。




『紫織くんの怪我の具合』

『バルコニーの手すりについていた傷』

『和一さんの部屋の不自然さ』

『落ちていた髪の毛』




　まずは、『紫織くんの怪我の具合』――これは、紫織の怪我が噓だった。

　それから、『バルコニーの手すりについていた傷』――和一さんの部屋にこっそり侵入するのに使われた縄ばしごの金かな具ぐの跡あと、あたかも和一さんが部屋にいるように振る舞われた。

　次に、『和一さんの部屋の不自然さ』――部屋が小ギレイすぎて使われた形跡がないことから、和一さんが部屋にいなかったことが証明された。

　謎に一つ一つ当てはめながら、思考を回す。

　そして、

「最後の『落ちていた髪の毛』だけどな、これは今回の事件にまったく関係ないんじゃねーか？」

　と、口にしたら、

「何を言っているんだい、小林くん。『髪の毛』の件が一番大事なんじゃないか！」

　頰を膨ふくらませて怒りながら、懐からあの『髪の毛』の入ったビニール袋を取り出した。

「岩田さん、品川さん、紫織くん。この髪の毛がわかるかい？」

　犯人グループ役の一人一人に、髪の毛を見せながら訊ねる。

「ただの髪の毛じゃないですかねぇ」

「いえ、これは染めていますな」

「真っ黒で短め。そして、細い。これは多分、義は母はのものですの」

　その答えに満足そうに頷うなずいた京太郎は、オレたち全員を見回して次の言葉を吐き出した。

「――なるほどね。では、小林くんは『和一さんの部屋の不自然さ』に気づいたかい？」

　話が一つ戻った。

「部屋がキレイ過ぎて、最近使われていなかったってことだろ。それはいいから、さっさと『髪の毛』の秘密を教えろよ」

　すると京太郎のヤツは、「モノには順じゆん序じよがあるんだよ」と言って、自分の髪をバサリと掻き上げた。うわ、すげームカつく。

「そう、まずは部屋のことだ。部屋がキレイ過ぎて使っていないというのは、ぼくもわかっていたよ。問題はそれじゃない。ぼくが訝いぶかしんでいたのは、部屋の様子さ」

「どういうことなの、京ちゃん？　あの部屋のどこがおかしいというの？」

　文美が訊ねる。イヤイヤイヤ、お前、あの部屋に入ったことないよな。

　しかし京太郎は、文美の質問に満足そうに笑みを浮かべると、答えを口にする。

「よく整せい理り整せい頓とんされて、小ギレイなんだよ。埃ほこりもなかったしね」

「兄さん……。もったいぶってないで、早く言ってくださいよ」

「待ってくれよ、二重。あの部屋をどう表現しようかと、考えているんだからさ。ああ、そうだ。――あの部屋、まるで二重の部屋みたいだったんだよ」

　二重ちゃんの部屋？　この前入った彼女の部屋を思い出す。

　キレイに片づけられた部屋。整理整頓された棚。窓の近くにセットされた望ぼう遠えん鏡きよう……。いや、これはいらないか。

「和一さんの自室といわれていたあの部屋は、どちらかというとキレイ好きな女性の部屋なんだよ。ぼくのイメージとしては、ね。ここで、和一さんを女性だと仮定してみよう」

　いや、待て。コイツは何を言っている？　和一さんが――女性だって。

　京太郎はペラリと容疑者リストのページをめくって、和一さんのマスに『女性』と、書き込んだ。

　それから、律りち儀ぎに景山（品川）さんと石崎（岩田）さんの名前を訂正して、紫織さんも含めて、『犯人役』と書く。

　オレの肩を摑んでいる乃恵瑠の手に力がこもる。

「でも、京くん。和一さんの部屋には、少年マンガやプラモデルがいっぱいありましたわよ」

　どうやら、京太郎の推理に納得がいっていない様子。だって、いきなり和一さんが女だといわれても、なぁ。コイツの言っていることは、ほとんどカンのようなものだし。

　乃恵瑠の言い分に、京太郎はこう返す。

「別に女の子が少年マンガを読んじゃいけないってことはないよ。それに、プラモデルを飾ってもいけないなんてこともね。――そうだろ、乃恵瑠くん？　キミも少年マンガとかロボットが好きじゃないか」

　確かに……。そう言われれば、そうだ。少年マンガやプラモ好きの女の子がいてもおかしくない。

「次に、和一さんが監禁されていた件について。

　紫織くんはぼくたちが来る前から監禁していたと言っていた。じゃあ昨日の昼間、ぼくたちが海で遊んでいる時に、車に乗って出かけたという『和一さん』は誰だったのか？

　……答えは、誰でもない。全員で示し合わせた噓の証言だ。そう、紫織くんの事件を検けん証しようしていた時、食堂に同席していた全員が共犯関係になるというワケさ。したがって、西山さんも木梨さんも犯人役。もちろんエミリア夫人も犯人役。すると、最初に和一さんの名前を口にした兼継氏だって、犯人役なんだよ」

　あれ、つーと、紫織さん、品川さん、岩田さんが犯人で。あとは、西山さん、木梨さん、それでもってエミリアさんも犯人？　兼継さんも犯人って言ったよな、確か。

　指折り数えていくが、どんどん混乱してきて、ワケがわからない。

「それにね、西山さんを和一さんの替え玉にするトリックを使うには、ぼくたちが屋敷の中に入ってから縄ばしごをかけないとできない。

　あの時、紫織くん、景山さん、石崎さん、西山さんはぼくたちと行動を共にしていたし、木梨さんは外で作業をしていた。すると、縄ばしごをかけることができたのは、館の中にいた兼継氏かエミリア夫人しかいないのさ」

　ノートのマスを埋うめていく京太郎。犬のカズヒトはバツをされ、白田家の人々はすべて、犯人役の文字が書き込まれていた。

「――では、前フリはここまで。話を元に戻すよ」

　髪の毛の入ったビニール袋を摘つまみながら振って、注目を集める。

「この『髪の毛』は、根本の部分の色が違う。これは染めている証拠。元々黒髪の日本人が色を染めていたら、生え際は黒かったりするだろ？　それと一緒で、逆なんだ。この人物は、わざと黒色に染めている。こうして透かしてみると、元の色は金。……金髪なんだよね」

　そして、ビニールを指で挟みながらオレに見えるように突き出す。

「じゃあ、『誰』の髪の毛か？　さっき紫織くんが言ったよね。義は母はのものだって。すると、エミリア夫人は元々金髪ということになる。黒い方が濃いから、生え際が金色でも目立たなかったのさ！　なぜエミリアさんは髪を黒く染めていたのか。それは金髪を隠さなくてはいけない理由があったからなんだ。つまり、真犯人に繋つながるヒントがあったんじゃないか。ぼくはそう思ったんだ」

　探偵ルックの少年は、コツコツと歩きながらオレの目の前でポーズを取る。

「犯人は、いつも一つでまるっとスルッとチェス盤ばんをひっくり返してＱ．Ｅ．Ｄ．」

　混ざりすぎて意味をなさない感じになっている決めゼリフを吐き出すと、ビニールに入った髪の毛をオレのうしろにいる人物に手渡し、ノートの一つのマスに『真犯人』の文字を書き込む。

「屋敷にいる全員が仕掛け人、エミリアさんの息子である和一さんは女性。そして、この髪の毛はキミの実の母のモノだろ、母親ゆずりの金髪のお嬢さん？」

　いででででで！　指がオレの肩に食いこんどるぞ、乃恵瑠！




「この茶番劇を計画した『狂きよう言げん誘拐計画犯』はキミだ、金田乃恵瑠！　キミが真犯人だ！」




　宣言しながらノートに書かれた『真犯人』の文字を乃恵瑠に見せつけた。

「なっ」

　オレはバッと振り向いて、乃恵瑠の表情を確認する。

「…………………………」

　彼女は、目を泳がせつつ口を真一文字に結んでいた。

「――ぼくがこのことに気がついたのは、偶然だよ」

　くるっと回転してノートをたたむ京太郎。

「車を出してくれた西山さんがあんまりしつこくついてくるので、何かあるなと思って彼から逃げたんだよ。それで、タクシーに乗って屋敷に帰ろうとしたら、タクシーのおっちゃんに『白田の屋敷』って言っても通じない。詳しく訊いてみると、あそこの三つの建物は、全部『金田』さんの物だって言うじゃないか。

　小林くん、キミは気づいていたかい？　品川さんや岩田さんが、たまに乃恵瑠くんのことを『お嬢様』と呼んでしまうことに。うっかりなのか、ヒントだったのかわからないけどさ。それで、ああ、なるほど。繋がったな……と、ぼくは確信したのさ」

　京太郎のクセのひとつに、人の名前を苗みよう字じで呼ぶというものがある。だけど、同じ苗字の人物が複数いる場合に限り、――名前の方を口にする。

　つまり、そういうことなのか。

「紫織くんの本名は、『金田紫織』。キミは乃恵瑠くんの義妹いもうとだよね。エミリア夫人も同様に、『金田エミリア』。乃恵瑠くんのために、わざわざ髪の毛を黒く染めてくれたんだろう。母娘おやこだとバレると今回のイベントが成立しないからね。

　まぁ、兼継氏とエミリア夫人は再婚で、連れ子である乃恵瑠くんと紫織くんは血が繋がっていないことは本当のようだけどね」

　指先を紫織さんに向けて指摘する京太郎。

「ほらお姉ちゃん、バレちゃったですの」

「おほほほほほほほほ、いやぁねぇ、紫織。わたくしたちは、姉きよう妹だいではないですわよね」

　紫織さんも兼継さんやエミリアさんの苗字も、『金田』ということだ。と、なれば、エミリアさんの子供である和一＝イコール乃恵瑠という図式が成り立つ。

　なるほど。乃恵瑠が裏で手を引いていたことがわかれば、色々と説明がつく。

　たとえば、紫織さんが事故（噓）にあった時に彼女の怪我の処置を行い、指示を飛ばしていたのは乃恵瑠だったし、石崎の病院からの報告電話（噓）がかかってきたのも、乃恵瑠のケータイだった。

　更に、京太郎のために西山さんに車を出すよう手配していたのも、この金髪お嬢だ。多分、京太郎に監視をつけたかったからだろうけどな。その慎重さが、仇あだになったわけだ。

　さて、事件の真相なのだが。

　和一さんの誘拐事件はなく――というか和一さんという人物は元々存在しなくて（もちろん犬のカズヒトも）、白田家（と思いこまされていた金田家）の人々全員が仕掛け人だった。




　ああ、そうか。

　今回の事件は、――京太郎の言った通りドッキリ。

　金田乃恵瑠が仕組んだ、人騒がせで盛大な仕掛けだったのだ。




「じゃじゃーん！　ドッキリだったんだぞ、ボウズたち」

　ドッキリと書かれた看かん板ばんを持った木梨のおっさんが、にこやかに入ってくる。

　それを見た瞬間、目の前が真っ赤に染まる。

「バッ、カじゃねーの！　ふざけるのも大たい概がいにしろよ、テメェら！　オレはマジでビビッて、殺されるかと覚悟もしたし、なんとか乃恵瑠だけでも逃がそうと頭を捻らせたんだぞ！」

　喚わめき散らしながら振り向いて、乃恵瑠を睨みつける。

「なんなんだ、お前！　何がやりたかったんだっ？　オレを怖がらせて、怒らせて満足なのかっ？　お前とはいいダチになれると思っていたけど、とんだ思い違いだったな！」

　怒りに任せ、元げん凶きように向かって感情をぶつける。

「う、うぅ……」

　ビクビクと怯おびえる乃恵瑠の姿を見ると、なんとなく言いすぎたかなぁと罪ざい悪あく感かんが浮上してくる。が、心を鬼にして！

「そんな顔をしてもダメだ。オレは絶対許さねえ！」

　オレがそう言いはなった瞬間、乃恵瑠の顔がくしゃっと歪む。




「みぎゃぁあああ！　ふぇぇえぇええええええん！」




　机に腰掛けながら足をバタバタと振り、人目をはばからず大声で泣き出した！　い、いや、泣いてもゆるさねぇ。

「まぁ、さすがに乃恵瑠くんには同情できないなぁ。ちょっとねぇ」

「そうですね。金髪ドリルのやったことはいつも兄に振り回されているシュウさんでも怒りますよ」

　幼なじみたちはオレを擁よう護ごしてくれた。そうだよな、持つべきものは友達だ。

　それから、紫織さんたち『金田』家の人々に視線を向けると、

「えーと……」

　半笑いで視線を逸そらした。どうやら『やりすぎた』という気持ちはあるようだ。木梨さんの持っている看板が、場の雰囲気に浮いていた。

　溜ため息いきを吐いたオレは、縛られたまま、泣き続ける少女に近づいて、

「おい、乃恵瑠。なんでこんなコトしたんだよ」

　理由を問いただす。

　別にちゃんとした理由があっても許してやるワケじゃないが、こんなバカげたことをした意味を知りたかったからだ。

　すると――、




「な、なんで？　喜んでくれないの……？　だって、みんな仲よくって……。わたくしだけ、輪から外れてて……。なんか壁を感じて寂しかったんだもん。わたくしだって、みんなと遊びたいのに……」




　泣きながらそんなことを口にする乃恵瑠。

　おい、十分遊んでいたじゃないかよ。オレはお前のこと、ちゃんと友達だと思っていたんだ。つーか、『喜んでくれないの？』ってどういうことだ？

　泣いているだけじゃわからねえ。

「あーもう、紫織さん。なんとかならないのか？」

　義妹いもうとさんに助けを求めるが、首を横に振る。

「ダ、ダメですの。お姉ちゃん、マジ泣きですの。こんなに泣いているお姉ちゃん初めてですの……」

　もう一度乃恵瑠に視線を戻すが、

「これはどうしたもんか……」

　彼女は泣きじゃくるだけでまったく会話ができない。

　もう一度「はぁ……」と息を吐き、足を踏み出したのがまずかった。手足が縛られていることを忘れて、勢いよく。

「っと！　おっ？　おおぅ！」

　するとどうなるか。火を見るよりも明らかである。

　オレは、

　つんのめって盛大に、

　――うしろにこけた。




　ある一点を目指して。




　ふにょんと柔らかい感触だんりよくが、オレの後頭部を衝撃から守る。

　目に飛び込んできたのは、目を見開いている少女の顔。

　もちろん、どこぞのお嬢様の……、な。
















「…………………」

「…………………」




　顔を真っ赤にしている乃恵瑠と目が合う。

「えーと……」

　膝ひざ枕まくらっぽい？　膝枕そのもの？　いや、何か言い訳をしないとまずい状況じゃないのか？　あー、考えろ考えろ。頭を掻きむしって思考したいのだが、両手が縛られていてはそれも叶かなわない。

　乃恵瑠の瞳からボロボロと一ひと際きわ大きな涙がこぼれ落ちた。

　顔を両手で覆って、嗚お咽えつする。

「す、すまんっ！　わざとじゃっ！　ぐはぁああっ！」

　なんとか宥なだめようと語りかけた瞬間、体が吹っ飛ぶ。

　宙を飛行したのも束つかの間ま（本当に束の間だ。部屋は狭かった）、すぐに壁に激突して止まり、そのまま壁をズルズルと擦って床に落ちるオレの身体。縛られているので、受け身なんか取りようもなかった。

「シュウさん！　この、女の、敵！」

　どうやら二重ちゃんのソバットが、クリティカルヒットしたようだ。すみません……。死ぬます。死んでしまう……。

「じゃあ、センパイ。シュウさんは放っておいて、屋敷に戻りましょうね」

　子供をあやすような優しい口調で語りかけた二重ちゃんは、みーみー泣きやまない乃恵瑠の手を引いて部屋を出て行った。

　すると、

「ぷ……。くっくっく……。うひゃひゃひゃひゃひゃ！　サイコー、あんたサイコーだわ、シュウ！」

　いきなり噴ふき出した文美が、バシバシとオレの背中を乱打する。

「何、なんなの、このダメすぎる夫婦めおと漫まん才ざいは！　おかしすぎるわ、本当にバカだわ。うひゃひゃひゃひゃひゃ！」

「痛い、痛い！　痛すぎだろーが！　なんでお前が一番楽しそうなんだよ！　意味がわからんぞ、コラ！」

　動けないことをいいことに、打ち下ろされる平手。そして、背中に量産されているであろう手形もみじ。秋にはまだ早いっていうのに、オレの背中には色づいているんだろうな。

　あとで憶えておけよ文美。と、睨んでやると、危険を感じたらしく笑いながら部屋を出て行った。

　残されたオレが、文美への恨み言で心の中を染め上げていると、紫織さんがオレの手首に触れる。

「ごめんなさいですの。お姉ちゃんは、悪気があったワケじゃないですの。純粋にみなさんを楽しませようと、色々勉強をしていたようですの。

　だから、できたら仲直りして欲しいですの。ね、おにいちゃん？」

　微笑みながら縄をほどいてくれた。

「……まぁな、オレもちょっと感情的になりすぎてた。さっきは勢いであー言ってしまったが、実際に嫌いになったわけではないんだ」

　やれやれ、なんつーか保護対象が増えた気分だ。紫織いもうとさんに感謝しろよ、乃恵瑠。

　しかし、気になったことが一つ。

「紫織さんは、全部演技だったのか？　演えん劇げきとかやっているワケじゃないんだろ？」

　オレの質問に答えたのは、景山……いや、品川さんだった。

「実はですね。紫織お嬢様や奥様、西山さん、木梨さんにはイベント前の数日間、みっちり演技指導をさせていただきました。中でも紫織お嬢様は筋が良く、私の劇団に勧かん誘ゆうしたいくらいですな」

　そうか、義あ姉ねのためにがんばったんだな、この娘こも。

「悪かったな、ボウズ」

　木梨さんが頭を下げ、品川さんと岩田さんもそれに続く。

「私たちもすこし調子に乗ってしまいましたな。申し訳ありません」

「乃恵瑠お嬢様がすごく張り切っててさ。それを見てたあたしもちょっと楽しくてね。ごめんね、小林少年」

　彼らのすまなそうな表情を見ていたら、ずっと怒っているのも大人げない気がしてきた。この人たちだって、乃恵瑠に振り回されたようなもんだしな。

「いや、オレの方もなんか怒ってばかりで、申し訳なかったです」

　そもそも乃恵瑠のヤツ、なんであんなに必死だったのだろうか。オレに何か恨みでもあるのか？

　さて、最後に残った京太郎はというと、

「ふ……。事件、解決です……」

　天てん井じようを見上げて、浸ひたっていた。

「もうヤだ……、コイツ……」

　その様子を目撃して、ガックリとうなだれたのだった。























　――乃の恵え瑠るのヤツが計画した旅行イベントから五日が経たった。

　自室のベッドに身を投げたオレは、天てん井じようを見上げながら声を洩もらす。

「金かね田だ、乃恵瑠……ねぇ」

　あれから時間が経って、ショックもだいぶ和やわらいできた。ようやく落ち着いて、アイツのことを冷静に分ぶん析せきできるようになった。

　あの事件は、オレと乃恵瑠の間に気まずい溝みぞを残した。その証しよう拠こに、アイツから頻ひん繁ぱんにあったメールと電話は、ぱったりとこなくなった。

　そんなこともあり、このままじゃいかんと思って金きん髪ぱつドリルのことを考えている。

　アイツは、――あの金田家とオレたちを巻き込んだ自作自演の『狂きよう言げん誘ゆう拐かい』を、なんのために計画したのか、とか。

『な、なんで？　喜んでくれないの……？　だって、みんな仲よくって……。わたくしだけ、輪から外れてて……。なんか壁を感じて寂しかったんだもん。わたくしだって、みんなと遊びたいのに……』

　あの時、泣き洩らした言葉はなんだったのか、とか。

　何かもっとちゃんとした意味があったように思えてならないのだ。

　特に『喜んでくれないの？』というセリフが、引っかかる。

「いや、まさかな。しかし――」

　うんうん唸うなりながらベッドの上を転がり、

「うごっ！」

　ドシンと落ちる。

「あいたたたた……」

　一人で何をしているのだ、オレは？　そのまま、床に大の字になって天井を見やる。

　実は、オレの頭の中では、仮説が一つばかり思い浮かんでいる。だとしたら乃恵瑠アイツは大バカだ。

「よしっ！」

　オレは勢いよく起き上がると、机の上のケータイを取る。

「考えていても仕方がない！」

　だったら、知っていそうな人物に訊いてみればいいだけだ。

　ボタンを操作して、アドレス帳からある人物を呼び出すと、彼女はすぐに出てくれた。

『はい、どうしました、小こ林ばやしさん？』

「あ……と、間違えました？」

　オレは首を傾かしげる。耳じ朶だを叩たたく声が目的の人物とは違ったからだ。……いや、でも相手はオレの名前を知っていた、よな。

『いいえ、あっていますよ。これ、紫し織おりの携帯電話ですから。あの娘こったらおきっぱなしにして、仕方のない娘ですわ。ふふふ』

「ああ、あー、そうか。エミリアさんですか？　先日は騒がしくしてすみませんでした」

　紫織さんにかけたつもりだったが、偶然にも義は母はのエミリアさんがとったようだ。喋しやべり方があの日と違うので、まったくわからなかった。こんなにハッキリと日本語を喋れる人だったんだな。いや、旅行中にも何回かハッキリ喋っていなかったか？

『それで、どうしました？　紫織に用事ですか？　まさか、また乃恵瑠が何かご迷惑をかけたとかっ！』

「いやいや、そうじゃないんです。まぁ、乃恵瑠のことは乃恵瑠のことなんですが……。ちょこっと訊きたいことがありまして……」

『あら、もしかして気づかれました？　今度こそちゃんと挨あい拶さつできますね。どうも、お久しぶりです、修司くん』

　――鋭い女ひ性とだった。オレの訊きたかったことを、すぐに答えてくれたよ。

「ええ、すみません、教えていただいて」

『あら、あなた。ええ、小林さんよ。かわるの？』

　なん、だと……。

　まさかのお父さん登場である。一応、正座をしてお出迎えしよう。そんな雰ふん囲い気きがヒシヒシと漂ただよってくる。

『――やあ、小林くん。元気にしているかい？　この前は、ほんの少ししかお構かまいできなくてすまなかったねぇ。まぁ、かわいい娘に頼まれたので、柄がらにもなくあんなことをやってしまったよ。はっはっはっは』

「いえ、見事に騙だまされました。なかなかの演技力で、はい」

『そうかい？　楽しんでいただけてなによりだ。

　また、みんなで遊びにきなさい。次は私もつきっきりで見張って……げふん。イヤ、なんでもない』

　おっさん……。今、見張ってとか言ったよな。

『じゃあ乃恵瑠のこと、よろしく頼んだよ。この前のことは、娘がきみたちを騙したのが悪いんだから仕方ないがね。……仕方ないんだけどね。

　――今度、娘を泣かせたらぶっ殺すから、よくキモに銘めいじておくんだよ。わっはっはっはっはっは！　ちょっとお父さん！　わたしの電話ですの。返してくださいですの！　あっと、手が滑すべったよ、紫織……ブツン』

　会話を終えたオレは、ケータイを閉じる。

　嵐が過ぎ去った感じで、どっと疲れた。なんで兼かね継つぐさんまで出張ってくるんだよ。意味がわかんねーよ。

　さてと……。

　手に入れた情報を頭の中で再確認させる。




　――金田乃恵瑠。

　やっぱりお前は大バカだ。転入してきた最初の日に、言えば良かったのにさ。




　ケータイで時間を確認すると、十六時五十三分。夕方の五時少し前。そろそろ時間だ。

　今日は、福ふく高こうの裏にある神じん社じやで夏祭りが催もよおされている。オレたちは、その夏祭りに遊びに行こうと約束しているのだった。

　いつもの幼なじみたちに加えて、乃恵瑠も参加するということなので絶好の機会なのだ。アイツと一回、話し合うのにな。




「京太郎アイツが好きそうな言い回しをするなら、『謎なぞ解ときは夏祭りのあとで』といたしましょう。……っちゅー感じかね」




　オレは小説のタイトルをもじってひとりごちると、ちょっと恥ずかしくなって部屋の中を見回す。やれやれ、京太郎の格かつ好こうをつける癖くせがうつったのかもしれないな。そんなことを思いながら、待ち合わせ場所として指定があった福高の校門に向かって、家を飛び出した。




　　　　◇




　福高の裏山にある神社の夏祭りに行くのだが、人が多すぎて石段の前は待ち合わせをするには適てきしていない。従って、福高の校門で待ち合わせることに決めていた。

「うっす」

　福高校門前にたむろしていた見覚えのある集団に、小さく手を上げて声をかける。

「遅いですよ、シュウさん！」

　頰ほおをぷくっと膨ふくらませて抗こう議ぎするのは、二重ふたえちゃんである。

「悪い悪い、出かける前に手間取ってしまってさ」

　噓うそはついていない。娘さんに電話をかけたのに、なぜか母が出て、さらに父と会話するハメになった。新たな嫌がらせかと思ったわ、まぢで。

「おっと、浴衣ゆかた似合うじゃんか」

　言い訳に称しよう賛さんを織おり交ぜて、遅れた理由をあやふやにする。

「えへへ、そうですか。そーですか」

　チビッ娘は嬉うれしそうに微笑ほほえむと、くるっと一回転して浴衣姿を見えやすく披ひ露ろうしてくれた。

　少しだけ丈たけを短く着つけた浴衣姿で、水色の生き地じに蒼あおい花がすごくよく映えていて、二重ちゃんによく似合っている。それに合わせてだろう。髪かみ飾かざりも青い花を模もしたものを身に着けていた。

　へぇ……、どちらかというと赤やピンクがイメージカラーっぽい二重ちゃんだったが、青系もイケルじゃないか。

「ふふん！　二重ちゃんばかり褒ほめていないで、文ふ美みちゃんも崇あがめるといいわよ！」

　突然目の前に文美が躍おどり出る！　崇めるってお前……。

「いや、そんなにグルグル回ってもなぁ……。悪代官に帯を引っ張られて回される町娘じゃないんだから」

　オレの沈み気味のテンションとは違って祭りの雰囲気のせいなのか、いつにも増しておかしな行動をとるバカ二号。回転している割に髪の毛がバサーッとならないのは、結い上げているからだろう。

　そんな彼女も浴衣だ。黒い生地に白い花がちりばめられている。

「まぁ、いつも通りの黒だな」

「そう、私は黒。腹の中も真っ黒……」

　冗談なのかマジなのか、よくわからん発言をするな。

「そーいえば、京きよう太た郎ろうと乃恵瑠は？」

　辺りを見回してみるが、それらしい人物は見あたらない。

「浴衣を着るのに手間取って、五分ぐらい遅れるって電話があったわよ。京ちゃんは、あっちで事件のニオイがするって走っていったけど。マントをなびかせてカッコよくね！」

　京太郎……。今日はいったいどんな格好をしているというのだ……。いや、それよりも他ひ人と様に迷惑をかけていないかの方が心配だ。

　はぁ……と、心の中で盛大な溜ため息いきを吐き出して、地面を睨にらむ。

「あ、ほら、シュウさん。性しよう懲こりもなくセンパイがきやがりましたよ」

　オレの服の裾すそをぐいと引っ張って教えてくれた。もう、キミの言葉遣いは敬語じゃないよね。まぁ、いいけどさ。

　顔を上げて二重ちゃんの指さした方向を見やると、稲いな穂ほを思わせるような黄金の髪を左右に揺らしながら、駆けてくる一人の少女の姿が目に入る。

「お、お待たせしましたわ……」

　浴衣なので相当走りにくかったらしい。膝ひざに手を当てて少し屈かがみ、肩で息をしていた。

「ふぅ……」

　しばらくすると落ち着いたようで、ゆっくりと顔を上げる。

　今日の乃恵瑠は、海の時のように髪をうしろで束たばねていた。一本の大きな縦ロールドリルが後頭部から生えている。

　それから、コイツの浴衣は白地に赤い金魚柄。金髪のハーフ顔なのだが、それが妙にしっくりとした感じで似合っている。

　うーむ。なんと声をかけようか。

　黙って見ているのが気に障さわったのか、オレの方にチラチラと視線を向ける乃恵瑠。

「な、なんですの、修司くん？」

　訝いぶかしげな表情を貼りつけてオレを睨み返してきたので、感想を口にしてやる。

「まぁ、なんだ……。今日もドリルを取り外してきたんだな」

「おバカ！　修司くん、嫌い……」

　すると乃恵瑠は、唇くちびるを尖とがらせながら下げ駄たを控えめに飛ばしてきた。いつもの勢いがないのは、オレの気のせいではないだろう。

　でも、少しは元の調子に戻りつつあるのは、喜ばしいことだよな。

「肝きも試だめしドッキリの時のように、またなくす気かよ」

　オレはお嬢様の下駄を拾ってやり、手渡す。

「あ、りがと……」

　顔を横に背そむけながら小さくお礼の言葉を口にした乃恵瑠は、おっかなびっくりしながらオレの右横に並ぶ。そんなに警戒しなくてもいいんだよ。

「ちょっとシュウさん！　私をおいていかないでくださいよ！」

　乃恵瑠とは裏腹に元気いっぱいの二重ちゃんは、左隣を占せん拠きよする。

「なら、文美ちゃんは、シュウのうしろにピッタリとくっつくわ！」

　連行されているみたいになった。動きづれぇ。

「やあ、みんな。揃そろったようだね」

　そして、目の前にバカが現れる。

「………………」

　このバカの服装は、またあの探偵衣装だった。コスプレだった。見ているだけで暑さ倍増である。つーか、マントってこの肩についているヒラヒラのことかよ。マント、なのか？　いや、そんなことよりも……。

「テメェら、動けんから散れ！」

　四方を囲まれた碁ご石いしみたいになっていたオレは、抗議の声を上げたのだが、

「シュウさんが怒った、逃げろぉ」

　楽しそうな二重ちゃんを見て頰を緩ゆるませるのだった。




　神社に到着すると、溢あふれかえる人の多さに圧倒される。

「スゲー人の数だよな。お前ら、離れるんじゃねーぞ。はぐれるからな。はぐれたら、ケータイに連絡入れろよ」

「まぁ、シュウったら。引率の先生みたいよ」

　うるさい。オレがこんな風になったのは、テメェらのせいじゃねーかよ。

「小林くんがいるから、ぼくたちは安心して遊べるんじゃないか！」

「なるほど、京ちゃん！　シュウで遊ぶのね！」

　祭りの間、何事も起こらなければいいなと、切せつ実じつに願う。神様、なんとかして！

　何かを企たくらんでそうなバカ二人の発言に頭を抱かかえていると、グイッと腕を引っ張られた。

「シュウさん、お金！　あの金魚、とる！」

「オイオイ、二重ちゃん。オレの今月の小遣い、残り少ないんだけど」

　溜め息を吐つきながら、金魚すくいに熱意を向ける幼なじみの少女に二百円を握にぎらせる。

　八月も始まったばかりでこんなすぐになくなるとはなぁ。何かバイトでもするべきかなどと考えていると、うしろからオレの服の裾を引っ張られた。

「誰だれだよ？　あんまり引っ張ると伸びるだろ……が？」

　ドリルだった。俯うつむきながら、おずおずと言葉を発する。

「わ、わたくしにもこの綿わた飴あめを奢おごりなさい」

「あー、お前もかよ。いっぱい小こ遣づかいをもらってねーのか？　金持ちなんだからよ」

　すると、乃恵瑠は言いづらそうに口を開く。

「あの、旅行イベントでほとんど使い切ってしまいましたわ。劇団の支払い、紫織の部屋の扉代、廃はい墟きよの清せい掃そう費ひなど。足りなかった分は、両親が出してくれたんですけど」

「それは、自じ業ごう自じ得とくだ」

　仕方ないなと思いながら、三百円を屋台のおっちゃんに渡し、受け取った綿飴をそのまま乃恵瑠の手に握らせる。

「え、いいんですの？　本当に？」

「奢れって言ったのはお前だろーが。いいからとっておけ」

　金髪ドリルは嬉しそうに微笑んで、綿飴に豪ごう快かいにかぶりついた。……オレのイメージするお嬢様とかなりズレている。それがコイツらしさなのかもしれないな。

　そこへ二重ちゃんが乱入してきて、乃恵瑠の袖そでを摑つかんで言い放つ。

「金髪ドリル！　射しや的てきで勝負！」

「二重さん。わたくし、そんな気分ではありませんのよ」

「いいからくる。ちょっとは気晴らしをしなさい」

　射的屋に金髪ドリルを引っ張っていく二重ちゃん。それを見ながら思う。少しは仲良くなってるよな。いいことだ。

「すっかり仲良しさんじゃない、あの二人」

　京太郎と騒ぎまくっていた文美が、いつの間にか隣に立っていた。

「そうだな」

　しみじみ呟つぶやく。やっと肩の荷が下りた感じがする。旅行に行く前の二人は、本当に仲が悪かったからなぁ……。なぜだかわからないけどな。

　なんて、言葉を洩らすと文美がニヤついていた。

「さすが、シュウだわ。滑こつ稽けいで鈍どん感かんで救えないわね」

　このわかってますよみたいな表情が、ムカつくなぁ。

「――でも、そんなシュウといるのが楽しいから、きっと私たちはあなたの側そばにいるのよね。京ちゃんも、二重ちゃんも。もちろん、乃恵瑠ちゃんもね」

「な、なんだよ。そんな恥ずかしいこと言うキャラだったか、お前？」

「はぁ？　そんなの噓に決まってるでしょ。やぁーねぇ、もう」

　拳こぶしを握りながら睨みつけてやると、「怖い怖い」と呟いて去っていった。なんだったんだ、今のは？

　文美と入れ替わりで、二重ちゃんと乃恵瑠が戻ってくる。

　もう射的は終わったのか。……意外と早かったよな。

「どっちが勝っ……」




「「修司くんシユウさん、三百円！」」




　同時に手を出す浴衣の少女たち。そういえばお金ないんでしたよね、キミら……。

　そして最後の野口さんおさつが、オレの財布から旅立っていきましたとさ。




　　　　◇




　夜八時を過ぎたころ。

　オレたちは、境けい内だいの賽さい銭せん箱ばこ付近に集まっていた。

　理由は、夜空に咲く大輪の花。――花火である。

　神社の真正面にある山の中腹から、夏祭りのシメとして打ち上げ花火が上がるのだ。

　その花火を見るのに適した場所がここ。この境内の周りが、人気スポットとなっている。空が拓ひらけているので、よく見えるのだ。

　賽銭箱の横には、この福泉神社で飼われている白い犬が柱に繋つながれながら寝そべっていた。人によく馴なれた大人しい犬なので、こんなところに繋がれていても大丈夫。

「い、犬ですわ！」

　乃恵瑠は喜びの声を上げて、白犬に飛びつく。

「お前、犬好きだったのか？」

「犬はいいですわよ。賢かしこくて、忠ちゆう実じつで……可か愛わいいですわ！　わたくしは昔っから犬に好かれる性タ質チですのよ！」

　拳を天高く掲かかげて力説する。お前もなんとなく犬っぽいしな。ボス犬と思われているんじゃないだろうか？

「私は猫派です。猫の方がいいですよね、シュウさんっ？」

　割り込んできたのは、もちろん二重ちゃんだ。

「いいえ、犬ですわ！」

「猫です！　そうですよね、シュウさん？」

　どうしてキミたちは、なんでもかんでも張り合うんでしょうかね。

「犬でも猫でも可愛ければいいじゃねぇか」

　そう答えてやると、

「「優ゆう柔じゆう不ふ断だんでガッカリです」」

　――落胆して声をハモらせやがった。

「お前ら、実はスゲー仲いいだろ！　絶対そうだよなっ！」

　怒りのボルテージをあげながら、二人の少女にツッコミを返す。




　そうこうしている内に、

　一発目の花火が、夜空に咲いた。




　夏祭りのフィナーレ。最後の謎を解くには頃合いか。

　オレは、食い入るように空を見つめる乃恵瑠に声をかける。

「なぁ！　乃恵瑠！」

「なんですの？　聞こえないっ」

　花火の轟とどろく炸さく裂れつ音おんに負けないような大声を彼女にぶつける。

「お前さぁ！」

「はい？」

　転入してきた初日から、やけに馴れ馴れしかった乃恵瑠。

　京太郎ともすぐに打ち解け、特に文美と一緒にいることが多かったお嬢様。

　クラスには、他にも友人たちのグループができているのに、女の子ばかりのグループもあるのに、真っ直ぐオレたちの元にきたのはなぜか？




　――答えは簡単。コイツは、オレたちとまた遊びたかったからだ。




　オレたちと同じ学校に通い、

　放課後になったらみんなで遊んだ過去の人物。

　文美と二人で京太郎を引っ張り回し、

　みさちーと一緒にケンちゃんに蹴けりを入れ、

　オレと真っ黒に日焼けするまで走り回った一人の少年。




「――黒ク田ロだろ？」




　その一言に、

　目を見開いてオレを見る金髪の少女。

　クロ……黒田。

　小学校の時に転校していった友人。

「ななななな、なんのことかわかりませんわね。おほほほほほほ」

　どもりながら否定を口にする。いやまぁ……、この反応を見れば丸わかりなんだけどな。真っ赤になりながら、視線を宙ちゆうに泳がせているし。

　そのやりとりを見ていた京太郎が、オレを指さして言葉を発する。

「いや、何を言っているんだ、小林くん。黒田くんは、男性だったぞ！」




「誰が、男ですのっ！」




　スパンッと京太郎の背中に平手が走った。

「い、痛いじゃないかっ！」

　――京太郎には気の毒だった（あまりの痛さに涙目になってる）が、決定的だった。

　自ら墓ぼ穴けつを掘ってしまったうっかり娘は、顔をかーっと赤らめながら両手で覆い、その場にしゃがみ込んでしまった。

「ねぇ、シュウさん。クロって誰ですか？」

　事情を飲み込めない二重ちゃんからの質問です。

　知らないのも無理もない。二重ちゃんがオレたちと遊ぶようになったのは、クロが転校していってからだからな。何度か顔は合わせているかも知れないけど、小学校低学年の時の話だ。憶おぼえていないだろう。

　それを簡かん潔けつに話してやると、

「へぇ……、そうですか……。シュウさんに友達ってまだいたんだ……」

　冷ややかな返答をいただきました。いるんだよ、一応！　あと、ケンちゃんとかみさちーとか。知ってるでしょーが二重ちゃんも！

「どうして、わたくしが『クロ』だと気がつきましたの？」

　しゃがんだままの乃恵瑠を、花火の光が照らす。

「最初は全然わからなかったさ。『クロ』は、小学校の時に転校していったからな。ほとんどうろ覚えさ。活かつ発ぱつで、いつも真っ黒に日焼けしていた黒髪の少年。それが、オレの中にある『クロ』のイメージだ」

「今のわたくしは、修司くんのイメージには当てはまらないと思いますけれども」

　コイツの言うことはもっともだ。

　お嬢様のような言葉遣いをして、色白で、金髪で、――女。

　昔との共通点は、運動が得意ってところだけなんだが、厳げん密みつには違う。なんていうか、お嬢様にしては行動が雑ざつ。ガサツと言い換えてもいい。エルボー入れてきたり、帽ぼう子し投げたり、ビーチボールを蹴り放ったり、足をバタつかせたり……。挙げ句の果てには、さっき下駄をぶっ飛ばしてきた。そう、お嬢様というより、少年のやりそうなことだ。ロボット好きだし。人間の本質は、何年経っても変わらないということかもしれないな。

　そう、やんちゃな少年を無理矢理お嬢様の枠わくに当てはめたようなちぐはぐさが、隠しきれていない。

　それに、やたら馴れ馴れしい態度。オレを『修司くん』、京太郎を『京くん』と呼ぶことにも初対面としては違い和わ感かんがあった。つまり、コイツにとっては初対面じゃなかったからだ。確かにクロはオレたちを、『修司くん』、『京くん』と呼んでいた。

　そして、左目元の泣きぼくろ。それは昔から変わらず同じ位置にある。

　まぁ、最後に『クロ』の姿を見たのは、小学校低学年だ。あれから十年も経っている。そりゃ、大きく成長するわな。イメージなんてモノがあるから最初はわからなかったんだ。

「あの旅行には、沢山のヒントが転がっていた。

　乃恵瑠、お前はオレたちの関係性をやたらと聞いてきたよな。『クロ』の話題を引き出そうとしていたんじゃないのか？

　廃墟の肝試しイベントもその一つ。昔、近所の廃はい屋おくを秘密基地にして遊んでいたことがあった。それに関連づけたくて、廃墟を利用したんだろ。

　オレを閉じこめたのもそうだ。廃屋に一緒に閉じこめられたことを、さりげなく思い出して欲しかった。

　それから、京太郎が見つけたエミリアさんの髪の毛」

「ああ、これかい？」

　まだ、持っていたのかよ！　つーか、それだけどよ。

　仕方なく、その髪の毛を入れたビニール袋を受け取って続ける。

「乃恵瑠、お前は小学生のころ、黒髪だったよな。それは、この前のエミリアさんみたいに黒く染めていたからじゃないのか？」

　それを、幼いころの乃恵瑠に当てはめてみる。

「最近ではそうでもないが、十年も前の話だ。クラスの中に一人だけ金髪がいたとしたら、否いや応おうにも目立つ。ひょっとしたらイジメの対象にもなりえる。それを心配したエミリアさんが、わざと黒に染めさせていたという仮説が立つ。

　――人ってさ。髪の色を変えるだけでもかなり印象が変わるもんだぜ」

　ポンッと二重ちゃんの頭に手を乗せると、彼女はすごくイヤそうにオレの手を払った。

「次に、お前が用いた『白しろ田だ』という偽ぎ名めい。元の苗みよう字じだった『黒』をひっくり返して『白』にした。その裏にあったのは、オレたちに気づいて欲しかったという本音」

　乃恵瑠がギュッと拳をつくる。

「そして、最後。お前が『クロ』という証明。

　祭りの前に紫織さんに確認を取ってみた。電話に出たのは、なぜかエミリアさんだったけどさ。

　その時、こう言ってくれたよ。――『今度こそちゃんと挨拶できますね。どうも、お久しぶりです、修司さん』と。これが答えなんだ」

　一人だけ蚊か帳やの外そとにいる二重ちゃんが、首を傾かしげる。

「シュウさん。もっと詳しく説明してくださいよ」

「悪い悪い、二重ちゃん。オレたちがエミリアさんに会ったのは、あの旅行が初めてじゃないんだよ。ずっと昔、十年も前に何度も会っているし、話だってしたことがある。

　近所の公園で日が沈むまで遊んでいると、いつもクロを迎えにきていた綺き麗れいな母親じよせい。その人がエミリアさん。

　だから彼女もオレたちのことを憶えていてくれて、『お久しぶりです』と答えを教えてくれたんだ」

　廃屋で事件が起きて、エミリアさんに殴られたこともあったよな。そんなコトを思い出しながら、石いし畳だたみを歩いて乃恵瑠の真正面に立つ。




「――以上が、オレが頭を捻ひねって辿たどり着いた解答。

　金田乃恵瑠が、クロである証拠だ！」

　言葉と同時に乃恵瑠を指さした。

　花火が、オレのバックに咲き乱れる。……え？　オレはこんな演出望んでないぞ！

　瞬間、自己嫌悪にさいなまれ、しゃがみ込んで金髪ドリルと同じように両手を顔で覆う。

「ハズい！　すっげー恥ずかしいことをしてしまった……。まさか、花火が上がるなんて、全然思っていなかった」

「いやいや、かっちょよかったですよ、シュウさん。ニヤニヤ」

　二重ちゃんに、頭を撫なでくり回されてしまった。ニヤニヤなんて口に出して言うヤツいるんだなぁ……。

　オレはしゃがんだまま乃恵瑠に視線を合わせて、動どう機きとやらを訊いてみる。

「お前、なんでこんな回りくどいことしたんだよ？　最初にあった時に、『久しぶり、黒田だよ。憶えてる？』とか言えばよかったんじゃねぇかよ？」

　すると、乃恵瑠が顔を上げてオレを睨む。目が赤くなっていた。……もしかして、泣いていたのか？

「わたくしは、修司くんも京くんも見た瞬間にわかりましたわ。――でも、修司くんも京くんも、わたくしのことを全然憶えていなかったんですもの」

　いや、そこまで容よう姿しが変わっているとわからねーよ！　などとは、ツッコむ雰囲気ではないよな。

「――だから、すんごくムカついたのですわ。わたくしのドリルで脳天に穴を開けてやろうかと思ったくらいですもの。

　それでわたくしは、怒りにまかせて今回の旅行の計画を練ねったのですわ。少し懲こらしめてやろうと思ってのドッキリでしたけど騙せたのは修司くんだけで、京くんにはあっさり看かん破ぱされてしまったのですけれどね。

　いえ、本当はみんなと遊びたかった。それが一番の理由ですわね。だから、みんなが喜ぶと思って、あの旅行ドッキリを考えたのですわ。でも、途中から全然喜んでくれなくて変だなと……」

　つまりコイツは、オレたちと友達に戻りたかっただけなのだ。オレを喜ばせて、また昔みたいに一緒に遊びたかっただけなんだと思う。

　ただ、あのドッキリで、オレたちが喜ぶと思っていたことがわからないが。

　京太郎のように探偵の真ま似ね事ごとを始めたのも、オレたちと遊ぶきっかけが欲しかったからなのだろう。

　そう考えれば、なんとも子供っぽいヤツである。可愛らしい女の子になろうと、結局『クロ』はいつまで経っても『クロ』なのだ。

　しかし――、

「しかし、女になっているとは思わなかったな。人の趣しゆ味みはそれぞれだし、別にとやかく言うことではないけどな」

　そうポロッと口にした瞬間、乃恵瑠がものすごい形ぎよう相そうで立ち上がり、オレの胸ぐらを摑みあげて頰に平手を炸裂させた！

「わ、た、く、し、は、生まれた時から、女！　です、わよ！」

　涙を溜め、言葉を句切るごとに一発ずつ平手打ち。最も早はや、痛みを通り越して熱い。

「オ、オレは、『クロ』はずっと男だと……、思っていたんだ。すまん」

　格かく闘とうゲームみたいな必ひつ殺さつ乱らん舞ぶから解放され、じんじんと痛んでくる頰を押さえながら頭を下げる。

　オレの言葉を聞いた乃恵瑠こと『クロ』は少しずつ顔を歪ませていき、

「みぎゃぁあああ！　ふぇぇえぇええええええん！」

　ボロボロと大泣きを始めた。

　ボンボンと花火の音で、ほとんど掻かき消されている泣き声を聞きながら、……思う。あの真っ黒に日焼けした少年は、どう見ても男だったぞ……と。

「本当に酷ひどい人ですね、シュウさんは……。ほら、センパイ。お手洗い借りて、メイク直しましょうね」

　子供をあやすようにドリルの手を引いて歩いていくのは、二重ちゃん。その途中で振り向いて、べーっと舌を出されてしまった。

　オレか、オレが悪いのか？　――悪いのか。

　そんなやりとりを黙って見ていた一人の少年が、突然声を上げた。

「はっはっはっはっは。もちろん、ぼくも気づいていたんだよ、小林くん！　金田くんが黒田くんであることはね！　キミに見せ場を譲ゆずっただけのことさ……」

　そして、膝を抱えて三角座り。セリフと行動が全然あってねぇよなぁ！　絶対わかっていなかったよな、お前！

　また落ち込んでしまった京太郎に哀あわれみの視線を送ろう。――生きろ！

　まぁ、それよりも、

「不思議なんだよなぁ。なんで乃恵瑠は、あのドッキリを起こすことでオレたちが喜ぶと思ってたのかねぇ」

　疑問に思っていたことを、座り続ける京太郎に言ってみる。

「確かにおかしいよね。ぼくは事件が起こって欲しいと思ったけどさ。小林くんは、ずっと否定的だったからね」

　すくっと立ち上がって思案顔を浮かべ、隣の文美も同じような表情を貼りつける。

「まぁ、わたしも……、乃恵瑠ちゃんがあんなに大がかりな事件を用意するなんて思いもしなかったし。

　簡単なドッキリを起こしてみれば？　とは、助言したけれどね」




「「は？」」




　目を白黒させたオレと京太郎の声がかぶる。

　この女、すごく重要なことを口走らなかったか？

「そういえば、――お前。紫織さんが怪我（噓）した時も、紫織さんが誘拐事件（噓）を起こしたと知った時も、意外と冷静だったような……」

　オレの言葉に、ニヤリと邪悪に嗤わらう文美。




「乃恵瑠ちゃんにドッキリイベントの提案をしたのは、わたしです！

　京ちゃんは事件が起これば大喜び！　シュウは精神的なＭだから、切せつ羽ぱ詰つまった出来事が起これば大喜び！　乃恵瑠ちゃんにそう吹き込んでおいたのです。

　みんながみんな、文美ちゃんの手の上で踊ってくれて大層愉ゆ快かいだったわね！」




　と、勝ち誇ったような笑みを貼りつけて言い放つ。













　――真の悪魔がそこにいた。まさに真犯人である。

　乃恵瑠ががんばってドッキリを計画したのは、コイツが、……文美が裏で糸を引いていたからだったのだ。衝撃の真実ではあるが、ある意味納得もしてしまった。

　つまり、だ。全部コイツのせいというワケか。

　あーもう。オレは頭をバリバリと掻きむしりながら、言葉を発する。

「だいたい、なんだよ、その精神的なＭって！　お前の中の『オレ』のイメージを改訂しろ！」

　すると、文美はオレと京太郎を交互に指さす。

「昔から一緒に遊んでいた女の子を、すっかり忘れていた京ちゃんとシュウが悪いんです。文美ちゃんは最初から、乃恵瑠ちゃんが『クロ』だということを知っていたもの」

「そ、それは本当なのかい、玉たま村むらくん？」

　驚きよう愕がくするオレたち。

「お前、最初から乃恵瑠がクロだということを知っていた……と、言ったのか？」

　聞き間違いかもしれないと思って、確認してみる。

「愚ぐ問もんね、シュウ！　わたしは乃恵瑠ちゃんとずっと文通してたわよ！　ケータイを使えるようになってからはメル友ね！　そういうワケで、福高に転入してくることも最初から知っていたわよ！　それに京ちゃんもシュウも『クロ』ってあだ名で憶えていたから、わからなかったのよ。わたしは、ずっと乃恵瑠ちゃんって呼んでいたもの」

　騙していたのは、乃恵瑠だけではなかった。目の前で小躍りするバカ二号もオレたちを騙して、ほくそ笑んでいたのだ。

「「だ、騙された」」

　がっくりと同じポーズで地面に膝をつくオレと京太郎。

　獅し子し身しん中ちゆうの虫むしめ……。ギリギリと奥歯を嚙かみ締め、この魔女にどんなお仕置きをしてやろうかと考えていると、――ふっ、と文美の顔に陰かげが射した気がした。

「どうしたんだい、玉村くん。何かあったのかい？」

　それに気がついた京太郎が、文美に訊ねる。

　しかし、文美は「えー、文美ちゃんはいつも通りよ」と貼りつけたような笑みを浮かべる。

　そうこうしている内に、

「ただいまです」

　二重ちゃんが、乃恵瑠の腕を引きながら帰ってきた。

「すみません、取り乱してしまいましたわ」

　ササッと、乃恵瑠のうしろに隠れる文美。く……、そこに逃げ込まれたら、手の出しようがない。だから、祭りが終わったら問いつめてやる。絶対にだ！

　文美を追つい撃げきすることを諦あきらめたオレは、乃恵瑠に一つ訊ねることにした。

「な、なぁ、乃恵瑠。お前本当に女なんだな？　昔は男のような喋しやべり方をしていたと記憶しているんだが……」

「しつこいですわね！　わたくしは女ですわよ。そりゃ、昔は男の子のように振る舞っていましたけど。再婚してお金持ちになった母が、『あなたはお嬢様になったのだから、女らしくしなさい』とエスカレーター式のお嬢様学校にぶち込んでくれやがりまして」

　なるほどね。コイツも色々あって苦労したのだろう。いやはや、参った。女の子の成長というものは、怖い。

　そんなこんなで、金田乃恵瑠と玉村文美の計画した今回の騒動は、ようやく終わりを迎えたのだった。




「くくく、これですべての謎はとけたようだね！　さすが、名探偵明智京太郎。ぼくにとけない謎はないのさ！」

　どぉおおおおおおおおん！　パラパラパラパラ……。




　京太郎が、最後の花火をバックに負け犬の遠吠えきめゼリフを言い放つ。こめかみ付近を流れる一筋の汗がその証拠。

「さて、小林くん！　ぼくが解くから、何か不思議な事件を起こしてくれないか？」

「無茶ぶりすんなよな！」

「だったら、わたくしがまた何か考えますわ」

「センパイのは、また大がかりなトリックをつくりそうだから、イヤだ」




　ギャアギャアと騒ぐオレたちの様子を、

　文美のヤツはずっと楽かなしそうに、

　――微笑んで見ていた。




　その表情が儚はかなく見え、




　祭りが終わったあとも、

　ずっと目に焼きついていた。





明智少年のこじつけ(2)　了










　　　あとがき




「ほら、小こ林ばやしくん。二巻が出てしまったよ！」「マジかよ……」

　そんな会話が聞こえてきそうです。

　お久しぶりです、道みち端ばたさっとです。この度たびは『明あけ智ち少しよう年ねんのこじつけ(2)』を手に取っていただき、ありがとうございます。なんとか二巻をお届けすることができました。続きをつくるって難しいものですね。精しよう進じんが必要だと実感しました。

　それから、ファンレターなるものをいただきました。私ごときに大変恐きよう縮しゆくです。目を通させていただき、大切に保管しております。ありがとうございます、活かつ力りよくです！

　今回もお礼の言葉を。ページの都合上、またも一ひと括くくりで申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　――担当様、イラストの春かす日が様、家族友人たち、アルバイト先の皆様、この作品の出版に関わってくださったすべての皆様。ありがとうございました。

　特に担当様には過か密みつなスケジュールの中で根気よくつきあっていただき、頭が上がりません。見捨てずにいてくださり、大変感謝しております。

　最後に、この本が読者様の心の片かた隅すみに残り、何かしらの糧かてになれば幸いと思います。


二〇一二年三月　一巻を送りつけたＫくんの反応は『こらー』だった道端さっと















著者

道端さっと

Satto Michibata




島根県の海付近に生息中。高校の時、ダブったわけでもないのに弟がクラスメイトにいるという妙な経歴の持ち主。

卒業後、アルバイトをしながら執筆を始め、本作で第13回えんため大賞優秀賞を受賞。

どこかおかしい友人たちに囲まれてたおかげでこの作品が誕生したと素直に感謝する。しかし、友人側から見れば『お前が一番おかしい』と思われているに違いない。







イラスト

春日 歩
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神無月の19日生まれ。某声優さんと同じらしくてちょっと嬉しいです。基本はイラストレーターですが、近々マンガにも挑戦してみたいなぁと思う今日この頃です。お話作りって難しい。
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